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序　章　始まりのＺ







　感情は時に理性をねじ伏ふせる。

　それが正しい事だと分かっていても、他に選せん択たく肢しが無いと分かっていても、人間はしばしば気持ちに引きずられて間ま違ちがった選せん択たくをしてしまう。あるいは、そもそもの選択を拒きよ否ひしたまま、全すべてを失う事になる。

　珍めずらしい事なんかではない。

　本当にそれは……よくある場面でしかなかった。

「――撃うて！　撃つんだ！　早く！」

　叫さけぶ男の手には、一挺ちようの自動拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　だがそれは遊底スライドが開ききったままの状態で、既すでに弾たまが尽つきているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。予備の弾だん倉そうは無い。在ればとっくに男は発はつ砲ぽうしていただろう。

「そいつは――それは、もう、違うんだ！」

　男は鉄てつ格ごう子しの間から腕うでを出だして、指をさす。

　通路の奥おくから、ゆっくりと近づいてくる……人ひと影かげを。

　一歩。また一歩。それは歩くというよりも、単に毎回、反射的に足を踏ふみ出して倒たおれるのを止めている、ただそれだけの様な、何処どこか不自然な姿だった。足を負傷しているから、という訳でもない。全身の動きが鈍にぶい上に、ひどくぎこちないのだ。

「分かってる、分かってる、でも、でも、出来ない！　出来ないよ！」

　少女は両手で拳銃を握りながらも――激しく首を振ふった。

「それはもう、奴やつじゃないんだ！　お前の恋こい人びとじゃない！」

　男は鉄格子を掴つかんで揺ゆすりながら叫んだ。

　この障害物のお陰かげで、男は少女の所に駆かけ寄よる事が出来ない。駆け寄ってその手から銃じゆうを奪うばい取とり、近づいてくる『それ』に銃じゆう弾だんを叩たたき込む事が出来ない。

「お前の恋人は死んだんだ!!　死んだんだよ！」

「違う、違う、彼かれは――」

「アレはもう人間じゃない!!」

　人は死して『死人ヒト』になるのではない。『死体モノ』になるのだ。

　そう言ったのは誰だれだったろうか。

　生命の有う無むが、ヒトとモノを峻しゆん別べつする境界線だとするならば、確かに今、少女に向かって近づいてくる『それ』は既にヒトではなくモノなのだろう。
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　明らかに『それ』は死んでいた。

　服が破れて左の胸が露あらわになっている。そして肋ろつ骨こつが、そして心臓が在るべきそこは、まるで何かの悪い冗じよう談だんであるかの様に、ぽっかりと、拳こぶしを突っ込める様な大きさの穴が空いていた。その穴の周囲には既に乾かわいて固まった血の跡あとも見える。

　そんな状態で人間が生きていられる筈はずが無い。なのに、それは動いていた。無理に生前の様子を模も倣ほうするかの様に歩いていた。

　常識を、自らの存在そのもので嘲ちよう笑しようするかの様に。

「ジュディッ！　撃てッ！　頼たのむ、撃ってくれ！」

「駄だ目めっ……出来ないっ……!!」

　そう言って少女は――銃を投げ捨てる。




「……だよね」




　既に時刻は夕方の六時半。

　すっかり陽ひも落ちて、テレビだけが唯ゆい一いつの灯あかりとなっている居間で――樹じゆ堂どう乙おと羽わは無表情に頷うなずいた。

　画面の中では、少女がかつての恋人に頭から囓かじられているショッキングな映像が流れているが……乙羽はといえば、平然とそれを眺ながめていた。

　いや、むしろ瞬まばたきも惜おしむかの様に、眼鏡めがねの下の円つぶらな瞳ひとみを見開いて。

「…………」

　よく整ってはいるが、化け粧しようっ気に乏とぼしいその顔には、およそ感情の色が無い。

　眼を開けたまま眠ねむっているか――それこそ、乙羽自身が死体であるかの様にすら見える。部屋が暗いので尚なお更さらに、彼かの女じよの姿は何処どこか浮うき世よ離ばなれした異様さを漂ただよわせていた。

　明るい部屋で笑え顔がおの一つでも浮うかべれば、間違いなく可愛かわいいと誰もが認めるであろう目鼻立ちなのに――乙羽自身は、そういう事にとんと興味が無い。化粧の類たぐいは最低限、髪かみ型がたも手入れが楽でかつ『掴まれたりしにくい』というだけで、短めのボブカットを選んでいる位だ。

　ただ――

「なんだ、アンタ居たの？」

「――？」

　急に照明が点つけられ、光が居間に溢あふれ――乙羽は眼を細めた。

「家に居る時はちゃんと電気点けてって言ったよね？　なんで点けないの？」

　そう言って居間の入り口で腰こしに手を当てて立っているのは、姉の瑞みず季きだった。

　さすがに姉妹だけあって顔立ちはよく似ているのだが、見る者が受ける印象は正反対だった。手入れの行き届いた緩ゆるく波打つ長い髪かみに、ばっちり決めたメイク。おまけに喜き怒ど哀あい楽らくが如によ実じつにその顔に出ている。何処か血圧の低そうな――眠そうな印象の乙羽に比べて、瑞季はいつもテンション高めである。

　大学二年生の彼女は、毎日の様にコンパだ何だと出歩いている為ため、むしろ夕食前に戻もどってくる事の方が珍しいのだが。どうやら今日は例外であったらしい。コンパの予定が潰つぶれたのかもしれない。若じやつ干かんだがご機き嫌げん斜ななめの様だ。

「……ごめんなさい」

　乙羽はとりあえず謝あやまっておいた。

　ただし眼はテレビの画面に向けたままだ。丁度、良いところなので眼が離はなせない。ジュディが投げ出した銃が鉄格子の所にまで滑すべってきて、それを男が拾っている。まあ助けるべきジュディは既にあちこち恋人だったモノに噛かまれまくって、手て遅おくれ感がひしひしと伝わってくるが。

「謝罪を聞いてるんじゃないの、なんで照明を点けないのか理由を聞いてるの」

　と瑞季が苛いら立だたしげに言ってくる。

　乙羽の眼がテレビを向いたままである事に文句を付けないのは、妹の性格と趣しゆ味みをよく知っている……というか、その点については半ば諦あきらめているからだろう。

「映画見てるから……」

「照明点けてもテレビは見られるでしょうが」

「……雰ふん囲い気きの問題」

「何が雰囲気よ」

　と瑞季はテレビの画面を一いち瞥べつして忌いま々いましそうに続けた。

「本当、そんなキモいのばっかり観みて、何が面白おもしろいんだか」

「これはそこまでキモくないよ」

　低予算の映画なので、あんまり派手なスプラッターシーンは撮とられていない。頭が半分欠けてるとか胴どう体たいだけで這はってくるとか、そういう場面を撮ろうとすると、特とく殊しゆメイクにしろ、アニマトロニクスにしろ、ＣＧにしろ……どうしてもお金が掛かかってしまう。

　そもそも低予算で撮れる化け物、という事でゾンビは重宝されているのだ。

「どうだか！」

　そう言って――姉は乙羽の横まで歩いてくると、勝手にリモコンを取り上げて、画面を放送中のニュースに切きり替かえてしまった。

「やめてよ」

「文句があるなら、奪ってごらんよ？」

　勝かち誇ほこった様に、ひらひらとリモコンを振ってみせる姉に対し――乙羽はただ無表情に黙だまり込んだ。

　姉の横暴は今に始まった事ではない。

　それこそ瑞季が乙羽の無愛想っぷりに慣れている様に、乙羽は瑞季の暴君っぷりに慣れている。姉妹なのにどうしてここまで性格が違うのかと両親は不思議がるが――お互たがいにすぐ近くに極きよく端たんな例があるからこそ、『ああはなるまい』と思っていたりする訳で。

（……無む駄だだし……いいや……）

　どうせ抗こう議ぎしても、姉は聞く耳すら持たないだろう。

　映画はストリーミング配信だから、いつでも見る事が出来る。

　あまり折り合いの良くない姉妹だが、何かあると基本的に乙羽が折れる。

　妹だから、というより、自分が世間的に見て少数派であると――姉や両親の眼から見て相当な『変わり者』である事を、自覚しているからだ。

　自分は、どこかオカシい。何処どこがどうとは自分では言えないのだけれど。

　あるいはおかしいのは自分ではなくて世界の方なのかもしれないと思ったりもする。

　服のボタンを掛け違えた様なチグハグさ。勿もち論ろん、乙羽の場合はソレを恨うらむとか怒おこるとか嘆なげくとかではなく、ぼんやりと疎そ外がい感かんの様なものを感じているだけだったが。

　物心ついた時からずっとそうだ。そして多分それはこの先もずっと変わらない。

　自分はこの言葉にし難がたい感覚を抱かかえたまま、ずっと生きていくのだろう。

　少なくとも乙羽はこの日まで、さしたる疑問も無く、そう思っていた。

「……ん、なにか事件？　暴動？」

　瑞季が首を傾かしげる。

　テレビの画面では、海外の――それも暴動の様子が映し出されていた。数多くの人々が何やら壁かべの様な横よこ幅はばの広いビルに押おし寄せている。ビルの手前には青地に白い文字が入った看板の様なものが映っていて――

「あ、ＣＤＣ」

　ぽつりと乙羽は言った。

「ＣＤＣ？　なにそれ？」

「アメリカ疾しつ病ぺい予防管理センター……ゾンビものの定番、お約束」

　そう言って食い入る様にその映像を見つめる乙羽。

　映画には頻ひん繁ぱんにその名が出てくるが、本物の――実際のＣＤＣの映像というのはあんまりお目にかかれない。乙羽にとっては見み逃のがせないお宝映像だった。

「何がお約束よ……やっぱりアンタ、キモい」

「リモコン返して。録画する」

「…………」

　瑞季は苛立たしげにため息をつくと――乙羽にリモコンを投げ返してきた。







第一章　Ｚはある日突然に







　俺おれの名は出で庭わ博ひろ明あきという。

　下の名前はともかく――姓せいは少々珍しいので覚えて貰もらい易やすい。その前に『出羽』と勘かん違ちがいされる事も多いが、字に書いて示せば大たい抵ていは珍しがられる。だからといってそれが俺の人生において何か有利に働くという訳でもないが。

　戦場においては尚更だ。

「……はっ……はっ……」

　荒こう廃はいした街を――巨きよ大だいな墓ぼ碑ひの如く建ち並ぶビルの谷間を、俺は愛用のＦＮ・ＳＣＡＲ－Ｈ自動小しよう銃じゆうを抱えながら、独り、駆け抜ぬけていた。

　割れた道路はまるで大地に傷口の様に見え、建設現場のクレーンは、まるで天を呪のろいながら滅ほろんでいった恐きよう竜りゆうを――その骸がい骨こつを想おもわせる。そこかしこに散らばる瓦が礫れきや横転したまま放置された自動車が、既にこの街から生活の営みが絶えて久しい事を物語っていた。

　何もかもが死の印象に満ちた世界。

　だが、未まだ全てが滅んだ訳ではない。

　いや――むしろ激しく生きる者達たちが此処ここには居る。

　大破した車両が、あちらこちらに転がる道路――これを挟はさんで銃じゆう声せいや爆ばく音おん、そして怒ど号ごうが飛とび交かっている。眼には見えないが、恐おそらく大量の銃弾も……だ。

「はあっ……はっ……」

　そう。此処では俺の本名なんぞ何の意味も無い。

　誰かが俺を呼ぶ場合は識別名コールサインの『ハウンド９』を使う。本名はむしろ百害在って一利も無い。迂う闊かつに素す性じようがばれれば身の破は滅めつ……そういう世界に俺おれ達たちは居る。

「…………」

　放置されたままの装そう甲こう車両の陰に滑り込みつつ、俺は親指でレバーを回して愛銃の安全装置セフテイを解除。敵の位置を確かく認にんしようと、左手でポケットから取り出した小さな鏡を――

「――ッ!?」

　鏡から腕へ、腕から胸へ、音も無く点ともった紅あかい点が滑ってくる。

　レーザー照準器ポインタ……！

　やばい。狙ねらわれている。敵は後ろだ。

　俺は手近な所に在った瓦礫の陰へと転がり込む。同時に俺が盾たてとしていた装甲車両の表面に着ちやく弾だんの火花が咲さいた。銃声が聞こえたのはその後だ。

　着弾と銃声のずれからすれば、距きよ離りは四百以上――専門の狙撃手スナイパーだ。

「なかなか、やる……」

　俺がこの戦場に入り込んで、未だ五分と経過していない。

　此処では妨ぼう害がい電波が酷ひどくて通信機もろくに使えない。恐らくは位置確認用のＧＰＳも。

　なのに――この銃弾が飛び交う戦場で俺の存在を視し認にんし、敵と判断して躊ちゆう躇ちよ無く撃ってきた。腕は勿論だけど判断力も悪くない。

　悪かったのは――多分、装備と、運だ。

　今時、可視光型のレーザー照準器なんぞを使っているから、狙そ撃げきがばれる。

　そして俺の様な熟練者を相手にしてしまうとは、本当に運が無い。

「へっ――」

　俺は歯を剥むいて笑った。

　同じＳＣＡＲプラットフォームでも、軽量で装そう弾だん数も多いＬ型ではなく、わざわざ重いＨ型に、高い金を払はらって光学照準器まで載のせているのは、こういう状じよう況きようでも対処出来る様にだ。ＳＣＡＲ－Ｈの、7.62mm弾の有効射程は、標準銃身スタンダード・バレルでも七百に達する。自動小銃だが充じゆう分ぶんに狙撃にも対応できるのだ。

　孤こ立りつ無む援えんも多い傭よう兵へい稼かぎ業よう――多芸マルチタレントでなければ生き残れない。

「逝いってこい!!」

　俺はセレクターを全自動射撃フルオートに設定。続けて瓦礫の端はしから出ている鉄筋の一本に銃を引っかけて銃じゆう口こうの跳はね上あがりを抑おさえながら、着弾と銃声から割り出した相手の位置へと大量の弾を叩き込む。

　野太い連続射撃の銃声と共に、ばらばらと豪ごう勢せいに空薬やつ莢きようが散らばり、弾倉は瞬またたく間まに空になる――が、その直後、遠くのビルの窓から黒い何かが落ちるのが見えた。

「俺を殺ろうと思うなら、もっと慎しん重ちようにやらねぇとな？　――そこの奴らも！」

　俺はＦＮ・ＳＣＡＲ－Ｈを九十度旋せん回かいさせ――銃身下に取り付けたMk13ＥＧＬＭ榴弾砲グレネードランチヤーを撃った。

　俺が一弾だん倉そう撃うちきったと思って顔を出したのが、運の尽きだ。

　ぽんっ――という兵器にしては若じやつ干かん間ま抜ぬけな音と振しん動どうが伝わってくる。銃弾と異なり、はっきりと見える速度で四十ミリの榴弾は、瓦礫の陰から身を乗り出していた連中の元へと飛んでいく。

「もうちょいアルゴリズムをアップグレードしてこい！」

「うわぁぁぁぁっ!?」

　攻こう撃げきに気づいた敵が、やたらにリアルな動どう揺ようの声を上げて身を引っ込めるが、もう遅おそい。迫はく撃げき砲ほうの緩い曲折弾だん道どうは、遮しや蔽へい物を超こえてその陰の連中の真ん中で炸さく裂れつした。

「……悪いな」

　俺は口くちの端はを歪ゆがめて吹ふっ飛んだ敵兵に向けてそう告げる。

　勿論、ＮＰＳ――ノンプレイヤーソルジャーがそんな台詞せりふを聞いている筈も無いのだが。この辺は雰囲気というかロールプレイの醍だい醐ご味みだ。ＮＰＳは死ぬと特に何の表示も無く、瞬しゆん間かん的てきに記号的な姿に変化するので、すぐに分かる。

「……って」

　俺は弾倉を交こう換かんしつつ――眉まゆをひそめて呟つぶやく。

「全員ＮＰＳかよ。さっきの狙撃手も多分同じだな？」

　同時に――突然、終しゆう了りようを告げるＢＧＭが流れた。

「え？　もう終わり？　やっと調子が上がってきたって――っていうか、俺、さっきログインしたばっかりなのに!?」

　文句を言うも、応こたえる者は誰も居おらず――眼に映る風景は、荒廃した街のそれから、ひどく素っ気ない作戦司令室のそれへと瞬間的に切り替わる。

　置かれているのは五十余りの折りたたみ椅い子すだけ。他には何も無い箱の様な部屋。清潔で秩ちつ序じよだった雰囲気だが、それだけにひどく殺さつ伐ばつとした空間だ。こういうのも雰囲気が盛り上がるから嫌きらいじゃないが……

「――戦せん闘とう終しゆう了りよう。戦果を発表する」

　機械的で感情のこもらぬ声が宣言。続けて作戦司令室の壁に設けられた大型ディスプレイに、今の戦せん闘とうにおける被ひ弾だん率や命中率、弾だん薬やく消費数、プレイ時間、そしてそれらを総合した成績が表示されていく。

　本来それは参加者全員の成績を示す一覧表になる筈だった――のだが。

『1st　place：〝ＨＯＵＮＤ９〟』

『2st　place：　　　　　　　　　』

『3rd　place：　　　　　　　　　』

　…………

　そこには……俺のアカウントしか表示されていなかった。

「なんか最近、参加者減ってないか……？」

　俺は壁かべ際ぎわに黙もく然ぜんと立っているアシスタントのレイヴンに問うた。

「この五日間は〝ＨＯＵＮＤ９〟――貴方あなただけです」

　そう答えてくるのは……長い金きん髪ぱつを結ゆい上げ、涼すずしげな碧へき眼がんをした若い娘むすめである。

　レイヴン。ＶＲ・ＦＰＳゲーム『ストラグル・フィールド』において、各種雑務を担当するＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター。弾薬の補ほ充じゆうや、部隊編成、報ほう酬しゆうの告知、各種情報提供……レイヴンに話しかける事で、殆ほとんど事前作業を行う事が出来る。

　優ゆう秀しゆうな事務職ＡＩである。

　若い女性の姿をしているのは、実質的に『ストラグル・フィールド』におけるマスコット・キャラも兼かねている為だ。地味めな外観ながら割と人気があるキャラなので確か先日、等身大フィギュアが出るとか発表が――いや、それはともかく。

「俺だけ？　一人もログインしてないのか？」

「はい。ですから実質的に今週のトップランカーは貴方という事になります」

　言ってレイヴンはにっこりと微笑ほほえんだ。

「おめでとうございます」

「ありがとう――って、何なんだこの状況!?」

　一時期はこのＶＲ・ＦＰＳゲーム――『ストラグル・フィールド』には世界中から常時、十万人を超えるプレイヤーが参加していたのだが。確かに新作のゲームに客を奪われつつあったので、てこ入れ必ひつ須すなんて話も出ているけれども――

「……っていうか、どのゲームも同じなんだよな。ＦＰＳブーム終了？」

　右手で空間を軽く指さしてひねると、目の前に次々とウインドゥが展開される。

　このゲームだけじゃない。

『ザ・ジャグル』『クラック・ハウンド』『ストレイト・ジャケット』『パラミリタリ・カンパニー』『熾天使戦域』……等々。

　俺がやっていたＦＰＳゲームは、近未来戦争を描えがいたやつから、第二次世界大戦を題材にしたものまで、全ぜん滅めつ状態――ログイン人数を調べてみても、恐ろしく数が減っているのが分かった。

　ゲーム共通アカウントで『友達フレンド』登録された連中を探してみるが、確かにこの五日間ばかり、誰もログインしていない。元々『友達』登録した人数は十人に満たないが、いずれもが三度の飯よりＶＲゲームが好きという、重度のＶＲゲーム中毒者だ。三日も四日もログインしないなんて事が有り得るとは思えない。

「なんだよこれ。確かにここ最近、プレイヤー人口は減り気味だったけどさ」

「はい。運営もプレイヤー人口の減少については苦く慮りよしていた様です」

　とＡＩの癖くせにそんな風に答えてくるレイヴン。

「そんなに急にゲームがすたれる事ってあるのか？」

「どうでしょうか。私には判断しかねます」

「なんか運営会社がユーザーの地じ雷らい踏ふんだ？」

　それでごそっとプレイヤーが減ったとか？

　いや、それなら一いつ斉せいに他のゲームまでプレイヤーが減る理由にはならないし。

「いくら夜明け前とはいえ、この過か疎そりようは何なんだ？」

「私には判断しかねます」

　とこんな時だけは機械じみた返答を繰くり返かえすレイヴン。

「ふっ……まあいい、元々俺は一いつ匹ぴき狼おおかみ――群れるのは好みじゃない」

　などとロールプレイの一いつ環かんとして格好をつけてみるものの、見てくれる者がいるでなし、やっぱり相手が全部ＮＰＳというのは味気ない。レイヴンも静かに微笑んでいるだけで特に何も言ってこなかった。

　さて。どうしたものか。どこぞの映画俳優みたいに、ややオーバーアクションで肩かたを竦すくめて首を振り、空むなしさを噛み締しめていると――




　ぐぅぅぅうう……




　――と、分かり易くもはっきりと空腹を主張する自分の身体に、雰囲気をぶち壊こわしにされてしまった。まあ生理現象だし仕方ない。ノイズキャンセラーも自分の体内を伝わってくる音までは消してくれないし。

「ログアウトする」

「承うけたまわりました」

　そう言ってレイヴンは一礼する。

「どうか御ご武ぶ運うんを。ヒロアキさま」

「ああ、ありがとう――って」

　違い和わ感かんを覚えたその瞬しゆん間かん、作戦司令室の風景が暗転した。

「なんだ……？」

　最後のレイヴンの台詞……あれは一体、どういう事だろうか。

『御武運を』というのは作戦司令室から戦場に移行する時――プレイヤーをゲームフィールドに送り出す時にはお馴な染じみの台詞だ。しかしゲームからログアウトするのに御武運も何も在ったものではないだろう。

　しかも今……レイヴンは俺の本名を口にしなかったか？

　勿論、ゲームにプレイヤー登録する際、課金アイテムなんかの関係で本名や住所、電話番号も登録はしてるから――運営側に俺の本名も情報として保存されているのだろうが。それを、他にプレイヤーがいなかったとはいえ、ＮＰＣであるレイヴンが口にするってのは明らかに――




　ぐぅぅぅうう……




　改めて『そんな事はどうでもいいから！』と訴うつたえるかの様に俺の腹が鳴る。

　まあ大急ぎでどうにかしなきゃならない問題でもないだろう。次にログインした時にレイヴンに尋たずねてみればいい。

「腹減った……」

　そう呟きながら俺は被かぶっていたゴーグルを外した。

　途と端たん――俺の視界には忌々しい現実が映り込む。

　六畳じよう一間の俺の自室。中央に置かれたＶＲプラットフォーム以外は、安売りの家具とゴミで埋うめ尽くされた、見み窄すぼらしい部屋である。

「そういや、菓か子しまだ残ってた……か？」

　実銃のＦＮ・ＳＣＡＲ－Ｈを――形状は勿論、重量も含ふくめて、余すところなく再現した東京マ●イ製ガンコントローラーをベッドの上に置くと、俺は専せん用よう靴ぐつを脱ぬぎ、ＶＲプラットフォームから降りた。

　とりあえず勉強机の上に放ほうり出してあったポテトチップスの袋ふくろに手を突っ込んでみる。

　だが掴めたのは空気だけだった。

「あー……やっぱり寝ねた方が良かったかな……」

　徹てつ夜やでゲームというのも、やはり無理があったか。

　しかもプラットフォームを使ったこの種のＶＲゲームは、実際に身体を動かすし、ガンコントローラーも重いしで、それなりに体力を使うのだ。当然、普ふ通つうに腹も減る。

　とはいえ――

「そもそも、ここ何日かの飯が酷すぎるんだよな。食えたもんじゃない」

　だからこそ買い置きのお菓子を食べ尽くしてしまう訳で。

　実を言えば、まともな食事を俺はもう一週間近くしていない。

「特に昨日とか一昨日のは……」

　以前から俺に対する――引きこもりの長男に対する家族の風当たりは強かった。

　高校に通い始めて半年程で、まあ色々あって俺は不登校になった。

　だが家の中に籠こもりきりというのも結構暇ひまを持てあますものだ。だからこそ俺は以前からハマっていたＶＲゲーム『ストラグル・フィールド』で十二ヶ月連続トップランカー入りを目指す事にしたのだ。誰からも注目を浴びる有名プレイヤーともなれば、プロゲーマーとしての道も開けてくる。高校に通って、大学に入って、就職活動して、なんて手順を踏まなくとも職に就つけたりする訳だ。しかもフリーランスとなれば、通勤電車地じ獄ごくとか、会社での人付き合いがどうのとか、そういう面めん倒どう臭くさい事は全て関係なし。

　だが……俺のこのナイスな考え方は、家族にはまるで理解されなかった。

　最初は俺がいきなり不登校になったものだから、うちの家族も気を遣つかってくれていた様だが――俺が延々ゲームに勤いそしんでいるからだろう、次し第だいに彼かれ等らの俺に対する扱あつかいは、キツいものになっていった。

　でもってそれは、数日前からはもう、一線を越こえてしまったというか、キツいどころか虐いじめだの嫌いやがらせだののレベルに達していた。

　基本的に俺はトイレと、それから真夜中にこっそりシャワーを浴びる以外は部屋から出ない。うちはどちらも二階に在るので、一階にはもう一ヶ月以上降りていない。つまり一階のダイニングキッチンにも足を踏み入いれていない。

　なので、食事はいつも部屋の前に置かれているのだが――一昨日の昼から、部屋の前に置かれる飯が腐くさったものになっていたのだ。

　ちょっと傷いたんでる、なんてもんじゃない。

　はっきりと腐ふ敗はい臭しゆうが漂ってくるのだ。試ためしに触さわってみたら糸引くし。

　そのくせ、一応、皿や椀わんには普通に盛り付けされているという悪質さである。

　わざわざ冷蔵庫に入れずに放置したものを、運んできたのだろうか？

　それも俺の分だけ別に作り置きして、腐るまで待って？

　そう考えると家族の、嫌がらせに掛けるその情熱はちょっと恐ろしいものがあった。

　なので……俺も階下に怒ど鳴なり込むのは自重して、食事だけゴミ袋ぶくろに突っ込み、黙もく々もくとゲームに勤しんでいた訳だが。これはあれか……ひょっとして、兵ひよう糧ろう攻ぜめの一種か？

「大体、ちょっと高校休んだくらい何の問題があるってんだ？」

　長い人生の中のたった一年や二年……寄り道したり休んだりしたっていい筈だ。

　大体他の、リア充じゆうだの不良共だって、学校サボったり、通学はしても、授業中ずっと寝てるか携けい帯たいゲームで遊んでるか、さもなくば保健室だのトイレだの体育倉庫でエッチな事しまくってるだけだ。真ま面じ目めに勉強してる奴なんてほんの一ひと握にぎりである。

　それに比べたら、家でＦＰＳゲームに打ち込んでるなんて、ごく普通――むしろ犯罪だの何だのに手を染めてないだけ立派じゃないだろうか。前述の通り、有名ゲームでトップランカーになればプロゲーマーへの道も開ける可能性が在るし……万が一、日本が将来、戦場になった時の為の訓練をやってると思えば、これも立派な努力な訳で。

　以上、理論武装終了。

「大体、うちの連中は――」

　とはいえ、腹が減ったら人間は怒りっぽくなるもので。

　腹立ち紛まぎれに、俺は手近にあった空のペットボトルを掴むと、壁かべ掛かけに掛けられた――ずっと掛けられたままの、学生服に向かってそれを投げつけた。

　途端――学生服の埃ほこりが部屋に舞まい散ちり、俺は慌あわてて窓を開く。

「……げほっ！　くそっ、ムカつく！」

　本当……現実はバランスの悪い糞くそゲーだ。

　登校拒否になる前にも――『ゲームばっかりやってるとか気持ち悪い』だの『人を撃ち殺ころすゲームが楽しいとか、お前、どこかおかしいんじゃないの？』だのは同級生からも家族からもよく言われたが。

「これをお前等がスマホでやってるぴこぴこゲーと一いつ緒しよにすんじゃねえよ」

　俺はＶＲプラットフォームを振り返って言った。

　ヴァーチャルとはいえ、プレイヤーは実際に走って、構えて、撃つ。

　しかも東京マ●イの最新型ガンコンは、ちゃんと内部でカウンターウェイト動かして反動まで再現してるのだ。実際の戦場とやってる事は大差ない。あくまでそれらの結果が電子的に処理されるだけで。

「見ろ、この贅ぜい肉にくの無い見事な肉体ッ！　適度な筋力と柔じゆう軟なん性せい！」

　大体、フル装備のＳＣＡＲ－Ｈだけでも、五キロ以上あるのだ。それを振り回まわすだけでも大変だってのに、予備弾倉やら予備武装サイドアームのＨＫ・ＶＰ９自動拳銃やらを身体にぶら下げて動き回るのだから、ゲームといえど、それなりに体力が要いるのである。

「ＶＲゲーマーなめんなよ！　ピザとポテチが主食のデブニートと一緒にすんな！」

　と独り吠ほえる俺……いやまあここ数日は俺も買い置きのポテチが主食だったけども！

「とにかく、今日こそは絶対に文句いってやろう。飯の件もそうだが、俺に言いたい事があるなら、兵糧攻めなんかせずに、直接言えばいいんだよ！」

　時計を見れば朝の七時。そろそろ朝食の時間だ。

　うちの家族は両親も弟もかなり几き帳ちよう面めんな性格だ。実はロボットかＮＰＳなんじゃないかって位にぴったり正確に、同じ時間、朝食を採る。

　でもって母親も同じ時間、同じ場所に俺の分を運んでくる。

　まるで罠わなに掛けてくださいと言わんばかりである。

　今日はちょっとばかり怒鳴って驚おどろかせてやろう。さすがに、腐って糸引く様な飯を出だされたら、それ位はやってもいい筈だ。勿論、納なつ豆とうではない。念ねんの為。

　俺は報復を決意すると、扉とびらの前にたたずんで耳を澄すませる。

（よし。きたきた）

　階段を上がってくる足音が何回か。

　それから――廊ろう下かを一歩、また一歩、ゆっくりと近づいてくる足音。茶ちや碗わんや皿のカチャカチャと触ふれあう音も聞こえてきた。間ま違ちがいない。母親が朝食を運んできたのだ。

　よし、そのまま、そのまま……そのまま………………今だ!!

「おい！　ふざけんなよ！」

　怒いかりに任せて――扉を開く。

　よく考えれば直に母親と対面するのは一ヶ月ぶり位だったか。

　トップランカー目指し、あらゆる雑音を遮しや断だんして、俺はゲームに邁まい進しんしてきたからだ。

「なに腐った飯とか出し……て……？」

　だが久々に見る母親の姿は、俺の予想と少しばかり――いや、かなり違ちがっていた。

「……え、な、なに？　その格好？」

　思わず俺はそう問うていた。

　うちの母親、元々あんまり顔色は良くない方だったが……今は、青白いのを通とおり越してもう土気色だ。

　眼はうつろ、というか、明らかに濁にごっていて、しかも何か皮ひ膚ふ病びようにでも掛かっているのか、左の眼の周りがひどく爛ただれている。血とも膿うみともつかない何かが涙なみだの様に――左ひだり眼めからだけ垂れていて、それが服の襟えりやエプロンに大きく気持ち悪い色の染しみを作っていた。

　いや。それだけならまだいいが。

　よく見ればやはり血の気を失った首筋には大きな傷がついていた。皮ひ膚ふがめくれ、むき出しになった赤い皮下組織が、気味の悪いまだら模様を描き出している。

　これではまるで――まるで。

「えっと、今日って……ハロウィンだっけ？」

「ォォオ……」

　と問う俺に向けて、低いうなり声を上げて近づいてくる母親。

　両手は律りち儀ぎにも朝食を載せた盆ぼんを持ったまま。

「なんだよそれゾンビ？　ゾンビのマネ？　う、上手うまいな……！」

「ォォォオオオオオオ……」

　大きく口を開いて母親は吠える。

　いや。それは本当に声を出す為なのか？

「ゾンビの真似まねはもういいって！」

　後ずさりながらそう訴える俺。

　しかし母親は構わず朝食の盆を手に近づいてくる。怖こわい。なんだこれ。なんだこれ。見慣れたエプロン姿で、見慣れた食器と盆で、見慣れた俺の部屋で、なのに、違う。決定的に違う。母親はもう――

「いや、えっと、お、怒ってる？」

　いや。何言ってるんだ、俺は。

「ォォォオオオオオオ……」

「いや、その、分かった、分かったよ、明日から学校行くから！　行くから！」

「ォォォオオオオオオ……」

「ゲームか？　ゲームだろ？　分かったよ、ゲームは一日一時間、分かったからそれやめよう？　な!?　な!?」

　多分、もう、そういう問題じゃ無い。

　俺の示した譲じよう歩ほ案あんにも何の反応も示さず、母親の前進は止まらない。当然、俺は大して広くも無い部屋の奥おくへと追おい詰つめられていく。

「く、来んな！　あんまりふざけてると、これでぶん殴なぐるぞ!?」

　そう叫さけびながら、俺はガンコントローラーを構えて家庭内暴力を宣言するが――

（なんだ、俺、まだゲームの中にいんのか!?）

　これがゲームだったら、引き金を引いたら終わりだ。

　だが此処は現実で、日本国内に在る俺の家で、俺が構えているのは実じつ銃じゆうではなくてガンコンだ。重量や反動は本物かと思う位に再現されていても、その銃口から弾たまは出ない。

　俺は泣きそうになりながらも、ＳＣＡＲ－Ｈを振ふり上げる。精せい一いつ杯ぱいの威い嚇かくの積もりだったのだが、母親はやっぱり止まらなかった。というかその白く濁った眼めが俺の姿を捉とらえているかどうかも怪あやしかった。

「ちくしょぉぉお！　なんだってんだよっ！」

　警告したとはいえ、さすがに五キロ近い鈍どん器きで親をぶん殴る訳にもいかず、俺は闇やみ雲くもに、まるでハエを払うかの様な動きでＳＣＡＲ－Ｈを振り回して威嚇する。

　だがそこに――母親は躊躇無く踏ふみ込んできた。

　ごつん、という実に嫌な感じの手て応ごたえと共に、前のめりになる母親。手にしていた盆の朝食が、がちゃべちゃと音を立てて床ゆかに落ち、やはり腐っていた中身を床に散乱させる。

「あ、ごめ……………………えっ!?」

　母親は――倒たおれなかった。

　首を斜ななめに傾かたむけ、前ぜん傾けい姿勢のまま、しかし腕うでだけが別の生き物みたいに動いて、俺のガンコンを掴つかんできた。そればかりかそのまま、信じられない様な力で、俺からそれを奪うばい取とっていたのだ。

「痛……な、なんだよ、この馬ば鹿か力ぢから……!?」

　棍こん棒ぼう代わりに握にぎっていたのが幸いだった。

　迂闊に銃本来の持ち方をしていたら、引き金トリガー周りの用心鉄トリガーガードに人差し指を引っかけて折られていたかもしれない。それ位、もの凄すごい力で引っ張られたのだ。

「ォァア……！」

「…………っ!?」

　本当に怖い時は悲鳴も出ないのだと、俺はこのとき、初めて知った。

　ボロボロで、何本かの歯が抜けた――しかしそれ故ゆえに残った数本が鋸のこぎりの刃はの様にきざきざに見える顎あごを限界まで開き、母親だったものが近づいてくる。

（喰くわれる!?　本気で俺を喰おうとしてる!?）

　本能が思い切り、逃にげろ逃げろ速く、と金切り声で叫んでいるが――どこに!?

　唯ゆい一いつの出入り口は母親の向こう側だし、窓から逃げようと思っても、二階から飛び降りる度胸はさすがになかった。我わが家やは、泥どろ棒ぼう除よけに塀へいの上には先の尖とがった鉄てつ柵さくが在るので、目測を誤ったら串くし刺ざしにされてしまう。

（ああくそ！　これ、何かの悪い夢なんじゃないのか!?）

　それとも新作のゾンビ系ＦＰＳか何かか!?　俺おれ未まだゴーグル被ったままか!?

「ウォォアアァァァァッ！」

「こ、こっち来んなぁぁっ！」

　叫びながら、俺は身体にタクティカル・ポーチで装着したままだった予備弾だん倉そうや、補助武装サイドアームのＨＫ・ＶＰ９自動拳銃を投げつける。それらが無くなれば、本ほん棚だなの本や落ちているペットボトル、ゴミをも投げつける。もう俺に出来る事と言えばそれだけだった。

「くそぉっ！　来んな！　出て行け！　出て行けってぇっ！」

　投げたペットボトル――中身が残っていたものが在った様で、ばしゃりと飛び散った液体に床や家具が濡ぬれるのが見えた。早く拭ふかないと染みになるが、勿論、そんな事をしている余よ裕ゆうは俺には無くて。

（やばい、もう投げる物がない！）

　万ばん事じ休きゆうす！　だが、その時――！




　――ばぢっ!!




「うわぁっ!?」

　突とつ如じよ、視界の隅すみで激しく火花が飛び散った。

　同時に母親が、その場に立ち止まって痙けい攣れんを始める。

「え？　な、何が起こって――」

　よく見れば母親の足は、水と、それから埃を被ったテーブルタップを踏みつけていた。

　もしかして漏ろう電でん――母親は感電しているのか？

「ォォア、ァァア、アァ、ァア、アッァァアッ！」

　殴られても特に痛がらなかった母親が、がくがくと震ふるえながら断続的に吠える。

　これはあれか――苦痛を堪こらえているのではなくて、感電のせいで、勝手に筋肉が収縮をして身動き出来なくなっているのか。

　更さらに――次の瞬間。

「――！」

　ぼん、と音を立ててテーブルタップが火を噴ふいた。

　爆ばく発はつするかの様なその発火が、何かの均きん衡こうを崩くずしたのか――母親は、ここで初めてぐらりと身を傾けると、そのまま本棚へと倒れ込んだ。

　いや。それが本棚だったのは二年くらい前までの話。今は不要品やら何やらを文字通り一いつ旦たん棚たな上あげしておく為ための『台』になっており、旧型のガンコンやら何やらを入れた段ボール箱が幾いくつも――

「か、母さん!?」

　次々と本棚に積み上げていた段ボールが崩れ落おちて、頭上に降り注ぐ中……何か、硬かたいものが砕くだける変に生々しい音が、俺の耳に届いた。

「……母さん？」

　散乱した荷物と、そして最後のとどめとばかりに倒れてきた本棚の下した敷じきになり――辛かろうじて下半身だけが見えている母親に、俺は恐る恐る呼びかける。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　大丈夫……」

　そんな訳は無い。両足が小刻みに痙攣を繰り返している間にも、荷物の下から、鮮せん血けつと呼ぶにはあまりにどす黒い液体が流れ出して、床に拡ひろがっていくのが見えた。

「………………」

　死んだのか？

　いや。疑問に感じる様な事じゃない。頭を潰つぶされて生きている人間なんて存在しない。存在しないのは分かっている。しかし、そもそも――

「生きてた……のか？」

　あんな状態になってまで、医者にも行かずに腐った朝食を運んでくるとか……生きている人間の思考や行動ではない。オオオオ――とか吠えてたし、動いてもいたけれど、何というか『生きている人間』とは明らかに違うというか、生気というものを根ね刮こそぎ欠いた様な雰ふん囲い気きだった。

「なんだよこれ……俺、夢でも見てるのか？」

　俺はそう問うが、勿もち論ろん、本棚の下で潰れたままの母親が答えてくれる事は無かった。




　　　　●




「おい、誰だれか！　誰か来てくれ――」

　母親の死体を前に……どれ位、呆ぼう然ぜんとしていただろうか。

　我に返った俺は、助けを求めて階段を降りた。

　いや。茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態からは抜け出せたものの、俺はやはり混乱していたのだろう。

　よく考えれば、先の状況は母親の異様な姿を除けば『引きこもりの息子むすこが家族の嫌がらせに逆上して母親を撲ぼく殺さつした』様にしか見えない。下手に助けを呼んでも母親が生き返る訳もなし、俺おれが尊属殺しの犯人として警察にとっ捕つかまえられるだけで、何の益も無い……そんな判断すら、俺にはついていなかった。

　だから――あんな状態の母親が、腐った朝食を用意していた間、他の家族は何をしていたのか、異常に気づかなかったのか、という疑問も抱いだく事は無かった。間ま抜ぬけな話だが。

「と……父さ……ん……？」

　前述の通り、うちの家族は俺を除くと皆みな、やたらに几帳面だ。

　いつも出社前のこの時間、父親は靴くつ磨みがきをしている。毎日歩いてすり切れたボロ靴ぐつなのに、まだ使えるからってケチくさく磨みがいていたのが印象的だった。

　そして、今日もまた父親はあのボロ靴磨きに精を出している。

　その後ろ姿はいつもと変わらない――…………

「ォォ……アァァァ……」

　母親の出していたのとよく似た、低い声を上げている事を除けば。

「……嘘うそだろ」

　幸い、父親はこちらに気づいていない様だ。

　足音を殺して、玄げん関かんから隣となりのリビングに移動した俺は、そこで次に――テレビの前に座すわり込む弟の良よし朗あきを目もく撃げきする事になった。

「……お……おい？」

　ちょこんと姿勢正しく正座したまま、テレビを観みている弟は、俺の呼びかけに全く反応せず、振り向むく事もないまま――呑のん気きに肩を揺ゆらして笑っているようだった。

「なにテレビなんて観てんだよ、父さんと母さんが変なんだ、お前何か……」

　だが……俺はすぐに気づいた。

　テレビには何も映っていない。画面は真っ暗なまま――端っこに小さく『このチャンネルの電波を受信できません』とだけ表示が出ている。

「…………」

　俺は、やはり足音を殺して良朗に一歩近づく。

　すると――身体を揺らして笑っていると思っていた弟の手元に何か赤いものが幾つも散らばっているのが見えた。

　それが『食べ残し』であるのだと気づくのに俺は数秒掛かかった。

　弟の足あし下もとに転がっているのが、我が家の飼い犬の……柴しば犬いぬのマロンがしていた首輪だという事に気づくのには、更に数秒を要した。

「嘘だろ……おい……」

　とは言うものの、色々と腑ふに落ちている部分も在った。

　両親が共にああなっているってのに、中学生の弟だけ無事な筈はずが無い。

　俺はそのまま後ずさり、良朗からも距きよ離りをとって、台所の方へ入る。台所奥の勝手口から逃げるつもりだった。こんな家にはもう一秒も居たくなかった。逃げ出して何処どこに行くのか――あてはまるで無かったが。

「……うっ!?」

　台所に入った途端――俺は充じゆう満まんする悪あく臭しゆうに思わず顔をしかめた。

「なんだよ、この臭におい……!!」

　キッチンの至る所に血や肉にく片へんが飛び散り、開けっ放しの冷蔵庫からは、強きよう烈れつな腐敗臭が漂ただよっていた。一つや二つ、生ものが腐った程度でここまでにはならない。

　どうりで飯が腐っている訳だ。

　そもそも今この家に、腐っていない食材など無かったのだろう。

「…………」

　口元と鼻を押おさえながら周りを見み渡わたすと――置きっ放しの包丁が眼に入った。

　とりあえずは何も無いよりましだろうと、手に取ると、付着していた肉片がぼたぼたと床に落ちる。ステンレス製の筈なのにあちこち錆さびが浮ういていた。恐おそらく洗いもせずに何日も放置していたのだろう。

　三日か？　五日か？　我が家はいつからこうなっていた？

「吐はきそう……」

　と俺が呟いたその時……背後で物音が聞こえた。

「ォォォオオオゥ……！」

　気付かれた!?

　低い呻うめき声ごえに振り返ると――父親と弟が両手を前に突つき出しながら、こちらに向かってくるのが見えた。まさか、ようやく部屋に引きこもるのを止めて出てきた息子を、兄を、抱きしめてやろう――なんて可愛かわいい事を思っている訳でもないだろう。

「く、来るな！　これ以上来たら、刺さすぞ！」

　包丁の先を突きつけても、アイツらの前進は止まらない。母親の時と同じだ。怪我けがや苦痛を恐れていない、というより、そもそも俺の警告を理解していない感じだった。

　ただ――

「オオオゥ……オオゥ……」

「オオォ、ォォオ、オオゥ……」

　ごつんごつんと鈍にぶい音がする。

　二人は同時に台所に入ろうとして、互たがいの身体がつっかえてしまっているのだ。我先に、どころか、自分以外が見えていない様にも思える。まるで外に出ようとしてガラス戸に突とつ撃げきを繰り返す羽虫の様だった。

「は……ははっ…………！　何してんだお前ら！　馬ば鹿かじゃねえの!?」

　その間抜けな姿に、俺は思わず笑い声を上げる。

　笑うしかなかった。なんだよこれ。何が起こってるんだよ。誰か説明してくれよ!?　オゥオゥ言ってないでさ！

　俺は引きつりながらひとしきり笑って――そして。

「――ひあっ？」

　メリメリと音を立てながら二人が強ごう引いんに台所に踏み込んでくるのを見て、思わず悲鳴を上げていた。無む理り矢や理り身体を押し込んで、壁かべを壊し、骨を折り、肉を削そいで、それでも俺に近づいてくる。

　こいつら、やはりもう人間どころか生き物ですらない。自分の身体を壊しながらでも無理に狭せまい場所を通ろうとするとか――こんな事をする生き物は居ない。俺は知らない。

「くそっ……こんな馬鹿な事……」

　ある日、ゲームを止めて部屋の外に出てみたら、家族がゾンビ化してました。

　そんな馬鹿な話、誰が信じてくれる!?

「ちくしょぉ……！」

　まだ仲良く押しくらまんじゅう状態で戸口につっかえている二人を、最後に一いち瞥べつ。

　それから俺は――勝手口を開くと、そこから我が家を脱出した。
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　もう、この期ごに及およんで誤ご認にん逮たい捕ほとか恐れてる場合じゃない。

　俺は記き憶おくを頼たよりに、家から最も近い交番へと走った。走れば三分程度の場所に在った筈だ。下手に一一〇番するよりも、余よ程ほど、手っ取り早い。

　だが――

「…………？」

　これもまた久々に見る……御ご近きん所じよの平へい凡ぼんな風景。

　その中を走りながら、ある種の疑念が俺の頭の中をよぎった。

　誰も居ない。人っ子一人見かけない。朝だという事を考こう慮りよしても――いや、朝の通勤や通学の時間だからこそ、通りに誰も居ないというのは不自然なのだが。

　それはつまり――

「いや、まさか、そんな」

　俺は自分にそう言い聞かせて走る。

　あんな馬鹿な事が、あちこちで起こっていてたまるか。

　程なくして――通りの端はしに設置された派出所が見えてきた。

「おい！　誰か！　誰か居ないのか!?」

　駆かけ込みながら俺はそう叫ぶのだが、応答が――無い。

　巡じゆん回かいにでも出ているのか、それとも元々無人なのか。こんなので交番の役目が果たせるのか甚はなはだ疑問だ。最近は夜中に不ふ審しん者しやと出会ったら、先まずコンビニに駆け込むのが正しい自衛手段らしいが。

　多少、躊ちゆう躇ちよしつつも、俺は交番の中へと入る。

「と、とにかく、ここなら安全――」

　自分にそう言い聞かせながら、そっと扉を閉じて鍵かぎを掛ける。

　その時――奥の方からごとり、と何かが落ちる音が聞こえた。

「もしかして、仮か眠みんでも取ってたのか？」

　確か交番には、警官が交代で眠ねむる為の部屋が奥に在ると聞いた覚えがある。

　本来は一いつ般ぱん人じんが入って良い場所じゃないんだろうけれど、俺はカウンターを回り込んで奥へと足を踏み入れた。怒おこられたっていい。とにかく一刻も早く安心が欲ほしかった。

　だが――

「……っ！」

　奥の扉を開くと、あの強烈な腐敗臭が俺を出で迎むかえた。

　この時点で、すかさず俺は回れ右して逃げるべきだったのだろう。だがさすがに立て続けだと驚きにも慣れるのか、それとも俺の頭のねじが何本か飛んでしまったのか――あろう事か、俺は中の状じよう況きようを確かく認にんしようと、更に踏み込んでしまった。

「…………」

　制服に身を包つつんだ警察官は、俺の目の前で座り込み、何かを咀そ嚼しやくしていた。

　くっちゃ。くっちゃ。くっちゃ。くっちゃ。

　下品で動物的な音を立てて、お食事中のクチャラー警官。

　そしてその脇わきには……かつて俺も通っていた高校の制服を着た女の子の死体が、転がっていた。そう。死体だ。間違いなく。腹の部分に大きく穴が空いている。まるで木の虚うろの様にぽっかりと。既すでに血が流れ出る様子も無いから、心臓が止まっているのだろう。

　腹の穴に収まるべき少女の内臓は今、警官の手に――そして恐らくは腹の中に在った。

（……一歩間違えば……俺がこうなっていた……？）

　よく見れば女子高生の向こう側にも更に二つばかり死体が転がっている。どれもこれも首やら腹やら致ち命めい的てきな部分を食いちぎられていて、既に血も乾かわき掛けている…………しかし、それらが、かくかくと顎を動かすのが見えた。

「こ……こいつら」

　死んでない。こいつら全員、死んでない！

　いや、死んでる、確かに死んでる、死んでいないとおかしい、けど死んでないみたいに動いてて――ああくそややこしいなッ!?

　恐らく彼等は、俺と同じ様に、お巡まわりさんに助けを求めた積もりが、迂う闊かつにも相手の巣に、というか相手の食しよく卓たくの上に飛び乗ってしまったわけだ。

　なんだこの状況!?

　ひょっとしてこのまま、俺も目の前の女子高生みたいに、ゾンビの餌えさになるのか？　それとも適当にあちこち食い散らかされた後は、やっぱりゾンビになって徘はい徊かいするのか？

（に……逃げないと……）

　俺は動く死体達たちを刺し激げきしないよう、足音を殺してゆっくりと後ずさる。

　注意すべきはとりあえず五体満足っぽい警官のゾンビだけだ。後はあちこち囓かじられているからか、それとも『なりたて』だからか、痙攣めいた動きを示すばかりで、そもそも立って動くのも未いまだ難しい様だった。

　気づくなよ。気づいてくれるな。良い子だからそのまま食事を続けてろ。

　俺はそう祈いのる様に胸の内で呟つぶやきながら、更に後ずさって――




　――～～～～～～ッ♪




「うあっ!?」

　しまった。変な声出た。

　俺のポケットに放り込んであったスマートフォンが、『ストラグル・フィールド』のオープニング・テーマを頼たのみもしないのに流し始めたのだ。

（アラーム……！）

　オンラインゲームで――ネットワーク上で人と待ち合わせをする事もあるので、俺は幾つか毎日、時報の様な形でアラームを設定している。それが鳴ってしまったのだ。

　慌てて止めようとしても、もう手て遅おくれだ。

「…………ォオオ」

　警官だったモノが、ゆっくりとこっちを振り返かえる。

（最悪だ……！）

　慌てて後ずさろうとして、しかし俺はその場に放置されていたパイプ椅い子すに足を引っかけて、転んでしまった。最悪の更に上だ。すぐさま立ち上がろうとしたが、腰こしが抜ぬけているのか、どうにも力が入らない。

　やばい！　やばいやばいやばい！

「く、来るな！　来るなって!!」

　赤黒く血に濡れた口を大きく開き、警官が俺に迫せまってくる。警官そのものの腐敗臭混じりの息が、俺の顔に触れてきて……

「ォオオォォォオオ……」

　ここまでなのか？　俺、こんなところで死ぬのか!?

　こんな所で――終了ゲームオーバーなのか!?　嫌だ…………！

「ォオオオオ………………………………………………………………………オゴッ」

　次の瞬しゆん間かん――警官の呻き声が止まった。

「――え？」

　恐きよう怖ふのあまり瞑つぶっていた目を恐る恐る開いてみると、警官の頭からスコップが生えているのが見えた。

　いや。生えているというか何というか。これは突き刺さっているのか？

「…………」

　正直言って――数秒間、俺は何が起こったのか理解出来なかった。

　警官。頭。スコップ。いやもう見た限り本当にその通りなんだけど。

　スコップの平たい、土をすくう部分――ブレードと呼ばれるそれは、左のこめかみ辺りから入って、まるで本物の刀身ブレードの様に、警官の頭部を、顔面を、半ばまで二つに割り開いていた。

「なっ……ぇぇえ!?」

　ずぶずぶと、どす黒い血を飛ばしながら、生えたスコップが引っ込んでいく。

　スコップを警官の頭にぶっ刺した何者かが、凶きよう器きを引ひき抜いているのだろう。さすがに頭部をぱっくり割られてまで活動は出来ないのか、警官ゾンビはそのまま横に倒れた。

　その背後に立っていた人物の姿が露あらわになる――

「女の子……？」

　そう。女の子だった。

　多分――年ねん齢れいは十代後半、俺と同じ位だろう。

　確かボブカットというんだっけ？　ぼさぼさの髪かみを女の子にしてはちょっと短めに切っているせいか、ボーイッシュな感じが少しする。ただしあんまり活発な感じがしないのは赤いセルフレームの眼鏡を掛けているからか。

　ピンク色の髪留めをしているのはまあ、女の子らしい――のだが、よく見るとこれ、何の意匠デザインだ？　最初はデフォルメされた豚か何かかと思ったが、よく見たら片目は髑髏みたいに真っ黒だし、黒い涙流してるし、なんか脳みそっぽいものまで見えてる感じだが……これ、ひょっとしてゾンビが元ネタなのか？　趣味悪っ!?

　目鼻立ちは綺き麗れいに整っていて、顎は細く、眼鏡の奥の瞳ひとみも円つぶら……間違いなくそれは可か憐れんな女の子の顔だった。有あり体ていに言えば、結構な美少女がそこに立っていた。

「…………」

　しかしその可愛らしい外見とは裏腹に、少女はてきぱきと動いて一度引き抜いたスコップを肩かたに載のせる様にして構え――横方向にフルスイング。

　ぞむ。そんな音を立てて警官の頭が胴どう体たいから切きり離はなされたのは、次の瞬間だった。

「…………ッ！」

　割られた所から脳みそがはみ出ている警官の首が、壁にぶつかって跳はね返り、俺の足下に転がってくる。多少は慣れたと思っていた俺だが、度を超こしたスプラッターシーンにもう、悲鳴も出なかった。

「…………」

　対して少女は……可愛い顔は無表情のまま、くるりと振り返ると、警官の『食べ残し』達に向けて機械的にスコップを振り下おろしていく。ぞん、ぞん、ぞん、とリズミカルな位に軽快に、皮と肉と骨を一緒くたに破は壊かいする斬ざん首しゆの音が響ひびいて、血ち飛沫しぶきが飛び散った。

「す、すげぇ……!!」

　鳴り続ける『ストラグル・フィールド』の音楽も合わさって――まさにスプラッター映画のＰＶを観てるような気分だ。

　やがてゾンビの首を全すべて身体から切り離し、頭部も潰すと、少女はくるりと踵きびすを返して俺の方を向く。

　そのまま彼かの女じよは手にしたスコップを振り上あげて――

　ちょ……待っ……やばい、俺まで首チョンパする気だコイツ!?

「ま、まてまてまてまてぇぇぇぇ――ッッ!!」

「…………」

　俺の情けない叫び声に――彼女の手が止まった。

　俺の前まえ髪がみにスコップのブレードが触れている。やばい……こいつ迷い無さ過ぎだ。手て際ぎわが良すぎる。プロか？　いや、何のプロかと問われたら俺にも答えられないが。

　俺が少し混乱気味にそんな事を考えていると。

「……新タイプ？」

　少女が首を傾かしげて、ぼそりとそんな事を呟いた。

「は……？」

　新タイプ？　なんだそれ？

「喋しやべるゾンビも過去に例が無い訳じゃない……けど……」

　と少女は一いつ旦たん、スコップを下ろすと、左の掌てのひらを自分の口元に当ててぶつぶつと何やら呟いている。無表情のまま。怖い。かなり怖い。下手をするとゾンビより。

　何なんだこの子は？

「…………やっぱり、ここは念の為に頭を潰して」

「いやゾンビじゃねえし！　生きてるし！　やめろ！」

　再びスコップを振り上げた少女を見て俺は叫んだ。

「…………」

　少女はやっぱり無表情で。

　しばらくその眼鏡の奥の、円らな瞳を何度も瞬まばたきさせて俺を見つめていたが――

「そうなの？」

　と静かな声で言った。
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　……ちょっと残念そうに聞こえたのは俺の気のせいか？

「良かったね。大丈夫？」

　とってつけたように少女はそう言ってくる。

　やっぱり無表情のままなので、心がこもっていないというか、妙みように白々しい。

「何が『大丈夫？』だよ!?　今、一いつ緒しよに殺そうとしただろ!?　というかスコップの先せん端たんは俺にロックオンしたままじゃねえか!?」

　しかも未だ信用されてないらしい。

　少女はやっぱり少し残念そうに俺とスコップを見ていたが、仕方なく渋しぶ々しぶ、といった感じで、ようやくその凶器を下ろしてくれた。

「もう生き残ってる人なんているとは思わなくて」

　と言い訳するかの様に少女は言った。

　は……？　生き残ってる人なんているとは思わなくて？　それってつまり……

「……その音楽。うるさい」

　と少女はポケットを指さしてそう文句を付けてくる。

「え、あ、う、うん……そうだな」

　スマートフォンを取り出すと――俺は、また鳴り出す危険を考えて電源を切る事にした。アラームはともかく、誰かから電話やメールが着信したらやっぱり派手に音楽が鳴ってしまう。しかもこちらはいつ鳴るかも分からない。

「ちょっと、これ持ってて」

　いきなり肉片と血ち糊のりでドロドロになったスコップを差し出だされ、俺はそれを反射的に受け取ってしまった。見た目よりも重い感じだが、このお陰かげで女の子でも人間の――ゾンビの頭ず蓋がい骨こつをかち割れたのか。

　それはともかく――何だ？　次は何をするつもりなんだ？

　注意深く見守っている俺の前で、彼女は倒れた警官の腰から、拳けん銃じゆうを抜き取った。

「ちょ、ちょっと待てよ。それはやばいって」

「なんで？」

「なんでって、ここは日本だろが？　一般人が拳銃なんて持ったら捕まる――」

「誰に？」

「えっ、誰にって、そりゃ警察に……」

　足下に転がる警官を見て、俺は今いま更さらながら状況の深刻さを理解した気がした。

「これ。弾残ってる？」

　そう言って、いきなり、何の躊躇も無く銃じゆう口こうをのぞき込む彼女に――俺は思わずスコップを放ほうり出して銃を奪い取っていた。

「馬鹿！　やめろって！　死ぬ気か!?」

「横取りしないで」

「横取りもクソもあるか！　銃口をのぞき込むとか自殺行こう為いだろ！」

「引き金を引かない限り弾は出ない」

「いやだから暴発ってのは……ああくそ、面めん倒どうな……いいか、こいつの残ざん弾だん確かく認にんは――」

　そう言いながら、俺は奪い取った銃を確認する。

（こいつは確か……）

　Ｓ＆Ｗ社のＭ３６０Ｊだ。愛あい称しようは〈サクラ〉だったか。

　アメリカのＭ36〈チーフスペシャル〉を基もとに仕様変へん更こうを加え、日本の警察用にランヤードリンク……要するに紐ひもを付ける為の金具を銃把底部に取り付けた代しろ物ものである。

　２インチの短い銃じゆう身しん。五連発の回転弾倉式リボルヴア。典型的な『お巡りさんの拳銃』だ。

　以前、やっていた警察系のＦＰＳで、〈チーフスペシャル〉を扱あつかった事があるので、操作は分かる。リボルヴァってのは会社が同じなら操作から分解方法まで大たい抵ていは同じだ。

「いいか？　まず、ここのラッチを押すんだ、前に――銃口の方に向けて」

　まあ、偉えらそうに言っても実際に本物を扱うのは俺も初めてなんだが。

　横の留め具を前に押し込みながら、手首のスナップを利きかせて軽く振ってやると、回転弾倉が転がり出てきた。

「ああ、そうなんだ……」

　興味深そうに俺の手元を見ながら言う少女。

　どうやらゾンビ対策には通じていても銃には詳くわしくないらしい。

「で、弾は残ってる？」

「え……ああ、そうだな五発入ってる」

　回転弾倉の中には、五発分、全弾が装そう填てんされている。薬やつ莢きようのお尻しりの雷らい管かん部分を見ても、打状痕が無い事から、これらは未だ撃うたれていないと分かる。恐らくあの警官は撃つ間も無くゾンビに襲おそわれたのだろう。

「そう」

　その言葉を聞いて、彼女は躊躇なく俺の手から〈サクラ〉を取り返した。

　何なんだこいつは……？　色々な意味で俺が戦せん慄りつしていると――

「――靴」

　俺の足下を指さして少女はそう言った。

「え……？」

「靴、履はいたら？　それとも、裸足はだしが好き？」

「え、靴？」

　彼女に指し摘てきされて、俺は初めて自分が裸足だったことに気づいた。

（裸足なのも忘れるくらい、動どう揺ようしてたんだな俺……）

　ある日突とつ然ぜん、家族が皆、ゾンビになりました。飼い犬は弟に喰われました。自分も先ず母親に、次に父親と弟に噛かみ噛みされそうになりました。

　…………まあ動揺して当然か。

　正直、俺は家族と折り合いは良くなかったし、色々麻ま痺ひしているのか、あんまり悲しいとか辛つらいとかは、感じてはいないのだが――

「大丈夫、盗とっても誰も怒らない」

　さも当然のように、彼女は部屋のロッカーを漁あさり始める。

　本当に色々躊躇しないな、こいつ！　前世はファンタジーＲＰＧの勇者か何かか？　他人の家に入ったら先ずタンス漁って薬草探すのがデフォなのか？

「使える物を使うのが、サバイバルの基本」

「まあそうだろうけど……それじゃあ……ちょっと気が引けるが」

　このまま裸足でいる訳にもいかない。

　彼女に倣ならって俺も、ロッカーを漁ってみる。ロッカーは俺に譲ゆずる積もりなのか、続けて机の中の引き出しを漁りつつ、彼女は淡たん々たんとした口調で言って寄よ越こす。

「使えそうな物は全部回収。弾たまとか食べ物とか」

「弾はこういうロッカーや机の引き出しにはないだろ、ゲームじゃあるまいし」

「そうなの？」

「マジで言ってるのか？」

　色々常識がなさ過ぎだろう。

　警官が鍵も掛からない場所に銃じゆうや弾を入れておく筈が無い。

「でも映画じゃよく、机の引き出しとか車のダッシュボードとかに」

「そりゃアメリカの映画だからだろが」

　そんなやりとりをしている内に――幸いにも、ロッカーからサイズに合うブーツが見つかったので、俺はこれを拝借させてもらう事にした。

「……なあ、あんた」

　俺はブーツの紐を結びながら言った。

「……何？」

「名前、教えてくれ。俺は出庭博明っていうんだ。あんたは？」

「乙羽……樹堂乙羽。乙羽でいいよ」

　と警官の腰から抜き取とった警棒を手に、重さを量りながら言う少女。

（本当に何なんだこいつは？）

　これが俺と――そして頼もしくも奇き妙みような『ゾンビのプロ』樹堂乙羽との、初めての出会いだった。







第二章　全てがＺになる







　正直言って――俺は途と方ほうに暮れていた。

　だから派出所を出て後、行く当ても無い俺は、乙羽に同行させてもらう事にしたのだ。

「家に戻もどらなくていいの？」

「その家から逃にげてきたんだよ、俺は」

　少なくとも、この状況に一人で居たくはなかったし、何よりも彼女の戦せん闘とう能力……というかゾンビへの対処能力は非常に心強いからだ。

　彼女は特に悩なやむ様子も無く、あっさりと俺の頼みを受け入れてくれた。

「生き残りが出会って、一緒に行動するのも定番」

　などと呟いて無表情に頷うなずく乙羽。

「定番？　何の？」

「ゾンビ映画」

「……そうですか」

　どうやらこの少女はゾンビものの映画が好きらしい。やたらゾンビに詳しいというか、慣れている感じがするのもそのせいか。創作物の怪かい物ぶつと現実のそれを混同するのは危険な気もしたが――

（でもこの現実が、まんま映画なんだよな……）

　乙羽によれば――世界はもう滅めつ亡ぼう済み、なのだそうだ。

　それもこの半月程の間に、それこそまるでゾンビ映画を倍速再生するかの様な勢いで。

　日本に関していえば、爆ばく発はつ的てきなゾンビ惨さん禍かに見み舞まわれ、非常事態宣言後、たった一週間で壊かい滅めつ状態に陥おちいってしまったのだとか。そもそも何処どこからゾンビが発生したのかも特定出来ず、更さらには同時多発的なゾンビの発生に、対処しきれなかったらしい。

　事態の把は握あくに手間取った政府以下、各種公的機関は、鼠ねずみ算ざん的に増えたゾンビに有効な手が打てないまま、わずか三日で沈ちん黙もく。

　四日目には既に生きた人間よりもゾンビを見る事の方が多くなり、死してなお歩く亡者ウオーカー達は、その数に任せて、更に仲間を増やし続けていったという。

「外国はどうなんだ？」

「……ＣＤＣで騒さわぎが起きてるのをテレビで見た」

「ＣＤＣ？　なんか聞いた事あるような――」

「センターズ・フォー・ディシーズコントロール・アンド・プリベンション（Centers for Disease Control and Prevention）……アメリカの疾しつ病ぺい管理予防センター」

「…………」

「多分、アメリカも一緒。ヨーロッパも」

「……マジか」

　外部からの情報をほぼ遮しや断だんしてゲームに勤いそしんでいた俺は、そうした世間の騒そう動どうを全く知らなかった。

　道理でこの一週間、殆ほとんど誰だれもゲームに参加してこない筈だ。

　それどころではなかったのだろう。

　だがそれでも――人間が全ぜん滅めつした後も、ネットワークサーバーは動き続けていたのだ。

　最近は太陽光発電パネルが普ふ及きゆうしている事に加え、電力のスマートグリッド化によって、あちこちの送電網もうで電力を融ゆう通ずうする自動システムが発達していると聞くし、結果としてゲームが普ふ通つうにログインできたお陰で、俺は全く世間の激変に気づかなかった。

（……一週間ばかり引きこもってたら、世界が壊滅してました、ってか）

　急展開過ぎるだろうとも思ったが……確かキリスト教の神様は世界を一週間で作ったともいうし、だとすると壊こわすのも一週間で充じゆう分ぶん、という事なのかもしれない。

　何にせよ――俺おれは今から自分がどうすべきか、まるで分からなかった。

　家族は全員ゾンビだし、学校にも安否の気になる同級生や教師が特に思いつかない。引きこもりの廃はい人じんゲーマーだった俺にとって『世間』とは中学生の頃ころまでの世界と、その後はネット上の仮想空間だけだ。

　強しいて言えば……フレンド登録した『戦友』達の安否は気になるが、彼かれ等らがリアルでは何処の誰なのか、二人程の例外を除いて俺は知らない――彼等が俺のコールサインである『ハウンド９』以外には殆ど俺の事を知らないのと同じく。知る必要も無かったし、今となっては知る手段も無い。

　何にしても、俺は死にたくないし、ゾンビにもなりたくない。

　だけど今の俺が一人で生き残るには、あまりにも情報が足りない。

　だからこそ……この何日間か、ゾンビが闊かつ歩ぽする世界を難なく生き抜いてきた乙羽に同行して、情報を獲かく得とくし、生き残る術を学ぶのは、賢けん明めいな判断であると思った。

「それにしても、地下にこんな大きな下水道があったなんてな……」

　今現在、俺おれ達たちが歩いているのは、住宅地の地下に設けられた下水道だった。

　ここは付近の住宅の下水が流れ込む、いわば『本流』にあたるらしく、下水道それ自体にかなりの直径がある。多分、点検用のものなのだろう――下水が流れる脇にある『岸』を俺達が立って歩いても、頭上には未だ何十センチかの余よ裕ゆうが在った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　数歩前を歩く乙羽が、ふと思い出したかの様に振ふり返ってそう尋たずねてきた。彼女は右手にスコップ、左手に小型の懐中電灯マグライトを持って、俺を先導してくれている。

「実はちょっと辛い……うぷっ」

　下水道というだけあって中は涙なみだが出そうな位に強烈な悪臭に満ちている。食べ物の放つ腐ふ敗はい臭しゆうとはまた違ちがう――身体に染しみ込んでくるかの様な、カビ臭くささと入り交じった悪臭だ。なので俺は間断なく襲いかかってくる吐き気けと戦わねばならなかった。本当を言うと、ちょっと、どころの話ではない。

「……吐く？」

「いや、大丈夫……」

　俺は言って乙羽を押しとどめる様に片手をあげた。

　彼女はよくこんな悪臭の中でも平然としていられるものだ。鼻が詰つまってたりするのだろうか。とにかく女の子が平気な顔をしているのに、俺がげえげえ吐くなんてみっともない真似まねをする訳にもいかない。

「吐くのはいいけど、荷物は汚よごさないように」

「そっちの方が、優先度高いんだな」

　げっそりしながら俺は苦く笑しようした。

　俺の肩には、交番から奪うばってきた戦利品を詰めた鞄かばんが提さげられていた。とにかく入るだけ無理矢理入れたおかげで、重たくて仕方ない。

　……もしかして、俺の同行を乙羽が許したのって、荷物運びとして利用出来るからか？

「なに？」

　振り返る乙羽の手には、相変わらずスコップが握にぎられていて、俺は思わず唾つばを飲んだ。

「な、なんでもない……です」

「そう？」

　首を傾げてそう言うと、再び歩き出す乙羽。

　荷物運びが終わったら、用済みで消される、なんてこと……ないよな？

　ないと思いたいが――この子が何を考えているのか、今ひとつ未だ分からない。出会ったばっかりという事もあるが、基本的に無表情なので、怒っているのか喜んでいるのか悲しんでいるのかも、傍はた目めには判別がつかないのだ。

「ところでさ……」

　とりあえず俺は荷物云うん々ぬんから話題を逸そらす事にした。

「なんで下水道を通るんだ？　臭くさいし、暗いし、こんなところでアイツらに遭そう遇ぐうしたらやばくないか？」

　実際、ここでアイツらに前後から挟はさみ撃ちにされでもしたら、洒落しやれにならない。

「大丈夫。地上よりここの方が遭遇率は低いし、悪あく臭しゆうが私達の匂においを消してくれる」

「なるほど……」

　まあゾンビってのは基本的に人間がなるものだ。だから元々普通の人間が滅めつ多たに入り込まないこんな場所では、ゾンビも殆ど居ないという事になる。

　また、ゾンビが何を手がかりに人間を襲ってくるのか分からないが……下水道の悪臭は生きた人間の匂いを紛まぎらわせ、分厚い壁や天てん井じようは足音や呼吸の音を遮断する。元から下水道に居るのでもない限り、ゾンビがわざわざ入ってくる事は無いだろう。確かにゾンビから隠かくれて移動するには最適かもしれなかった。

「ええと。念ねんの為ために聞くけど、道に迷ってるなんて事無いよな？」

「大丈夫。前から下水道はちょくちょく入って調べていた」

「……前からって」

　何でまた？　まさか下水道散策が趣しゆ味みなのか？　というか一般人が許可無く入って良い場所なのか此処ここ!?

「ゾンビが街に溢あふれた時を想定して」

「…………おいおい」

　まあＦＰＳをやりながら『万が一に日本が戦場になった時の訓練』なんて嘯うそぶいていた俺が乙羽を馬ば鹿かに出来る筈はずも無いのだが。しかしゲームをやるのはともかく、ゾンビ惨禍を想定して実際に下水道に潜もぐる女子高生とか、どう考えても変だろう。

　まあ、アメリカじゃ『対ゾンビ用』を謳うたった実銃が売られていたりもするらしいが。アメリカ人のゾンビ好きは既に宗教レベルだって話を聞いた事がある。

　そんな事を俺が考えていると――

「着いた」

　立ち止まって乙羽が言う。

「やっとこの悪臭から解放されるんだな……」

　淡々と錆さびの浮ういた梯子はしごを登っていく乙羽に続いて、俺も上へと上がっていく。

　いくら安全でも下水道はもう懲こり懲ごりだった。ゾンビが居るかもしれないが、少しでも地上の開けた場所で深呼吸がしたい。

　だが――

「――ここは」

　梯子を登り切って俺達が辿たどり着ついたのは、壁かべ一面に段ボールが積み上げられている、殺風景な屋内だった。てっきり道路の真ん中にでも出ると思っていた俺は、ここが何処どこなのか分からずに混乱する。

「おい、乙羽――」

「ついてきて」

　マンホールの蓋ふたを閉じると、彼女はそのまま歩き出し――出入り口らしき場所に設けられたスイングドアを押おし開ひらいた。

　途と端たん――俺の目の前に広がるのは、がらんとした駐ちゆう車しや場じようの風景だった。

　広いアスファルトに、車に停車位置を示す為の白線が延々と引かれ、細長いマス目が何十も並んでいる。ただし車は一台も止まっていない。

「これは……」

「……こっち」

　そう言って乙羽は、すぐ近くに在る別の建物に向かった。

　なんだか見覚えが在る。二階建てのやたらに大きなその建物は、側面に『ホームセンター』そして『ミスターワトソン』と記されていた。

「…………！」

　俺は反射的に背後を振り返る。

　先さき程ほど俺おれ達たちが出てきた建物は、恐おそらく在庫を詰め込んでおく倉庫なのだろう。入り口近くに積まれた段ボール箱をよく見れば、『トイレットペーパー』や『ドッグフード』『衣装ケース』『カラーボックス』等々の文字が印刷されているのが分かった。

　中学生の頃に何度か来た事がある。ここは近所のホームセンターだ。

「嘘うそだろ？　本当にここが安全な場所なのか!?」

　てっきり警察署とか自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちでも目指しているのかと思ったら……

「ゾンビが発生したら、ホームセンターに立てこもるのは基本」

　振り返って無表情に乙羽がそう言ってくる。

「いや、いやいやいや！　基本とかそういう問題じゃな……もがっ!?」

「――大声は厳禁」

　そう言いながら乙羽は右手で俺の後頭部を押さえ、左手で口を押さえた。

（ちょっ……!?）

　白く細くそして何よりも柔やわらかい女の子の手が俺の唇くちびるに触ふれている。やばい。女の子の肌はだに触さわったのなんて何年ぶりだろうか。相手は何を考えているか今一つ分からない変な奴やつだというのに、俺は胸が高鳴るのを感じていた。

　しかも――

「……息止めて」

　そんな無む茶ちやを言って、乙羽は身体全体で俺を建物の外がい壁へきへと押しつける。そしてそのまま彼女は俺にぴったりと身体をくっつけて寄より添そってきた。

　いや……ええと……これってひょっとして壁ドンか？　壁ドンなのか？

「…………」

　本当にやばい。心臓の鼓こ動どうがやたら激しく感じる。

　変な女の子なのは確かなのだけれど、無表情で無愛想なのだけれど、それでもよく見れば目鼻立ちは整っている――というかぶっちゃけ元が良いというか、可愛かわいいのだ、この樹堂乙羽という少女は。

「……大丈夫みたい」

　しばらくして乙羽は俺から手を離してそう言った。

「黙だまって荷物運んで」

　そう俺に命じると、乙羽は足音を殺して静かに歩き出す。

　どうやら、さっきの壁ドンまがいは、ゾンビを警けい戒かいしての事だった様だが。

（なんだ？　ここに来たら、安全じゃなかったのか？）

　乙羽が俺を黙らせたのは恐らくゾンビに声を聞かれないようにという用心からだろう。

　という事は近くにゾンビがいる可能性がある――という事だ。

（本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか？）

　一いち抹まつの不安を抱かかえながらも、俺は一度周囲を見み渡わたしてから、彼女の後に続いていく。

　乙羽は――店てん舗ぽの横に回り込むと、壁に沿って作られている非常階段を上り始めた。

「なんでこんな――」

「地上の出入り口は全部封ふう鎖さしたから。出入りは屋上経由」

　と事も無げに乙羽が言う。更に――

「そこ、気をつけて」

　と乙羽に言われて、俺は気づいた。

　非常階段が、途と中ちゆうで二段ばかり途と切ぎれている。何か金具で強ごう引いんに破壊したのか、踏ふみ板いたが無いのだ。何も考えずに――階段を見ずに階段を登っていけば、ここですとんと下に落ちる事になる。

「これって……」

　恐らくはゾンビ対策か。死者は足あし下もとを確かく認にんして階段を登るなんて真似は出来まい。

　俺は先に荷物を乙羽に渡わたして、足を伸のばし、非常階段に設けられた『落とし穴』を超える。そこで再び乙羽から荷物を渡されて、更に上へと登っていった。

　すぐに俺達はホームセンターの屋上に出た。

「延々地面の下を歩いたと思ったら、次は屋根の上か……」

　客が登る事は想定されていないのだろう。縁ふちは勿もち論ろん、ぐるりと落下防止の鉄てつ柵さくが設けられているものの、他にはペントハウスが一つ、それに大量の太陽光発電パネルが並べられているだけだ。案内用の表示板も無い。

「…………あれは」

　俺は鉄柵に歩み寄った。

　周囲にはあまり背の高い建物は無いので、辺り一帯をよく見渡す事が出来る。

　街のあちこちで……煙けむりが立ち上っているのは、あれは、火事か。だが消防車が出動している様子は無いし、昼日中だというのに街全体が静まりかえっていて、ひどく不気味だ。車の走る音すらしない。

　そして――俺は見た。

「――っ！」

　ホームセンターの敷しき地ちをぐるりと取り巻く、フェンス。

　その外側をのろのろと歩く、何十人、いや、何百人という死者の姿を。

　毎度毎度、倒たおれるのをぎりぎり半歩手前で堪こらえるような、奇妙な歩き方と、土気色の肌を見れば、遠目にも連中が一人残らず死んでいる事は分かった。

　歩く死者は道路にも、公園にも、居た。

　どっちの方向を見ても少し目をこらせば奴やつ等らの姿を見つける事が出来た。あちこち腐くさっている奴もいれば、腹を長いパイプで貫つらぬかれたままの奴もいた。首に包丁が刺ささっている奴もいた。どいつもこいつも、そんな有様なのに、のろのろと動き続けていた。

　奴等以外は一人も見えない。

　街は――もう死者のものになっていた。

「……マジだったのか」

　乙羽に事実上、日本は滅ほろんだ、と聞かされていたものの――俺はそれをこの目で確かめた訳ではなかった。全国規模の現象だというのは乙羽の勘かん違ちがいで、実はゾンビ惨禍は俺の家を含ふくむごくごく限られた範はん囲い内ないだけで起きている……という可能性、希望的観測を、俺は棄すてきれなかったのだ。

　だがこうやって街を眺ながめれば、嫌いやでも理解せざるを得ない。

　全国規模かどうかはさておき、ゾンビ惨禍は相当に広い範はん囲いで――この街全体か、それ以上の規模で生じており、公的機関がその問題に対処出来ずに機能停止しているのは、明らかだった。

「何してるの？」

　と屋上の端はしにあるペントハウスの方から俺を振り返かえって、乙羽が呼びかけてくる。

「ああ……いや……」

　俺は曖あい昧まいに首を振ると、見渡す限りに広がる静かな滅亡の風景に背を向けて、乙羽に駆かけ寄った。
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　乙羽の言葉通り――地上の出入り口は、全て徹てつ底てい的てきに封鎖されていた。

　ホームセンターの入口にはシャッターが降ろされて、ガラス扉とびらの向こうは見えない。窓といえば前述の通り、換かん気き口こうを兼かねた小さなものが天井近くに幾いくつかあるだけで、人間が通とおり抜ぬけられる様な大きさではない。

「なるほどな、これなら外からゾンビは入って来られないな……」

　しかも乙羽のゾンビ対策はそれだけではなかった。

　通路にはあちこち什じゆう器きやら組み立て家具やらを使ってバリケードが幾いく重えにも設置されており、さながら迷めい路ろ――いや要よう塞さいの如き様相を呈ていしている。

「これって……乙羽が作ったのか？」

　俺は唖あ然ぜんとしてそう問うていた。

「うん。映画の真似」

「真似だけでここまで作れるのか……」

　迷路の様な状態になっているのは、万が一に、『敵』が突とつ入にゆうしてきた時、その侵しん入にゆう経路を限定し、遠回りさせ、時間を稼かせぐと同時に攻こう撃げきしやすくする為だ。

　こういう構造の城じよう塞さいや要塞は昔から実際に存在するらしい。俺もＶＲ－ＦＰＳで似た様なステージをうろうろした事がある。遮しや蔽へい物が多くて面倒なのだ、攻せめる側としては。

「…………」

　俺は改めて乙羽を眺める。

　決して大おお柄がらではないし、手足も細めで、特に鍛きたえているといった印象は無い。しかも全身からは――その立ち姿からは、どちらかというと気け怠だるそうな雰ふん囲い気きすら漂ただよっていて、図書館の片かた隅すみで居い眠ねむりでもしてそうな感じだ。

　およそ闊かつ達たつとか活発なんて言葉からほど遠い印象なのだが――よくもここまで積極的に活動出来るものだ。

「あと、武器もある」

「武器って、そのスコップ以外にも？」

「もちろん」

　と大きく頷いて見せる乙羽。無表情は変わらず、しかしその仕草がそこはかとなく得意げに見えたのは俺の気のせいだろうか。

　俺は乙羽に引っ張られる様にしてホームセンターの隅すみへと連れて行かれる。

　そこには長テーブルが置かれていて――

「ホームセンターは、武器の宝庫」

　あるわあるわ……バールに始まって、金かな槌づち、鉄パイプ、釘くぎ打うち機、ハンディ草くさ刈かり機、金属バット、といった既き製せい品ひんがずらりと並べられ、更にその隣となりには複数の工具を組み合わせて作られたお手製の武器まで揃そろっていた。

「これは割と自信作」

　そう言って乙羽が見せてくるのは、モップの柄えに包丁を二本、針金でくくりつけた、お手製の――これは、槍やりか？

「二本包丁を付けてあるから、刺さす叉またみたいに使用可能。でも、数回刺したら外れたから、改良しないと」

「そ、そうなんだ？」

　既すでに使用済み――というか実戦で試験済みらしい。

　淡々とした口調で武器を俺に説明する乙羽が、どことなく嬉うれしそうなのが怖こわい。

　本当になんなんだこいつは。まあお手製だろうが何だろうが、武器があるのは有あり難がたい。

　俺がとりあえず手て頃ごろそうに見えた鉄パイプを手に持って重さを量っていると――

「……そろそろ確認しないと」

　唐とう突とつに乙羽がそんな事を言ってきた。

「確認って一体――……ぃいいいぃっっ!?」

　振り返った俺の目に飛び込んできたのは、まぶしい位に白い――柔やわ肌はだ。

「な、ななな、なにして――」

　あろう事か、乙羽はてきぱきと服を脱ぬぎ始めていた。

　なんだこれなんだこれ!?　これってあれか、世界が滅亡したから自分達たちがアダムとイブなのだ、とかそーゆーのか!?　貴方あなたのぬくもりを確かめたいのとかそういうシーンか!?　いや映画じゃねえんだし、そんな――

「だから確認」

　と、きょとんとした様子で言う乙羽。『確認』の意味を俺が理解出来ていないのが不思議だ……とでも言いたげである。少なくともあんまり色っぽい雰囲気は無かった。

「身体に傷が無いかどうか」

「え？　傷？」

「感かん染せんしてないかどうか確認」

　まるで躊ちゆう躇ちよ無く上着、シャツ、ズボンを脱いでいく乙羽。

　返り血や泥どろで汚れた服の下には、いかにも乙女おとめ、といった感じの白く綺き麗れいな柔肌がこれでもかって位に隠れていた。

　やばい。さっきの接せつ触しよくでもいい加減、興奮しちゃったってのに、いきなり下着姿とか目の前で晒さらされたら、俺の息子むすこが有う頂ちよう天てん（意味不明）である。

　しかも乙羽は細身ではあるけれど、それなりに出るところは出ていて、引っ込む所は引っ込んでいて、むしろ――（以下、自主規制）。

「か、確認って！」

　俺は乙羽から眼めを逸らしながら言った。

　こんな状じよう況きようだってのに女の子の肌に興奮できちゃう俺って、実は性欲モンスターなのかも……とも思ったが。そういえば、人間は逆境にある時ほど、本能として子孫を残そうとして性欲が昂こう進しんする、なんて話をどこかで読んだ事がある。確かテロリストと人ひと質じちの関係性を扱った本か何かで……いやそれはさておき！

「か、噛まれたかどうかなんて、気付かない筈無い――」

「人間って恐きよう怖ふとか緊きん張ちようでアドレナリンが出てると、痛みを感じないことも多いから」

　などと恐ろしい事を、やはり無表情に言ってくる乙羽。

　近くの壁に立てかけてあった、大きな鏡――姿見で己おのれの身体に噛まれたり引っかかれたりした傷が無いかどうかを確認しつつ、彼かの女じよはこう続けた。

「痛みを感じてなかった登場人物が、後で噛まれてるのに気づいて、言い出だしにくくて隠して、ゾンビ化――挙げ句、パーティーが全滅。定番中の定番、よくあるパターン」

「よくあるパターンて……」

「そもそもゾンビは元々『人間に噛み付ついて増える』怪物ではなかった」

　淡々とした口調でそう解説してくる乙羽。

「本来はブードゥー教における司祭が操あやつるロボットの様なもの。自じ己こ増ぞう殖しよく能力は無くて、死体をいちいち『ゾンビパウダー』で処置してゾンビは作られていた」

　などと言いつつ、乙羽は自分の着ているスポーツブラに指先を突っ込んで引っ張ったりして――って何やってんだこいつは!?　いや、下着の下も噛まれてないか確認してるのは分かるんだが。分かるんだが!!　もうちょっとで見え――

「けれどロメロ監かん督とくの映画『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド』から吸きゆう血けつ鬼きとしての要素を加えて、今の形になった。更に大ヒットゲームの『バイオ・ハザード』辺りで、病びよう原げん菌きんにより引き起こされる生物災害の一種として描えがかれるパターンが定着した」

「はあ……いや、あの、乙羽……さん？」

「今回のゾンビも報道を見た限り、そのパターン。噛まれたり引っかかれると、一定時間で高熱が出て死亡、その後、一時間から半日程度の間にゾンビ化する。一種の病気。体液などの接せつ触しよく感かん染せんでゾンビ化する事から、原因はウイルス、バクテリア、微び生せい物ぶつ、もしくはそれらに類るい似じする何かと推測できる。封ふうじ込めには感かん染せん者しやを増やさないのが肝かん要よう」

　色々戸と惑まどう俺は殆ど無視し、蕩とう々とうと一方的に語る乙羽。

　こういう説明の時だけ妙みように口数が増えるというか、饒じよう舌ぜつになるな、こいつ。その様子がそこはかとなく得意げに見えるし聞こえるのは、やはり気のせいじゃないのだろう。

「だから。君も脱いで。確認するから」

　下着姿の乙羽が俺を振り返ってそう言ってきた。

「え？　いや、でも」

「お互たがいの安全の為だから」

　躊躇する俺に乙羽が――半はん裸らの状態を恥はずかしがるでもなく晒したままの少女が言う。

　確かに確認を求めるのは、当然といえば当然だ。

　彼女からすれば、自分が多大な労力を払はらって確保した安全地帯に、素す性じようもよく分からない他人を招き入れているのだ。その他人が、いつの間にか敵になっていました、では洒落にならない。その理り屈くつは分かる。分かるが……！

　でも、もうちょっとこう、恥ずかしがるとかないのか、こいつは!?

「本当に脱がないと、駄だ目めなのか？　服の破れ目とかを確認するだけでも――」

「脱いで確認した方が早いし確実」

「そりゃそうだけど――」

「早く」

　と乙羽がせかしてくる。

「どうしたの？　何故なぜ脱ぬがないの？」

「なんでって、それはその……」

　お前がそんな格好、すぐ目の前で晒してるから、俺の息子が（以下略）。

「何故脱がないの？」

　ずい……と一歩近づきながら乙羽が俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　やめろ。近づくな。益ます々ますどうしようもなくなるだろ!?

「やっぱり噛かまれた？」

「ち、違う！　噛まれてない!!　スコップをこっちに向けんな！」

　下着姿のまま、すっと手を伸ばしてスコップを手にした乙羽に、俺は半泣きでそう叫さけんだ。このままだと問答無用のゾンビ判定で頭をかち割られかねない。

「わ、分かったよ！　脱ぐよ！　脱げばいいんだろう!?」

　ゾンビ扱あつかいされて殺される位なら、変態だスケベだケダモノだと罵ののしられる方がマシだ。

　開き直った俺は、先まずブーツを脱ぎ、更には勢いよく上も下も脱ぎ捨すてて、パンツ一丁のあられもない姿を乙羽の目の前にさらけ出す。

　軍用認識票ドツグタグのネックレスが、素肌の胸の上でちゃらりと音を立てる。以前、面白半分に『ハウンド９』名義で作った代物だ。まあ生年月日とか性別とか血液型とかは出庭博明としてのものが打刻されているが、それはさておき。

「見ろ！　俺は、俺は、人間だぁぁぁぁぁぁぁっっ！」

　まるでそれこそが『生きている証あかし！』とでも言わんばかりに、元気よく盛り上がった下着も隠さず、俺はそう叫んだ。

「どうだ？　噛まれてるか!?」

「…………」

　対して乙羽は、しばらく無言。まず彼女は食い入る様な眼で、俺の上半身を――特に腕うでやら肩かたやらの部分を、それはもう丹たん念ねんに眺めていたが。

「…………あ」

　ふと、視線を下に滑すべらせた乙羽が、声を漏もらす。

　待て、『……あ』って何だ、『……あ』って!?

　まさか本当に、俺自身が気づいていない様な傷がどこかにあったのか!?　何処どこだ!?　何処にある!?　――っていうか俺ってばもう手て遅おくれなのか!?　感染してるのか？　俺って何日か後にはオオオォォウ、とか言いながらその辺徘はい徊かいしたりすんのか!?　うちの両親や弟みたいに――

「…………」

　乙羽は、まるで凍こおり付いた様に固まっている。

　やがて――

「ん……？」

　なんか……じわじわと顔が赤くなってる？

「あの……乙羽……さん……？」

「…………」
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　呼びかけると、耳まで真っ赤にしながらも乙羽は無表情に言った。

「…………確認、した、から……」

　何やらつっかえながらそう言ってくる乙羽。

「あ、ああ、ど、どうだった？」

「……服着て、いい、から……」

「傷は無かったんだな？」

「無かった、無かったから、服を着て、いい……よ」

　などと自分勝手な事をのたまう半裸の美少女。いや、まず君が着てください。そしたら俺の息子も多分、大人しくなるので…………などとはさすがに言えず。

「わ、分かった、悪い――」

　俺はそそくさと脱ぎ捨てた服を着直していく。

「…………」

　仮面の様に無表情なのは変わらないのだが、乙羽は今はっきりと――赤面していた。顔にまとめて血が昇のぼって、恥じらっているという以外に表現のしようが無い状態だ。顔は俺の方を向いたままだけど、視線が脇わきに向けられているというか、微び妙みように俺から外れているのが分かった。

　ひょっとして照れてるのか？　こいつ？

（案外――普通の女の子なのか？）

　赤面し続ける乙羽を見ながら、俺はそんな事を考えていた。
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　とりあえずお互いにゾンビ化の危険はなさそうという事で、俺達はホームセンターのスタッフルーム――要するに事務所で食事を採る事になった。

　朝早くからドタバタしていたせいで――朝飯も昼飯も食べている余裕が無かった。だが緊張していたせいか、あまり空腹に悩なやまされる事も無かったのだ。

　まずは安心、という段になって、腹の虫が鳴いて――ようやく俺は、自分が空腹である事を思い出したのである。

「――食べる？」

「ああ……ありがとう」

　礼を言って受け取る。

　乙羽が差し出してきたのは……乾かんパンが数個。非常袋ぶくろの缶かん詰づめの中に入っていたものだ。

（死ぬか生きるかの思いで殆ど一日ドタバタやって……ようやくありつけた食事がこんなしょぼい乾パンとか……）

　俺はひどくがっかりしていたが、まあ文句を言える立場でもない。

　ある種の覚かく悟ごを決めて俺は乾パンを一つ口に入れた――が。

「あれ？　結構……美味うまい!?」

　なんだこれ!?　いや、特別な味って訳じゃない。ないんだけど――俺が想像してた様な、食べられれば何でもいい、みたいな味気なさは微み塵じんもない。空腹は最高の調味料というが、それを差し引いても明らかに美味おいしい。

「最近の保存食って美味しいよ」

　と自分も乾パンをかじりながら乙羽が言ってくる。

　パイプ椅い子すの上に膝ひざを抱える様にして腰こし掛かけ、小さな乾パンを両手で持ってぽりぽりと囓かじるその姿は、まるでリスみたいで妙に可愛らしい。

「そういえば、日本は戦闘糧食レーシヨンが群を抜いて美味しいとかって話聞いたことあるけど、そういうの影えい響きようしてんのかね」

「レーション？」

「ああ、ミリメシの事。軍用の飯ね。俺、ミリオタ――というかＦＰＳオタだから」

　そういえばここに来るまで、名前を確認した以外、互いの素性なんて話さなかった。

　まあ、あんな状況で落ち着いて「ご趣味は？」なんて間の抜けた会話してる余裕なんてなかったけども。

「ああ、そうなんだ」

　小さく頷うなずくと乙羽はミネラルウォーターのペットボトルを開けて中身を一口飲む。

「だから銃じゆうも詳くわしかった？」

「……まあな。といっても、実銃を扱ったのは、あれが初めてだけどさ」

　そもそも俺がＦＰＳにハマったのは銃関係が好きだったからだ。なのでＶＲ－ＦＰＳでは本来必要の無い様な銃の分解整備も、一応は出来る。最近のガンコンはそんな部分にまで実銃に近い再現性を求められたりするのである。

「そういう乙羽こそ何者なんだ？」

「ただの女子高校生」

「ただの女子高校生って、あんなてきぱきとゾンビに対処できんの？」

「そこは……前からコツコツと」

　何がコツコツと、だ。

　死者とはいえ、人の形をしたモノに迷い無くスコップを叩たたき込める思い切りの良さや、そつなく安全地帯を確保、食料や生活必ひつ需じゆ品ひんも一通り点検しておく、知識と用よう意い周しゆう到とうさ。

　何処どこかぼんやりとしている感じなのに、緊きん急きゆう事態への即そく応おう能力が半はん端ぱなく高い。

　そんな女子高校生が、そうそう居てたまるか。

（でも、異性への耐たい性せいは意外とないんだな）

　俺おれの股こ間かんを見て赤面する乙羽の姿を思い出して、苦笑する。

　まあ俺もあんまり他人の事は言えた義理ではないのだけれども。

「そういえば、ここに逃にげ込んだ時、他に生きてる人はいなかったのか？」

「いなかった。みんなゾンビ化してたから、片付けた」

「そ、そっか」

　淡たん々たんと適切にゾンビを『片付けて』いく乙羽の姿を想像してちょっと俺は困こん惑わくした。

　そんな俺の様子をどう受け止めたのか――首を傾かしげて乙羽が聞いてくる。

「残念だった？」

「正直、ちょっとな」

　仲間は多ければ多い程いい。

　正直――集団行動は苦手な方なのだが、こんな極限状況で一いつ匹ぴき狼おおかみを気取っていても仕方ないだろう。ＦＰＳでもそうだが人数が多ければ多いだけ作戦の幅はばは広がる――というか行動の選せん択たく肢しの数は増える。

「次に見かけたら、博明の為に残しておく」

「残……は？　何を？」

「ゾンビ」

「ゾンビを片付けたかった訳じゃねえよ!?」

　なんでそんな事を残念に思わにゃならんのだ。

「でも慣れておいた方がいい」

「そりゃそうなんだろうけどな！」

「狙ねらうのは頭が基本で、こう、頭のてっぺんは、意外に頭ず蓋がい骨こつの丸さで滑る事も多いから、こめかみの辺りを重点的に、こう――」

「飯食ってる最中に血ち糊のりついたスコップ振ふり上あげるのやめて!?」

　生き残ろうと思えば乙羽の様にゾンビを躊躇無く倒せる様になっておかねばならない。

　ここは有り難く、経験者である彼女の『教え』を拝はい聴ちようしておくべきなのだろうが――

「乙羽はよく戦えるよな」

　大たい抵ていの人間は、ゾンビなんてものの存在に仰ぎよう天てんして、まともに動く事も出来なくなっていたのではないだろうか。だからあっさりと殆ほとんどの人間がゾンビの餌え食じきになった。

　乙羽は――最初からこんなにてきぱきと対処が出来たのだろうか。

　だとしたらそれは何故なぜだ？

「私、ゾンビマニアだから」

「いや、それ理由になってないから!?」

　何だよ、ゾンビマニアだから――って。

　いや、知識は豊富なのかもしれない、というか実際、よく知ってるみたいだけれど。それだったら戦争映画マニアは、歴戦の兵隊と同じ位強いという理屈になってしまう。

「武器とかバリケードを作ったり。下水道を使って移動したり。どれもゾンビものの映画やドラマで見た。自分ももしゾンビが大量発生した世の中になったら、あんな風にしたいって、ずっと思って、頭の中でイメトレしてた」

「……イ……イメトレですか」

「まさか、本当に、実じつ践せんする時が来るとは思ってなかったけれど」

「そりゃそうだろう。俺もついさっきまで、こんな状況に放ほうり込まれるなんて思わなかったよ。今朝までは全く、夢にも思わなかった」

「…………うん」

　乙羽は、やっぱり無表情だが、ほんの少しその白い頬ほおを赤らめていた。

　あれ？　なに？　照れてる？

「……本当……なんだか夢みたい……」

　眼が潤うるんで、紅潮して、まるで恋こいする乙女の如くうっとりしている様に見えるのは、やっぱり俺の気のせいだろうか。それとも本当にうっとりしちゃってるのだろうか。

　まるで『夢が叶かなった』と言わんばかりだ。

　…………あの…………どん引きなんですけど。

（やっぱり変な奴なんだよな……見た目は可愛いけど）

　俺は胸の内でこっそりとため息をついた。
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　食事が終わってしばらくしてから。

「今日はもう遅おそいから寝ねよう」

　ホームセンターに在った作業服に着き替かえた乙羽は、唐突にそんな事を言い出した。

「あ……ああ……そうだな」

　本来ならば俺はここで『女の子と一つ屋根の下で……！』と喜んでしまうべきなのかもしれない。だが正直言って、そんな気持ちにはなれなかったし、妙な期待も覚えなかった。

　一日で色々ありすぎて疲つかれていたのだ。

　それにどれだけ厳重に安全を確保しているとしても絶対は無いだろう。いつどこからゾンビが俺おれ達たちを囓ろうと入り込んでくるか分からない。疲れてはいる一方で不安から眠ねむるのも恐ろしい位だった。

「……異常なし」

　と言う乙羽が見ているのはスタッフルームの端に設置された六つの店内監かん視しカメラのモニター映像である。元々は防犯用なので、幾つかは戸外にも向けられている。さすがに死角が全く無いとは言えないだろうが、ゾンビが入ってくればどこかに映るだろう。

　乙羽は一つ一つ映像を確認してから俺の方を振り返って言った。

「私はこっちの長なが椅い子すで寝るから。博明も好きに寝ればいい。店内には毛布もシェラフも在るから適当に持ってきて使って。ただし罠わなには注意」

「罠……？」

「幾つか仕し掛かけてあるから」

　いつの間に……いや俺が来る前から仕掛けていたのか。

「あんまり眠れそうにないけどな」

「寝ないと体に悪い。明日も忙いそがしいし」

「明日って……明日は何するんだ？」

「いろいろ……ふぁ……」

　と言いつつあくびをする乙羽。

　彼女はそのまま長椅子に横になると、毛布をひっかぶってしまう。

「…………」

　ゾンビ対策は恐ろしい位に隙すきが無いのに、こういう所は無防備というか、俺が襲おそうとかそういう事は考えていないのだろうか。それこそ極限状態に陥おちいって逆上した男が、仲間の女性を襲う――勿論、ゾンビとは異なり性的な意味で――場面なんて、ゾンビ映画でも頻ひん繁ぱんに描かれていそうなものなのだが。

「変な奴……」

　俺は呟つぶやいてから、改めて監視カメラの映像に目を向ける。

　設置されているモニターは六つだが、カメラはその何倍もある様で、映像は一定周期で次々と切きり替かわっていく。しばらく見ていると、店内の要所要所に乙羽が仕掛けたらしい罠が見えた。

「『さわるな危険／ゴム手て袋ぶくろ必ひつ須す』……？」

　乙羽自らがそう書いたのだろう。とある扉のノブにはバッテリーが幾つか繋つなげられ、ご丁てい寧ねいに感電しやすいよう床ゆかに液体がぶちまけられていた。

　……ゾンビに電でん撃げきって効くんだろうか？

　いや……筋肉繊せん維いが残っているから動けるんだろうし、それなら、強い電気を流されれば、硬こう直ちよくする訳で。理科の実験で解かい剖ぼうしたカエルの足に電気を流すとぴくぴく動くのと同じ理屈である。そう考えるとこの罠はむしろ理にかなっているのかも。

　実際、うちの母親のゾンビは感電して動きが止まったし。

　店内で爆ばく発はつ物ぶつやら化学薬品やらを使う訳にもいかないだろうし。

「それにしても、よくもあれこれと罠が思いつくもんだな」

　これもイメトレの成果なのだろうか。

　乙羽の仕掛けた罠は、一種類だけではなかった。

　比ひ較かく的てき単純なもの――誰だれかが何かが触ふれればからんからんと音が響ひびく鳴子状のものや、床から十センチ程度の高さに張られたワイヤー、敢あえて崩くずれそうに積み上げた箱を細い鉄パイプで支えただけのもの、等々……殺傷能力よりも『ゾンビの侵入を報しらせ、同時に足止め効果を発揮する』事を目的としたらしいものが、幾つも幾つも設置されていた。

（一体どこから、これだけのやる気が出てくるんだ……？）

　本当、黙ってさえいれば、じっとしてさえいれば、ちょっと――いや、かなり可愛い子なのだが。言動が色々な意味で規格外である。

　だが俺はその規格外っぷりに助けられたとも言える訳で。

　派出所では、乙羽が偶ぐう然ぜん飛び込んでこなければ、俺はあのゾンビ警官においしくいただかれていた事だろう。俺に限らず、ゾンビがある日、町中に溢あふれるなんて状況を真ま面じ目めに予想していた人間など、そうそう居る筈はずが無い。

　誰もが昨日と同じ今日が来て、今日と同じ明日が来ると、信じていた筈だ。

　だからいきなり街に溢れたゾンビに対たい抗こうする事も無く――状況を把は握あくして覚悟を決める間も無く、無数の人々がゾンビに噛まれてゾンビの仲間入りをしていったのだ。実際の被ひ害がいに遭あった人が、他に警けい戒かいを促うながす事も、説明する事無く加害者に回るのだから、状じよう況きよう把は握あくも対策の立案も、後手後手に回って当然である。

　そう。対抗できないのが普ふ通つうだ。

（これが現実なんだよな……）

　どうもゾンビマニアの乙羽はこの状況を嬉き々きとして――見た目は無表情だが――受け入れている様だが、俺は正直言えば、未いまだに悪い夢を見ている様な気がして、現実を受け止め切れていない。

　壊こわれたのは世界なのか。それとも俺自身なのか。

　むしろ後者であってくれれば、どれだけ慰なぐさめになるか。

「…………」

　無意識のうちに俺は鼻を鳴らしていた。

　目め頭がしらが熱い。悲しさなんて感じていないと思っていたのに。

　父親。母親。そして弟の良朗。

　不登校で引きこもりの俺を厄やつ介かい者もの扱あつかいする親や、馬ば鹿かにする弟とは、正直言って折り合いが悪かった。昨日までは彼かれ等らが死んだところで、なんとも感じないと思っていた。むしろ解放感を覚えるかもしれない位だと。

　しかし……脳のう裏りに浮うかぶのは、俺が引きこもりになる前の、家族仲が良かった頃ころの思い出ばかりで、父親も、母親も、弟も、皆みな……笑え顔がおだった。

（…………くそったれな現実なんて……終われと思っていたんだよな……）

　自宅で。派出所で。

　俺はその憎にくんで止まなかった現実が終わった事を思い知らされた。

（……そういえば、派出所で喰くわれてたあの女……うちの学校の制服だったな）

　ひょっとしたら同級生だったかもしれない。

　勿論――だからといって特に感かん慨がいは湧わかないのだが。

　俺が不登校になったのは、いわゆる『虐いじめ』の対象になったからだ。

　積極的に暴力を振るわれる事は無かったが、基本――同級生の殆どは俺の存在を無視したし、逆にわざと俺に聞こえる様な場所と声量で俺を嘲ちよう笑しようしたり罵ば倒とうしたりする事もあった。俺がそういう立場に居る事で、学級クラスにまとまりが出来たので、教師も『虐め』の事実を知っては居たが、知らんぷりを決め込んでいた。

　同級生達は俺がＦＰＳや銃のマニアである事を挙げて『キモい』『人殺し好きの変態』『犯罪者予備軍』などと評していた。そういう奴やつを仲間はずれにして悪口を言いまくるのは彼等にとって『正義』で当然にやるべき事だと思っていた様だ。

　だが俺が虐めの標的になった事に――理由なんて多分、無いのだろう。

　誰か『皆と違ちがう』奴が一人、生いけ贄にえに居れば良い。

『皆と違う』という事は迫はく害がいするに足る十分な理由だ。そして『皆で』虐める側に回っていれば安心できる。だから積極的に誰かに皆の悪意を引き受ける為ために役割を振る。『皆と違う』部分を――『変』な部分を強ごう引いんに見つけ出して。

　生け贄の山羊スケープゴートってやつだ。

　しかし――そんな『普通の』連中オーデイナリーピープルも多分、皆、まとめていなくなった。現実というくそったれな状況ごと、俺が望んだ通りに。

　後に残ったのは――

「……使う？」

「え……？」

　寝ていたはずの乙羽が、いつの間にか身を起こし、片手で俺にフルフェイスのヘルメットを差し出してきた。かなりごつめの代しろ物ものである。どうやら長椅子の下に置いていた様なのだが……

「使うって、これを？」

「これ被かぶってれば、音が漏もれにくいから」

　と乙羽は言って、俺の眼を覗き込んできた。

「…………」

　俺は眼を瞬まばたかせてヘルメットを受け取った。

　乙羽はそれで納なつ得とくしたのか、再び長椅子に横になると――程なくしてすうすうと、可愛かわいらしく規則正しい寝ね息いきをたて始めた。

（……『これ被ってれば、音が漏れにくいから』？）

　ああ。音漏れ云うん々ぬんは、ゾンビが寄ってこない様にか。

　だが、なんでそんな事を乙羽が知っている？　実際に試ためした事があるのか？

　だがバイクなんぞ乙羽は乗り回しそうにないし、それなら今日も使っていた筈だ。武器や役立つものを漁あさりに来たのだから、バイクに乗れるならそれを使った方が運うん搬ぱんが楽である。速度を出せばゾンビに捕つかまる可能性も低い。

　いや。それ以前に――そもそも何故ヘルメットがここにある？

　こんな事もあろうかと思って？　予あらかじめ用意していた？　まさか。

　もしかして……このヘルメットは既に使用済みで、効果も確かく認にん済み、という事か？

　ゾンビが寄ってこない様に、いびきや、あるいは抑おさえがたく漏れてしまう声を――嗚お咽えつを外に漏らさぬ目的で乙羽も使った事がある？

「乙羽――」

　彼女も最初は俺と同じ様に動どう揺ようして、興奮して、その後、一息ついてからようやく、うちひしがれたりしたのだろうか。

　もう取とり戻もどせないものを思って、こっそり泣いたりしたのだろうか？

　だとしたら……

「……ごめんな」

　と俺は謝あやまってみたが、今度は本当に眠っているのか、乙羽は反応しなかった。

　乙羽は変な奴かもしれない。『皆とは違う』かもしれない。

　だが、それを理由に俺は『どん引き』するべきではない。呆あきれたり嘲あざわらったりするべきではない。そもそも彼女がそうだからこそ俺は助かったのだ。

「それから……ありがとうな」

　俺は独り言の様な口調で乙羽の背中にそう告げて――ヘルメットを被る。

　途と端たん――視界は狭せばまり、音は遠ざかり、まるで密室に閉じこもっているかの様な閉へい塞そく感かんを感じる。だが同時にそれは、むしろ過か酷こくな現実とヘルメットで隔へだてられている様にも思えて、わずかながら安あん堵どしている自分に俺は気づいた。

　既に眼の潤みは引いていた。

「…………」

　俺はヘルメットの中で遠えん慮りよ無くため息をつくと……部屋の隅に膝を抱かかえて座すわり、そのまま眼を閉じた。







第三章　相棒の名はＺ







　人間の順応力というのは凄すごい。

　それとも俺が何処どこか壊こわれてしまっただけか。

　自宅で家族のゾンビと遭そう遇ぐうして逃げ出し……乙羽と出会った日から一週間余り。

　俺は彼女と一いつ緒しよに、この世界の終末的な状況を、たくましく生き延びていた。

「……こっち」

　と乙羽が手招きする。

　俺達が物資調達にやってきたのは、近所のスーパーマーケットだった。

　ガラスが割られた上、途と中ちゆうで自動扉とびらが何かに引っかかって開いたままの入り口から、俺達は足音を殺して店内に入り込む。

　俺はブーツ、乙羽はスニーカー、共にゴム底ラバーソウルの靴くつを履はいているので、殊こと更さらに足音がする訳ではないけれど、ガラスの破は片へんを踏ふんだり空あき缶かんを蹴け飛とばしたりして不用意に音を立てるのは禁物だった。

「うぇ……これは、ひどいな」

　中に入った俺は思わずそう呟いていた。

　スーパーマーケットの中は腐ふ敗はい臭しゆうが充じゆう満まんしていた。一階は主に生せい鮮せん食品を置いていたので、それはもうありとあらゆる所から、腐くさった野菜や果物、それに魚ぎよ介かい類るいの匂においが漂ただよってくる。肉類も腐っているのは恐おそらく同様だろうが――殆どがラップを掛かけられているから、こっちは多分あんまり匂っていないのだろう。

「電気関係が元で故障したのか……それとも供給が追いつかなかったか」

　技術革新の結果か、単に大量生産のお陰かげか――この数年で光発電パネルやその周辺機器が、軽量化と同時に著いちじるしく値下がりした為、太陽光発電が爆ばく発はつ的てきに普ふ及きゆうし、ある程度までは電気を自給自足できる一いつ般ぱん家庭や店てん舗ぽが増えている。

　街が壊かい滅めつ状態であるのに、俺が家で暢のん気きにゲーム三ざん昧まい出来ていたのも、根城にしているホームセンターで警備装置が動いているのも、この為だ。災害時などで送電網もうからの供給が停止した際には、自宅の太陽光発電パネルからの電気を直接消費出来る様に回路が切り替わるのである。

　だけどこうした大量の冷蔵機器や大型の空調施し設せつを持つ店舗では、太陽光発電では電力をまかないきれない事も多い。特に冷蔵関係は消費電力がでかいので、あっという間に電力供給と消費の収支バランスが崩れてしまったのだろう。

「缶詰とか保存食料は二階」

　そう言って乙羽が階段の方を指さす。

　エスカレーターもあるが、電気で稼か働どうする設備が軒のき並なみ止まっているこの店舗では、当然、そっちも停止したままだ。徒歩で上がるなら階段の方がいい。止まっているエスカレーターは、急いで上り下りすると、目測を誤ってこける可能性が高いからだ。

「あ、ちょっと待って」

　先に行こうとする乙羽の手を捕まえる。

　俺は乙羽と共に物もの陰かげに隠かくれながら、手鏡を取り出した。

　ホームセンターの在庫品から確保した代物で、いかにも家庭用といった感じが実にダサいが、鏡面が広めなのでそれなりに使い勝手が良いし、沢たく山さん、在庫が残っていたので何かあったらその場に投げ捨てて逃げるのにも躊ちゆう躇ちよしなくて良い。

「何……？」

「安全確認」

　俺は声を潜ひそめて乙羽にそう告げた。

　階段は店舗の奥おくに在る為、色々と周辺に死角が多い。

「手鏡でどうするの？」

「こうすれば、死角に潜んでる敵を安全に見つけられるんだよ」

　手鏡だけを突つき出だす形で、俺はゆっくり角度を変えて周辺を確認していく。

「ＦＰＳのスキルが現実に役立つとは思ってもみなかったぜ」

　しかも御ご近きん所じよのスーパーマーケットの中で使う事になるとは。

　何にしてもこうして死角を確認しながら進めば、物陰にたむろっているゾンビの群れといきなりコンニチワする確率はぐんと減る筈だった。勿もち論ろん、一番良いのはそもそもゾンビがこの店てん舗ぽ内ないに居ないという事だが――

「……ビンゴ」

　俺は呻うめく様にそう呟いた。

　手鏡には店てん舗ぽ奥おくの階段の脇……恐らくは商品倉庫バツクヤードに繋がっていると思おぼしき扉の前で徘徊するゾンビが映っていた。数は四。俺と乙羽、二人がかりで奇き襲しゆうするなら対処出来ない数ではないけれど……

「いた？」

「残念ながらな……といっても数体だ。どうする？　やるか？」

　そう言って俺が腰こしから引ひき抜ぬいたのはＭ３６０Ｊ〈サクラ〉だった。

　当初は乙羽が自分で持っていたのだが、何日か一緒に行動し話をする内に、『銃に詳しい博明が持っていた方がいい』と、俺に託たくしてくれたのだ。

　ちなみに念ねんの為にと一度、丁寧に分解掃そう除じはしたが、未だ一発も撃っていない。

「駄目、それは最後の武器。まずは様子見」

　相変わらず無表情にそう言ってくる乙羽。

　初めて手にした実銃を撃ちたくてたまらないＦＰＳマニアを冷静にたしなめている――という図に見えない事も無いが、乙羽は乙羽で愛用のスコップを握にぎる手をもぞもぞと動かしている所を見ると、飛び出してゾンビを掃そう討とうしたくてうずうずしている様だ。

　なんだかな……

「それにしても、なんか同じ場所を行ったり来たりで、全然去る様子がないな」

　ゾンビ達たちの行動は何か奇き妙みようだった。

　獲え物ものを探して徘徊している――のではないのだ。

　何か機械的に同じ様な動作を繰くり返かえしている。時々、棚たなに並べられた腐った野菜を、掴つかんでは置いたりと意味不明な行動も混じるが――

「あれは、店員。エプロンしてる」

「え……？　あっ……本当だ」

　確かにその同じ行動を繰り返すゾンビ達は、揃そろいも揃って同じデザインのエプロンをしていた。血やら何やらで汚よごれているので、最初は気がつかなかったが。

「今回のゾンビは生前の行動をなぞって行動するタイプみたい」

「今回のって……」

　前回も次回もねえよ――とも思ったが、乙羽にとってはこの現実も、ゾンビ映画か、ゾンビＶＲゲームの新作、程度の認にん識しきなのかもしれない。まあ楽しそうで何よりだ。

「生前の行動を……？」

　とりあえず問題はそこだった。

「それじゃあ、あいつらが、ああしてるのって……もしかして、商品の陳ちん列れつ？」

「多分。だとしたら、ずっとああしてるはず。迂う回かいするのが適切かも」

　物音を最小限にして、物陰から物陰の間を移動し、俺達は止まったままのエスカレーターを注意深く登って二階に到とう達たつした。

　一階からの悪あく臭しゆうが立ち上ってきてはいるが、それでもここには腐るものがあまり無いので、多少マシな感じだ。正直――有あり難がたい。

　俺と乙羽は缶詰のコーナーに歩み寄ると、背せ負おってきたナップザックを下ろした。これもホームセンターで調達したものだ。〈サクラ〉を分解する工具も同様。あそこを根城にした乙羽は本当に賢かしこい。本人に言わせると『定番だから』だそうだが。

「この袋に詰つめられるだけ詰め込む」

　缶詰を掴み、次々とナップザックに放り込んでいく俺達。

「音立てないで」

「分かってる」

　いくら武器は持っているとはいえ、数で攻せめられたらたちまちゲームオーバーだ。

（でも、銃があるって思うと安心感があるんだよな）

　装そう弾だん数は五発しかないし、短銃じゆう身しんの拳けん銃じゆうだから、そうそう命中させる事は出来ないと思うが……噛かまれたら即そく終しゆう了りようというこの状じよう況きようにおいて、たとえ三メートル程度でも離はなれて一方的に攻こう撃げきできる武器は、やはり頼たのもしい。

　勿論、拳銃は音がでかいので、乙羽の言うとおり、気楽に使う訳にはいかない。音でゾンビが集まってきて包囲されたらその時点で詰む。なので一体か二体を手早く片付ける為に、俺もバールを装備してはいるのだ。

　できればどちらも使わずに済ませたいが。乙羽と違って俺はゾンビと戦う事そのものを楽しめる域にまで未だ達してない。達したら達したで何かまずい気もするし。

「思ったより、残ってなかった」

　乙羽がぽつりと言った。

　確かに缶詰はかなりの数が持ち出されていたみたいで、棚には空きが目立った。だが二十個余りは確保出来たので、俺と乙羽だけならば、しばらくは食べていける気がする。

「仕方ない、他の店も回ろう」

「えっ、他の店も？　今度で良くないか？」

「だめ。取りに行く」

「……わかったよ」

　この状況でのサバイバルに関しては、乙羽に一日の長がある。

　渋しぶ々しぶながらナップザックを背負い、移動しようした――その時。

「……っ！」

　むくりと乙羽の背後で何かが起き上がった。

「ォオオオ……！」

　しまった――迂う闊かつだった！

　陳ちん列れつ棚だなの背後にうずくまっていたゾンビが居たのだ。一階でゾンビを確認した直後で、しかも腐敗臭が二階は少なかった事から、二階には居ないと無意識のうちに思い込んでいた。だが店員ゾンビが生前の行動をなぞっているというのなら、二階にも同様の奴がいてもおかしくはない訳で――

「――ッ！」

　背後のゾンビに気づいて即そく座ざに反はん撃げきしようとする乙羽。

　だが――がっ！　と音を立てて、陳列棚にスコップが引っかかった。

「あっ――」

「乙羽っ！」

　瞬しゆん間かん――俺は頭の中が真っ白になった様な気がした。

　なのにどうして身体が動いたのかはよく分からない。あるいはＶＲ－ＦＰＳをやりこみまくったお陰で、非常事態に対しての反射行動がすり込まれていたのかも。

　俺は……自分でもほれぼれする様な、流れる様な動きでベルトに挟はさんでいた〈サクラ〉を引き抜くと、これもまた無意識のうちに左手を添そえて保持ホールド、引き金を引いていた。

　轟ごう音おんが店内に響き渡わたる。

　乙羽に迫せまっていたゾンビの頭――というか鼻の下辺りに銃じゆう弾だんが命中し、殴なぐられたかの様にゾンビが上を向く。動きはその瞬間に止まり、乙羽の肩かたに触れそうになっていた指だけが何度か痙けい攣れんし、それから……ゾンビはゆっくりと横よこ倒だおしになった。

「当たった……！」

　生まれて初めての実じつ弾だん射しや撃げきだったが、思いの外、上手うまくいった。

　無む我が夢む中ちゆうであまり意識していなかったが……額を狙った筈が少し下に着ちやく弾だんしてしまったのは、ガク引きしてしまったせいだろう。引き金が重く、引きしろの長めなダブルアクション・リボルバーでは仕方ない。むしろ咄とつ嗟さに左手を添えて射しや撃げき姿勢を安定させた自分を俺は褒ほめてやりたい。

　胸や腹に命中した程度では、弾たまの威い力りよくの低さもあって、ゾンビを止められなかっただろう。急所である大脳からは外れたが、大脳に直結する脊せき髄ずいに着弾したので、ゾンビを即そく死し――もとい、即そく無力化させる事が出来たのだ。

「やったぞ！　俺ってやっぱり天才か!?」

　思わずガッツポーズをとる俺。

　だが――乙羽は若じやつ干かん、不満を覚えている様だった。

「拳銃は最後の武器だって言ったのに……」

「無む茶ちや言うなよ、あの状況で他にどうしろっていうんだよ？」

　俺が撃たなかったら、乙羽は間ま違ちがいなく噛まれるか――引っ掻かかれるかしていただろう。

　だが銃じゆう声せいを堂々と響かせたのは確かにまずいかもしれない。階下のゾンビ達を引き寄せてしまう可能性が高い。

「逃げるぞ。戦術的撤てつ退たいだ。エスカレーターから」

　ゾンビ達は恐らく手近な階段を使って登ってくるだろう。ならば多少駆かけ下りづらくてもエスカレーターから逃げるべきだ。出入り口にも近い。

　俺は乙羽の手を掴んでエスカレーターの方に戻ろうと歩き出す。

　そして――

「……ごめん」

　俺に引っ張られて歩きながら乙羽がそう言ってきた。

「……え？」

　思わず俺は立ち止まって乙羽を振り返る。

　彼かの女じよは少し上うわ目め遣づかいに俺を見ながら、呟く様な声でこう続けた。

「それから……助けてくれて、ありがとう」

「あ、ああ」

　そんな状況ではないって分かっているのに、俺は自分の心臓が妙みように高鳴るのを感じていた。いや。それは反則だろう乙羽。普ふ段だんは無表情な癖くせに――いや今もあんまり表情は無いけど、こんな時だけ上目遣いで恥はずかしそうに『ありがとう』とか！　今はお前のそんな落差から来る可愛らしさにドキドキしてる場合じゃないんだよ！

「うわっ――」

　思った通り、俺達がエスカレーターに足を掛けた時、店員ゾンビ達が階段を登って二階に姿を現すのが見えた。いや。予想よりも多い。

「バックヤードにでもいたのか？」

　やばい。これはやばい。だが焦あせってエスカレーターを駆け下おりて転んだら、間違いなく追いつかれる――と俺が焦しよう燥そう感にさいなまれていると。

「――てい」

　乙羽がエスカレーター近くに放置されていた買い物カートを蹴けった。

　それは見事にゾンビ達の群れに向かっていって、先頭の一体に衝しよう突とつ。それで転んだ一体に後続の数体が巻き込まれるのが見えた。

「お見事」

「えへへ」

　とほんのわずかだけど、得意げな笑顔を見せる乙羽。

　いやだから今は――ああもう可愛いなこいつ!?

「とにかく、逃げるぞ!!」

「うん――って、え、なに!?」

　俺おれはエスカレーターを歩いて降りるのではなく、乙羽の小こ柄がらな身体を抱だき上げると、手すりの部分に乗っかって一気に滑すべり降おりた。乙羽風に言うならば『アクション映画では定番』のエスカレーター移動法である。平時なら店員にもの凄い勢いで怒おこられるところだが、生あい憎にくと今は全員、死体になってウォウォ言うばっかりだ。

「ひゃっ――」

　抱きかかえられたまま驚おどろきの声を上げる乙羽。

　照れていたりするのか、ちょっと彼女の頬が赤い気がしたが、今はそんな（以下略）。

「行くぞ！」

　一階に到達すると、彼女を下ろしてそう叫さけぶ俺。

　振り返ってみると、ゾンビ達がエスカレーターの上じよう端たんに達したのが見えた。

　これなら降りてくる間に店を出る事が出来るだろう。

　顔を合わせて頷うなずくと、俺達は同時に走り出した。

「今回のゾンビは足の遅いタイプで良かった」

「それには同感だな！」

　そう言いい交かわす俺と乙羽。

　なんとなくだけど、ここ二日ばかりで俺達はかなり息が合ってきた様な気がする。

　それが妙に……嬉うれしかった。

　それから俺は――スーパーマーケットから少し離れた場所にあるマンホールに駆け寄よると、腰のバールでこれを開け、乙羽と共にその中へと飛び込んだ。




　　　　●




「――気になってたんだけどさ」

　無事に根城であるホームセンターに帰き還かんした俺達は、戦利品である食料を整理していた。

　具体的には賞味期限毎ごとに分類して箱に詰めるという作業である。

　ちなみにホームセンターには元々保存食の類――例えばインスタントラーメンとかポテトチップス等の菓か子し類るい、それに乾かんパンは少し残っていたが、乙羽がここに立てこもった時点で大半が持ち出されていたという。

　これは今日のスーパーマーケットも同様だ。

　恐らくこのゾンビ惨さん禍かの初期に、強ごう奪だつに来た連中がいたのだろう。あるいは乙羽が『片付けた』という先客のゾンビはそうした連中のなれの果てだったのかもしれない。

「食料が必要なのは分かるけど、明らかに確保する量が多くないか？」
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　この一週間、俺達は徒歩圏けん内のありとあらゆる店舗を幾いくつも回って、食料や各種物資を調達し続けてきた。だが食料は割と真っ先に持ち出されていたみたいで、どの店でも『大漁』という訳にはいかなかった。

　ただ――俺と乙羽だけならば、既すでに半年程度は食べていけるだけの量を確保している。

　街を歩いても見かけるのはゾンビばかりだし、連中は缶かん詰づめを開けて食べたりはしないので、そんなに慌あわてて――毎日危険を冒おかしてまで、食しよく糧りよう確保に奔ほん走そうしなくてもいい様な気がするのだが。恐らく缶詰は明日も明後日も腐らずそこにあるだろう。

「なんで、こんな大急ぎで食料を集めるんだ？」

「――博明」

　乙羽は椅い子すの上で姿勢を正して俺の方に向き直る。

「な、なんだよ？」

「ゾンビ災害が世界を覆おおった時、一番危ないのは何？」

　あ。これは乙羽が『講義モード』に入ったな。

　この一週間で概おおむね理解したが――ゾンビマニアの乙羽には自明の理でも、そうでない俺には理解不能や意味不明な物事が沢山ある。そしてその事に対して俺が疑問を口にすると、乙羽は懇こん切せつ丁てい寧ねいに、まるで講師が生徒に教える様に色々と解説してくれるのだ。

　どうも本人は楽しんでいるみたいだし、役に立つ事も多いので、彼女の『講義』を俺も楽しく拝はい聴ちようする事にしていた。

「何って……そりゃゾンビに決まってるだろ？」

「違う。不正解」

　びしりと音がする様な仕草で俺の鼻先に指を突きつけながら乙羽は言った。

「じゃあ何だよ？」

「一番厄やつ介かいなのは、人間」

「そんな事――…………いや、あるの……か？」

　ゾンビ映画の定番はよく知らないが、ＦＰＳで仲の良かったチームが、たった一人新規プレーヤーの加入によって人間関係が破は綻たんし、最終的には延々とののしり合う様になったのを俺は二度ばかり見ている。

　というより、俺がソロプレイの傭よう兵へいスタイルが多かったのは、元々高校で鬱うつ陶とうしい連中に絡からまれて不登校になった事もあるが……ネットですら、そういう人間関係の煩わずらわしさを見せつけられて、うんざりしたからだ。

　人間は三人寄れば派は閥ばつが生まれ、争いが始まる――なんて言葉もある。

　国家体制が崩壊し、法律が有名無実化した世界においては、人間のエゴは剥むき出しになるし、極限状況で後先考えずに行動する奴も出てくるだろう。平時ですら些さ細さいな事で自じ暴ぼう自じ棄きになる奴もいる。

「極限状況下で、人間同士の諍いさかいが起こるのがゾンビ映画の定番。最後で最悪の敵は実は人間だったとか――本当によくあるネタ」

「……なるほど」

「それに人口が多い地域ではゾンビの数も急速に増加する。だからこそ、私達は都市部から、一刻も早く脱出するべき」

　と乙羽は結論づけた。

「でも、都市部を脱出しても、食料を自力で調達出来るようになるのには、時間がかかるから、その間の食料と資材の確保は必ひつ須す」

　ああ……そういう事か。

　動物を捕とったり魚を釣つったりするのも慣れが必要だろうし、猟りよう場ばや釣つり場ばを見つけるのにも苦労するかもしれない。作物を栽さい培ばいするとなるともっと時間と手間が掛かってしまう。それまでを食いつなぐ食料は確かに必要だろう。

「その為の備び蓄ちくか……でも、これだけの量を、どうやって運ぶんだ？」

　ホームセンター内に大型のショッピングカートもあるが、全部詰め込むのは無理だし、長ちよう距きよ離り移動は難しい。長い坂道や荒あれ地ちを延々ショッピングカートを押おして移動とか、考えただけでもくらくらする。

「そう。そこが問題」

　よく出来ました、と言わんばかりに大きく頷く乙羽先生。

　彼女はただ一人の生徒――俺の事だ――を指さして問うてきた。

「そこで必要なのは？」

「そりゃ車だろうな」

　人類の偉い大だいな発明品の一つ――自動車。

「それも出来れば不整地走行……荒れた地面でも走れて、荷物がそれなりに詰めて、なおかつゾンビに囲まれた時に、一気に突とつ破ぱできる頑がん丈じようさがあれば最高って感じか？」

「正解。なので、ある程度まで食料を備蓄できたら、次は、自動車の確保」

「そういえば、ホームセンターの近くの道路に、何台か車放置されてたよな？　あれで運ぶっていうのはどうなんだ？」

「無理」

　と乙羽は即そく答とうしてきた。

「無理って――ああ、鍵かぎが無いとかか？　でもああいうのって配線引っこ抜いてこう、ちちっ――てな感じで、エンジン直結だっけ？　やってやれば、エンジンが」

「勿論やってみた」

　平然と乙羽が言う。

　既にやったのか。犯罪行こう為いなんだがそういうのは全然躊躇しないな、こいつ。まあ拳銃確保する為に派出所襲おそいに来た様な奴なので、今いま更さらだが。

「でも警報は鳴ってゾンビは寄ってくるし、ドアはロックされるし出るのが大変だった」

「ああ……なるほどな」

　最近の車は色々とセキュリティが充じゆう実じつしているってのは聞いた事がある。迂闊に手を出すと、自分を窮きゆう地ちに追い込みかねない。

「ということは、下手にその辺の車を直結するよりも、鍵もってそうな奴を探すとか、鍵がささったままの車を探すとか――いや無理か」

　無線認にん証しよう式しきのスマートキーが普及して随ずい分ぶんになる。今や道路を走っている車の半数以上はわざわざ『鍵を差し込む』動作を必要としない。ポケットに車本体と無線通信出来るスマートキーがあれば、それで勝手に鍵が外れるからだ。

「スマートキーや最新の防犯機能のついてない様な……旧ふるい車と探すとかか……？」

　随分と条件が厳しくなった。

　出来れば大型の四よん駆くやマイクロバス、最低でもバンか軽トラみたいなのが欲ほしい所だが。

「あ、でも俺、免めん許きよもってない」

「私も勿論持ってない」

「無む免めん許きよ運転する気満々か……」

　呆れて言う俺にしかし乙羽は平然とこう返してきた。

「誰だれが取り締しまるの？」

「誰がって、そりゃ、誰も、いないか……」

　俺おれ達たちが慣れ親しんできた常識のある世界は、もう無い。

「問題があるとすれば、それは、私達に運転の経験が無い事。殆ほとんど運転経験の無い人が、慌てて車を運転して、横転して、ゾンビに囲まれる――のも定番」

「そうなのか」

　まあ車両感覚とか、色々あるだろうが……

「なので博明。運転の経験はない？」

「知ってるか？　俺も乙羽と同じ高校生なんだぜ？」

　大体、免許持ってないってさっき言っただろうに。

「経験無ければ、知識だけ在ったって――」

　と言いかけて、ふと、俺は腰に吊つったままの〈サクラ〉の重みを意識した。

　初めて撃うった実じつ銃じゆう。百点満点には程ほど遠とおいものの、俺の撃った最初の実じつ弾だんはちゃんと効果を発揮して乙羽を救った。ビギナーズラックがそうそう続くとも思えないが、今度もそれを期待できるかもしれない。

「いや、何とかなるか？」

「なるの？」

　自分から尋たずねておいて驚いた様に少し目を見開く乙羽。

「ＦＰＳで運転しながら戦せん闘とうするミッションもあったし、ハンヴィーよりゃ大たい抵ていの車は簡単だろ」

「はんヴぃー？　なに？」

　と首を傾かしげる乙羽。

「あー……うーん……まあ、その、でっかい車だよ。軍用の」

　ハンヴィーというのは、ＦＰＳじゃ、定番の軍用車両――正しくは高機動多用途装輪車両ＨＭＭＷＶの事である。近代現代を扱あつかったＦＰＳには必ずといって良い位に出てくるし、でリアルに再現されたこれを運転する事が出来るゲームも多い。

　ＶＲ－ＦＰＳで射撃が身体の感覚に刻み込まれるというのなら、恐らく、車だって運転出来るだろう。

「まあ適当な車が見つかったら試してみよう」

「――ん」

　俺の言葉に乙羽はこっくりと頷いた。

　そんな彼女を見つつ――

（一番厄介なのは人間……か……）

　彼女が言わんとする事は理解出来た。

　だがそれなら――何故なぜ、乙羽は俺を助けたのか。

　いや。同行させてくれと頼んだのは俺の方だが、人間がむしろゾンビ映画においてはゾンビ以上の脅きよう威いになる事が定番だというのなら、彼女は最初から俺を見捨てて単独行動を続けるべきだったのではないか。

　何故そうしなかった？　荷物持ちに良さそうだったから？

　それとも――

（それもまたゾンビ映画の定番だったりするのかね？）

　そんな事を――手だけは食料品の整理を再開しつつ、俺はぼんやりと考えていた。
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　夜……いつもの様にホームセンターのスタッフルームで就しゆう寝しんする時間の少し前。

「充じゆう電でん――終わったよ」

　そう言って乙羽が差し出してきたのは、俺のスマートフォンだった。

　引きこもりの癖にスマホとか持ってたんだ？　なんて言われそうだが、高校入学のお祝いに買ってもらったもので、当時は未まだ学校にも通っていたのだ。

　まあミリタリー関係や銃関係の趣しゆ味みは当時からなのに加え、既にＦＰＳにはまりかけていた時期で――学校が終わると、遊びの誘さそいは全すべて断り、速そつ攻こうで家に戻ってゲームを立ち上げていたせいか、友達は少なかったけどな。登録されている番号やメールアドレスもそれぞれ十件程しかない。

「感謝。壊こわれてなくてよかった……」

　家から逃にげ出したあの日から、俺はスマートフォンの電源を切ったままにしていたのだが……昨日、ふとある事を思いついて再起動してみたのだ。

　ところが電池が自然放電していたのか、電力不足ですぐにシャットダウンされてしまい、使えなかったのである。

「さて……」

　俺はスマートフォンを起動させ、早さつ速そく、インターネットに接続を試みる。

　目的は情報収集だった。

　市街地から脱出する、という乙羽の計画にはとりあえず賛成なのだが、何の下調べもせず、何処どこに向かうかのあてもなく、とにかくただこの街を出れば良い――という訳ではないだろう。

　無計画な行動は身を滅ほろぼす。道路情報は勿論、未だ政府機関だの何だのが残っていて活動している場合は、その情報も拾えるかもしれない。自分達の置かれている状況について、情報は多ければ多い程に良い筈はずだった。

　だが――

「新規のメールも、メッセージも、着信もなしか……まあ、当然っちゃあ、当然だよな」

　前述の様に元々登録する相手なんて家族も含ふくめて十名いるか居ないかなのだ。ＦＰＳのプレイヤーリストが流出でもしているのか、企き業ぎようが無む理り矢や理り、こちらに断りも無く送りつけてくる宣伝のＳＰＡＭメールを除けば、俺のスマートフォンのメッセージフォルダは二十通程度のメールしかたまっていない。

（そういえば――）

　レイヴン。

　あの『ストラグル・フィールド』のアシスタントＡＩの事を、俺はふと思い出す。

　彼女はログアウトして現実に戻もどろうとする俺に対して『御ご武ぶ運うんを』といい、俺の本名で呼びかけてきた。改めて考えてみれば、それはまるで、俺がその直後に見み舞まわれるゾンビ惨禍について知っていたかの様な口ぶりにも思える。

　だが……そんな事が有り得るか？　有り得たとして何の為ために？

　相手は人間ですらない、ゲームの運営会社のサーバー上に展開されている仮想人格でしかない筈だ。最新式の高度なＡＩプログラムを搭とう載さいしているお陰で、まるで人間と話しているかの様に会話出来るけれど――いや、仮想人格というのは実は嘘うそで、例えばもしレイヴンの向こう側に居るのが生身の人間だったとしても、世界がこんな状況になっている今、俺に対してあんな台詞せりふを投げてくる意味は何処にある？

「……待てよ」

　俺が最後に喋しやべったレイヴン……あれは本当に、アシスタントＡＩキャラだったか？

　前にも述べた通りレイヴンは割と人気のキャラで、グッズなんかもよく出ていた。

　で――俺のやっていた『ストラグル・フィールド』では、キャラクターの外見も色々とカスタマイズ出来る様になっている。衣装は勿論、体格だの顔立ちだのも自由自在、その気があれば男でも女の仮想義体アバターを使ってプレイする事が出来る。

　なので面白おもしろがって――ウケ狙ねらいでレイヴンそっくりの仮想義体を作っていた奴やつも以前居た筈だ。もしその手の『なりすまし』が俺と喋っていたのなら、実際にはＡＩじゃなくて生身の人間が俺に話しかけていた事になる。

　とはいえ……

（俺の本名を知ってる奴なんて、それこそ……）

　運営はともかく……同じプレイヤーとなると本当に限られてくる。

「あいつ……どうしてるかな」

　ふと、俺はあるプレイヤーの事を思い出した。

　基本的にＶＲ－ＦＰＳの、特に『ストラグル・フィールド』でフレンド登録していたプレイヤー達は、お互たがいの距きよ離り感を心得ていたというか、付き合いを基本的にゲームの中だけに限定していた。

　だから俺のコールサインではなく本名を知っている奴はごくごく限られる。

　だが何人か居る登録済みの『戦友』の内の一人、コールサイン〈ジーノ〉、こいつは俺の住所を知っている。そして俺もこいつの住所を知っていた。正確にはちょっとした必要が在り、メールで互いの住所をやりとりした事が在ったのだ。

　直接会った事は一度も無いし、顔も知らないのだが、こいつとはなんとなくうまが合ったというか――お互い、高ランクプレイヤーだった事に加えて、一いつ緒しよに戦っていてもなんとなく相あい性しようが良かったのだ。

〈ジーノ〉はあまり口数が多い方ではなかったが、プレイの間の雑談でも、ロールプレイが徹てつ底ていされていたというか……殆ど現実世界リアルでの話をしなかったのも、好感が持てた。

「あいつ？」

　と耳ざとく聞きつけた乙羽が尋ねてくる。

「ああ。ＦＰＳゲームの知り合い、っていうか仲間でさ。割と気が合ったっていうか……色々助けてもらったりもしたんでね。家が確か隣となりの市だったから、ふと気になってさ」

「ふぅん？」

　何故かこちらを疑う様な眼まな差ざしを向けてくる乙羽。表情はいつものままなのだが首の傾げ具ぐ合あいや視線の角度でなんとなく分かる。何をどう疑っているのか知らないが。

「情報収集するんじゃないの？」

「ああ。悪い――」

　ネットワークも、いつつなげなくなるか分からない。もう保守作業をやる人間は居ないだろうからだ。情報収集をするなら、大急ぎでやるに超こした事は無い。

　だが――

「何？　遊び？　ゲーム？」

　俺の肩に顎あごを載のっける様にしてスマートフォンの画面を覗のぞき込んでくる乙羽。

　あの。近いんですけど乙羽さん。髪かみの毛けも頬ほおに触ふれてくすぐったいんですけど。

　しかも背中に両手を揃えてのしかかられると、なんだか抱き付つかれてるみたいですごく恥ずかしいんですけど。というか恥ずかしくないのかこいつは。こいつの羞しゆう恥ち心しんの境界線がよく分からない。

「全然ないね。メール」

「ほっとけ」

「博明って友達少ないの？」

「いちいち傷口を抉えぐらないでくれます？」

「私も少ないから。仲間」

　と言う乙羽はいつもの様にやっぱり無表情だが。

　なんか嬉しそうに思うのは俺の気のせいか。

　まあ平時からゾンビだなんだとマニアっぽいこだわりを見せたり、下水道探たん索さくしたりしてる様な女子高生である。そんなに沢たく山さんの友達が居るとも思えないが――まあ確かに、業の深い何かのマニアやオタクという意味では、俺も乙羽も同じだろう。

「うん。仲間だな」

　言いながら俺はブラウザを立ち上げる。

　ニュース、コミュニティ……情報を多角的に得るにはやはり専用ツールではなくブラウザを立ち上げて各サイトを見て回った方が良い。

「何――遊ぶの？　今から？」

「違ちがう！　これは最初に表示される様になってただけ！」

　ブラウザには、ホームに設定していたＶＲ－ＦＰＳ『ストラグル・フィールド』の公式サイトが現れていた。

　懐なつかしい画面だ。そんな風にすら感じる。最後にログインしてから一週間程度しか経過していないのに、もう何年も前だった様にすら思えてしまうのだ。色々な事が在って、在りすぎて、濃のう密みつな時間を過ごした結果――長い歳さい月げつを経へた様にも思えてしまうのだろう。

「大体、スマホ程度の処理能力じゃＶＲ－ＦＰＳは――」

　とそこまで言いかけて。

「…………え？」

　公式サイトの――端はし。

　そこに俺のアカウントに特化した情報表示の窓が開いている。

　正確には例のアシスタントキャラ……レイヴンの立ち絵が描えがかれていて、そこから漫まん画がのフキダシみたいな『台詞』が出ているのである。まるで『はい注目してください』とレイヴンが語りかけてきている様な雰ふん囲い気きだ。

　まあそれはさておき――問題はそのフキダシの中身だった。

「〈ジーノ〉!?」

　思わず俺は声を上げていた。

　ゲーム『ストラグル・フィールド』で何度か一緒に戦った『戦友』のアカウントが、ログインした記録が残っているのだ。相そう互ごにフレンド登録しているので、自動的に告知されるのである。

「最終ログイン時間……昨日じゃないか!?」

「どうしたの？」

　乙羽が不思議そうに尋ねてくる。

「痔じの？　お尻しりの病気の人？」

「女の子が『痔』とか軽々しく言うんじゃありません！」

　思わずそうたしなめてから俺は少し興奮気味に続けた。

「Ｚino、ジーノ、あいつのハンドルネームなんだ。元々はイタリアかどっかの人名の、もじりだった筈だけど」

　本来の人名はＧinoと綴つづる筈である。それこそよくあるハンドルネームだったから、そのままでは既き存そんのプレイヤーと名前が重複して登録出来なかった為、ＧをＺに換かえたのだとか――以前、本人が言っていたのを覚えている。

「さっき言ったろ。俺のＦＰＳ仲間で、家が隣の市なんだ」

「どんな人？」

　と乙羽が興味を持ったようで立て続けにそう尋ねてくる。

「まあ礼れい儀ぎ正ただしくて、ＦＰＳの腕うでも良くて。それから――そうそう、親がお金持ちらしい。親父おやじさんが貿易商で、趣味が狩しゆ猟りようと射撃だって言って…………」

　そこまで言って俺はある事に気づいた。

「乙羽。こいつの家まで行ってみよう」

「え？　何故？」

　目を瞬まばたかせてそう尋ねてくる乙羽。

「〈ジーノ〉の最終ログインは昨日だ。つまりあいつは未だ生きている可能性が高い。そしてあいつの家には銃がある筈だ。恐おそらくは狩猟の時に使う四駆も」

「ゲームはゾンビもの以外、よく知らないけれど……」

　と乙羽は眼めを瞬かせて言う。

　しかし本当にこいつ――ゾンビもの以外興味ないのな？　そういえば『バイ●ハザード』の最新作はとうとうＶＲ－ＦＰＳ対応になるって噂うわさだった……って今はそういう話をしている場合ではなくて。

「その人は死んでいてパソコンが勝手に、自動でログインしている可能性は？」

「そりゃゼロではないけどな。でもＶＲ－ＦＰＳだからプラットフォームとかゴーグルとかガンコンとか専用シューズとか……全部準備してリンクさせないとログイン出来ないんだよ。弾はじかれる」

　元々はボット対策で――プラットフォーム上でそれぞれの機器の位置が確かく認にんできなければ、ログインする準備が整っていないと判断されてしまうのだ。勿もち論ろん、それらを適当にプラットフォームの上に置くなりくくりつけるなりすれば、本人が居なくてもごまかせるかもしれないが……そこまでして、今のこの世界で誰を欺あざむくというのか。

「…………」

　乙羽はしばらく画面を眺ながめていたが。

「でも拳けん銃じゆうならあるし」

　――と言って、俺が腰こしに提さげた〈サクラ〉を指さす。

「あるけど、弾もあと四発しかないし、今後の事も考えると、長物は――ライフルとか散さん弾だん銃じゆうは在った方がいい。狩猟用なら、威力があるから一発でゾンビの頭吹ふっ飛とばせたりするし、食糧確保の為に野生動物も仕留められるかも」

　いざ使ってみると〈サクラ〉は、予備武装として携けい帯たいするという点では非常に優すぐれた武器だと分かる。小さく軽いので持ち歩いてもあまり負担にならないし、回転弾倉式リボルヴアなので撃つ際にわざわざ遊底を操作したり，安全装置を外したりする必要が無い。抜ぬいて引き金を引けば弾が出る。そして自動拳銃の様な装填・排莢不良ジヤムも無い。

　だが正直言って……五発という装そう弾だん数の少なさと、二インチという銃じゆう身しんの短さから来る命中精度の低さは、大いに不安だ。三八スペシャルという使用弾だん薬やくも威力という意味では少々心こころ許もとない。

　かつてアメリカ軍が一九世紀、フィリピンのモロ族と戦った際……三八口径では打だ撃げき力りよく不足で、突とつ撃げきしてくるモロ族を倒たおしきれないとされた事から、以後、アメリカ陸軍の制式拳銃の弾薬として大威力の四五口径を八十年以上も使い続けた。そして特とく殊しゆ部隊などでは未だにこの四五口径弾がよく用いられる――この辺りの話は割とガンマニアやミリオタ界かい隈わいでは有名な逸いつ話わだ。まあ実際には三八口径が威力不足だったのではなくて、雄お叫たけびを上げて突とつ進しんしてくるモロ族の戦士に、アメリカ兵がびびって弾を外しただけだという説もあるけど――それはさておき。

　元々死者であるゾンビは、ただ撃たれたというだけでは止まってくれない。脳幹部分を破壊しなければ、心臓を撃たれようが腹を打たれようが全く平気だ。人間ならば撃たれたという恐きよう怖ふと衝しよう撃げきで筋肉が収縮し、立たち竦すくんだり、倒れたり、あるいは後ろに吹っ飛んだ様に見えたりもするが――ゾンビにそういう反応は期待できない。

　より大きな威力、より長い射程の銃が手に入れば、対ゾンビ戦という意味ではかなり有利になる筈である。

「でも、まだそこに残ってる可能性あるの？」

「それは……行ってみないと分からない」

「ふうん」

「乙羽？」

　踵きびすを返して歩き出だす乙羽に、俺は慌てて後を追いかける。彼女はスタッフルームの机の引き出しから、一冊の本を取り出した。

「あの、乙羽？」

「どこ？　その家」

　よく車に積んだりなんかする、本型の全国道路地図だ。

　この手のホームセンターでは客が買った商品を配達するサービスもやっているから、こういう地図がスタッフルームに常備されているのだろう。

「ええと…………たしか、ここだったか」

　指さした場所は、地図で見る限り、かなり大きな土地で、建っている屋や敷しきも大きなものに思える。今更だが本当に〈ジーノ〉の家は金持ちだったと分かった。

「覚えてないの？」

　横目で俺を見ながら乙羽が尋ねてくる。

「いや、行った事はないんだ」

「なにそれ？」

「だから……顔を合わせた事は無いんだよ。リアルで会った事無いんだ。ネットワークゲームの仲間だとか友人だとかは大抵がそんなもんだよ。俺のコールサインは知ってても、本名は知らない奴が殆どだし」

　良くも悪くもお互い匿とく名めい、お互いプレイヤー・キャラクターという仮面を被かぶっているからこそ、現実でのややこしいしがらみを持ち込まずに済むのだ。

「ただ前に一回、ＳＲ25を――中古のＦＰＳコントローラーを譲ゆずって貰もらった事があってさ。その時に宅配便の送り主の住所が、ここだったんだ」

　その際に確かジーノの本名も書かれていたが――確か、古こ茶さ花はな庄しよう司じって名前だった。まあ現実世界での名前がどうあれ、俺にとって彼かれは古茶花庄司である以前に、〈ジーノ〉だったので本名なんて思い出す事も殆ど無かったが。

「……それ……本当に知り合い？」

　と無表情に首を傾げて問うてくる乙羽。

「直接会った事はないけど、ＦＰＳ内じゃあもう何回も戦ってきた戦友なんだよ！」

「その人も銃を扱うのが上手うまい？」

「ああ、狙そ撃げきやらせたら、かなりのもんだよ。俺も何度も助けられた」

　言いながら俺はスマートフォンを操作し、覚えていた住所を入力――ストリートビューの画面を呼び出した。

「――あった。ここだ、多分」

　郊こう外がいの閑かん静せいな住宅街……その更さらに端。

　そこに映っているのは、小さな画面には全て入りきらない程の、大だい邸てい宅たくだった。造りは洋風――いわゆる洋館ってやつか。丘きゆう陵りよう地帯を背にしているせいか、周辺の他の住宅に比べてもやたらに大きく見える。

　へぇ――これがあいつの家か。

　白くて高い外がい壁へきに囲まれた、立派な門構えで……いかにもお金持ちといった屋敷だ。

「大きな車もあるみたい」

「ああ、あるな」

　門越ごしに見えるのは、複数の車だ。どれも乗用車だが、ベンツだのＢＭＷだのの高級大型車である。勿論このストリート・ビューの画像はリアルタイム表示じゃない。なので車は既にこの混乱で失われている可能性も高い。そもそもこの屋敷が今も建っているのかどうかすら分からないが――

「ダメ元だ。行ってみよう。な？」

「分かった」

　拳こぶしを握にぎりしめて力説する俺を前に、乙羽はスコップを手に大きく頷いた。

　……あれ？　今まであんまり気乗りしない風だったのに、なんか急にやる気になってる？　それも何だか〈ジーノ〉の屋敷を見た途と端たんに？

「古びてないのが少し残念だけど……」

「……はい？」

「郊外の古びた洋館に潜せん入にゆうするのも、また、ゾンビものの定番」

「定番って――」

「特に『バイオ●ザード』シリーズとか」

「……然さ様ようで」

　古びた洋館に入り込んだ若者達が余計な真似まねをして全ぜん滅めつするのも、ホラーの定番の様な気がしたが……ここで乙羽のやる気を削そいでも意味が無いので、俺おれは黙だまっておく事にした。
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　さすがに隣の市まで出向くとなると下水道だけを通って行く訳にはいかない。

　基本的に下水道は各自治体が管理しているので、市が変わるとそもそも繋つながっていない事も在るし、何より乙羽もそこまで広こう範はん囲いの下水道を知ち悉しつしている訳ではなかったからだ。

　そもそも徒歩で……となると距きよ離り的てきに少しきつい。

　そういう訳で俺達は途と中ちゆうまで、ホームセンターに在ったオフロード自転車バイクに乗って移動する事にした。勿論、車に比べると速度は出せないし、転てん倒とうの危険性は在るが、徒歩に比べればやはり速いから移動距離も稼かせげる、ゾンビからの逃とう走そうも比ひ較かく的てき楽、という判断だった。

　実際、途中に二度ばかりゾンビの集団を見かけたが、俺達は早々に迂う回かいして別経路を辿たどり、戦闘を避さける事が出来た。自転車に乗ったままだと、さすがに立ち回りは無理というか、身体の何処どこかを捕つかまれたら転倒必至――でもって噛かみ噛み必至だ。まずは近づかないのが正しい判断だろう。

　でもって――

「……博明」

「なんだ？」

「駄だ目めだと思う」

「…………」

　俺は何も答えられなかった。

　俺と乙羽の眼を向ける先。

　そこには、目的の家――いや『屋敷』と呼ぶ方がしっくりくる建物が在る。

　かつて俺が住んでた様な、敷しき地ち面積二十坪つぼ程度の建売住宅とは次元が違う。白を基調にしたでかい二階建て、縦方向よりも横方向にでかい代しろ物もので、それを庭と、そしてやたらに長い塀へいがぐるりと取り巻いている。

　これはあれか。城か。城なのか。そう突っ込みたくなる様な建物だった。ＳＷＡＴ系のゲームで突とつ入にゆうとかやったら、さぞ面白いだろうなあとか思ってしまうＶＲ－ＦＰＳ脳の俺である。

「……一、二、三、四、五…………たくさん」

「幼よう稚ち園えん児じかお前は」

　とにかく、そのでっかいお屋敷を……ゾンビの群れが取り巻いている。

　それも大群だ。乙羽が途中で数えるのを諦あきらめるのも無理は無い。少なくとも十や二十ではない――恐らくは桁けた違ちがい、百体以上居るだろう。

　この辺りのゾンビが全部、ここに集まっている様にも思える。

　俺達は、自転車を降り、広い通りを挟はさんだ建物の陰かげからこれを眺めている状態だ。

「あの屋敷で、間ま違ちがいない？」

「ああ、間違いない」

　ストリートビューで見た塀もしっかりとある。ただし、純白だった壁かべは、見るも無む惨ざんにどす黒い色で塗ぬりたくられ、門も半壊しているが。あの黒ってやっぱり乾かわいて変色した血なんだろうな……

「……博明。あれ」

　乙羽が指差す先。

　そこには……何か棒状のものを手に持っているゾンビの姿があった。

　いや。棒じゃない。あれは散弾銃……いや、ライフルだ。銃身がやや細いし先せん端たんに照星がついてる。ＦＰＳに出てこない様な狩猟用の銃は正直、あんまり詳くわしくないので、製造メーカーや型番までは分からなかったが。

「その友達……既すでにゾンビ化している可能性は？」

「ま、まさか」

　とはいえ、俺も相手の顔までは知らないので、否定しきれない。

　ぱっと見た限りでは年配の男性といった感じだが。ライフルを持って徘はい徊かいするそのゾンビが、かつて何度も俺の相棒役を務めてくれた〈ジーノ〉なのか、それとも違うのか、判別する根こん拠きよが無かった。

「どうする？　戻る？　それとも――」

　スコップを握りしめて問うてくる乙羽。

　その時――

「……ォォオオオアアアアア」

「――！」

　俺達が身を隠かくしている建物――これも大きめの民家だが、そのガラスの割れた窓から、ずるり、という擬ぎ音おんをつけたくなる感じで一体のゾンビが姿を現した。あまり大おお柄がらではなく、小学生かそこらの女の子といった印象だ。まあ顔面がかなり腐くさってるので、厳密な判別はつかないけれども。

　反射的にスコップで迎げい撃げきする乙羽。

　さすがは『ゾンビのプロ』だけあって狙いは的確、相手が子供っぽい事にも何ら躊ちゆう躇ちよを示さず、スコップのブレードは居合抜きの如き素す早ばやさでゾンビの首をはねていた。

　お見事。だが――

「あっ――」

　思わず声が漏もれる。

　首をはねられたゾンビは、そのまま窓から落ちて――がちゃんとガラスの割れる音を立てた。元々割れて落ちたガラスが窓の下に堆たい積せきしていたのだろう。

　ガラスの音に反応した通りのゾンビ達が、こちらを振ふり返かえり――向かってくる。

「……見つかった。ごめん」

「今のは仕方ない。でもやばいな。ここは一いつ旦たん、逃げ――ようと思っても、無理か」

　振り返ると、今まで何処に居たのか、後方からもゾンビの群れが迫せまってくるのが見えた。

　右も左も建物の壁、前と後ろはゾンビの群れ……完全に挟み撃ちの状態だ。

「どうする？」

「…………」

　俺は素早く首を巡めぐらせて、前後を確認。

　単純な数は明らかに前の方、つまり屋敷の周囲の方が多い――が。

「乙羽、このまま突つっ切きって屋や敷しき内ないに入ろう」

「え？　でも突っ切るなら」

「密度の問題だよ！」

　建物と建物の間、狭せまい路地をやってくる十数体と――広い道を徘徊している百体と。

　突とつ破ぱするなら後者の方が最終的に排はい除じよすべき数は少ない。

「行くぞ！」

　乙羽にそう告げる。

　それから俺は腰の〈サクラ〉を確認、右手にバールを持つと、乙羽と互いの覚かく悟ごを確認する様に頷うなずき合ってから、屋敷に向けて駆かけだした。
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　武道では人を一人倒して一段という。

　ならばゾンビ道――なんてものが在るのかどうかはさておき――においては乙羽と共にこの一週間余りを生き延びてきた俺もまた、有段者という事になりはしないだろうか。

　まあ要するに俺は……自分の判断に自信が在った。

　ゾンビの動き、密度、道の広さ、自分達の運動能力と戦闘能力……そういったものを全て斟しん酌しやくした上で、『いける』と踏ふんだのである。

　実際――

　よろよろと近づいてくるゾンビ達の間をすり抜け、手が届く様な位置に居る奴はバールとスコップで殴なぐり飛ばし、俺達は必死に駆けて――捕まる事も、囓られる事も、引っかかれる事もなく、屋敷の敷しき地ち内ないに飛び込んだ。

　門は壊れていたので難なく通れたし、ゾンビ達もすれ違いざまに五体ばかり殴った程度だ。勿論、丁てい寧ねいにとどめをさしている余よ裕ゆうは無かったので、そのまま走はしり抜けたけれども。

　そこまでは順調だった。そこまでは。

　ただ……

「くそっ……ここも施せ錠じようされてるのかよ!?」

「博明、こっち」

　肝かん心じんの車は何処どこにも見当たらないし、屋敷そのものには何処もかしこもがっちりと施錠がされていて入れない。結果として俺おれ達たちは――ゾンビに追われながら、延々と敷地の中を走り回って逃げる羽目になった。

「そこは？」

　迫り来るゾンビをスコップで殴り、あるいは切り倒しながら訊きいてくる乙羽。

「今調べる！」

　特に打ち合わせた訳でもないのだが、いつの間にか俺が出入り口を調べる係、乙羽はその間、追いついてきたゾンビを倒す係、という風に役割分担が決まっていた。

「駄目だ、ここも鍵かぎが掛かかってる！」

「……そろそろ限界かも」

　乙羽の言う通り、俺達は無限に逃げ続けられる訳でも戦える訳でもないし、何より、ゾンビは壊れた門から際限なく入り込んでくる。結果として俺達は自分から袋ふくろ小路こうじに入っただけだった。

「しなくてもいい事をして窮きゆう地ちに陥おちいる――お約束のパターン」

「俺か!?　俺のせいかっ!?」

　やけくそで扉とびらをガチャガチャやりながら叫さけぶ俺。

　確かにここに行こうと提案したのは俺だし、屋敷の方に逃げようと言ったのも俺だけども！　乙羽も途中からは乗り気だったっていうか――

「こうなったらアレを試ためすしか」

「アレ？」

　何か秘密兵器とか最終奥おう義ぎとかがあるのか。そんなのが在るならもっと早く使って欲ほしかったのだが――ポケットから乙羽が取り出したのは、え？　ゴルフボール？

　彼かの女じよはそのまま手首を使ってそれを放ほうり上げると。

「――ッ！」

　猛もう烈れつな速度でスコップをフルスイング。かいん、と軽い音を立てて打たれたゴルフボールは予想外の速度で飛んで、近づいてきたゾンビの顔面に命中していた。

　仰あお向むけに倒れるゾンビ。

「……ナイスショット」

「ええ、ええ、ナイスショットですねえ！　お上手ですよ乙羽さんッ！」

　自画自賛する乙羽にやっぱりやけくそで喚わめく俺。

「銃じゆうの代わりになると思ったのに。思ったより効率が悪いかも」

「なる訳ねえし！」

「映画だったら倒せたのに」

「そういうのはもっと余裕のある時に試してくれよ!?」

　そもそもゴルフボールが直ちよく撃げきしたゾンビも、ただ倒れただけで、倒せていない。オゥオゥ言いながら起き上がってきている。

「ここはやはり逃げるのが賢かしこいと思う」

「分かってるよ、分かってるけど……！」

　右も左も前もゾンビだらけ。そして後ろの扉は閉まったまま。

　ここから逃げようと思えば、鳥の様に空でも飛ぶか、モグラ以上の掘くつ削さく能力で穴でも掘ほるしかない。だがこの土ど壇たん場ばでそんなに都合良く特殊能力が発現する筈も無く。

「映画だと、完全に囲まれて逃げられない時は、銃を口に入れて自決がお約束――」

　乙羽はとりあえずゾンビの首にスコップのブレードを叩たたき込みながら言う。

「いらん、そんな約束いらんっ！」

　とは言いつつも、既に状じよう況きようは詰つんでいる。

　だが〈サクラ〉の中には未だ四発の弾たまが残っている。俺と乙羽の分を除けば二発。たった二発だが抵てい抗こうしないよりはマシだろう。俺は往おう生じよう際ぎわが悪い方なのだ。

「このっ――」

　俺は〈サクラ〉を引ひき抜いて近づいてくるゾンビの一体に狙いを付け――ようとしたその、瞬しゆん間かん。

「――でっ!?」

　俺は背中を押おされて転んでいた。

「ぬわ、何すんだ、乙――え？」

　俺が文句を付けようとした乙羽は、俺の右横に居た。

　という事は俺の背中を押したのは――誰だれだ!?

「――伏ふせて」

　そんな一言の直後、俺の頭上に銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　同時に近づいてきたゾンビが二体、揃そろって頭部の何割かを削けずられて、仰向けにひっくり返っていた。乙羽のゴルフボール攻こう撃げきとは比ひ較かくにならない大威い力りよく。これは間違いなく銃じゆう撃げきだ。しかも効果から考えれば大口径の散弾銃――

「お二人とも、こちらへ」

　振り返った俺が見たのは、開かれた扉と、そこにモスバーグＭ５００散弾銃を携たずさえて立つ――メイドさんだった。俺の背中を押したのは、開かれた扉だ。

　って――え？　メイド!?

「博明！」

　一いつ瞬しゆん、驚おどろきで思考が止まりかけたが、乙羽の声に叱しつ咤たされ、俺は我に返ると――立ち上がる事無く地面を転がって、建物の中に入る。

　当然、俺達の後を追い、先さき程ほど倒たおされた二体を踏み越こえて、他のゾンビ達が迫って来るが……先頭の三体に更に散弾銃の一いち撃げきが加えられ、それらが倒れる事で後続のゾンビ達をも巻き込んだ。

　ゾンビ達が停てい滞たいしているわずかな間に扉は閉められ、電でん気き錠じようが自動で四カ所、扉を施錠していく。その直後――扉にゾンビ達がぶつかる音が聞こえてきたが、分厚いそれが破られる様子は、今のところなさそうだ。

「助かった……乙羽、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん。博明、それより」

　と乙羽が俺のすぐ隣に視線を向ける。

　即すなわち――散弾銃を持ったそのメイドさんに。

　おお。あれってやっぱりモスバーグのＭ５００か。確か散弾銃では世界で唯ゆい一いつ、米軍の軍用規格ＭＩＬスペツクに合格した――って、そんな事に今は感心している場合じゃなくて。

「お二人とも、お怪我けがはありませんか？」
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　困こん惑わくする俺にメイドさんは、がしゃ、とＭ５００の先台フオアエンドを操作して空薬やつ莢きようを排出させながら、そう声を掛けてきた。身みの丈たけは恐らく１７０cm以上――日本人女性としては長身な方だろう。細身を濃のう紺こんのワンピースとフリル付きの白いエプロンに包つつみ、手には白しろ手て袋ぶくろ、頭にはやっぱりフリル付きのヘッドドレス、と何処からどう見ても完かん璧ぺきにヴィクトリアンなメイドさんである。

　うわあ。現代日本にメイドなんて本当に居たのか!?　ドラゴンだのエルフだのと同じで、創作物の中だけに存在するものかと思っていたけれども（言い過ぎ）。

「え、ああ、おかげさまでなんとか……」

「それはようございました」

　と――するりと無理の無い動きで銃を下ろすメイドさん。

　若い。二十歳はたちかそこらだろう。

　しかも理知的で怜れい悧りな印象の美人だ。しかも何というか実にお堅かたい感じ。切れ長の眼に加え、白く面おも長ながの顔を横切る様にしてフレームレスの眼鏡を掛けているので余計にそういう印象が強くなる。

　メイド服ではなくてスーツでも着せれば有能美人秘書って感じになるだろう。ゲームのキャラクターと比べるのは失礼かもしれないが、ちょっと『ストラグル・フィールド』のレイヴンと雰囲気が似ている気がした。

「念ねんの為ためにお聞きしますが」

　それから彼女は――ふと思い出した様に尋たずねてきた。

「お二方のどちらか、あるいは両方が、『歩く死者』達に噛まれた、あるいは引っかかれたという事は？」

「ありません」

　俺達は揃って首を振った。

「しかし人間は興奮状態にあると往々にして自分の小さな傷に気付かないものです」

　メイドさんは――未いまだ火薬の匂においを漂ただよわせている散弾銃を片手に提げたままで、無表情に言った。

「ここは念の為にお二人には全ぜん裸らになってもらい確認すべきかと」

「……ひょっとしてこの人、お前の親しん戚せきか何かか？」

「違う」

　と首を振る乙羽。いやまあそうなんだろうけどさ。

「さあ。全裸に。下着一枚残さず」

　と真顔で要よう請せいしてくるメイドさん。

「いや、勘かん弁べんしてくださいよ!?」

　傷の確認が必要なのは分かるが、扉一枚隔へだてた向こうにゾンビがうろうろしている状態で、武装解除どころか真まっ裸ぱだかになるのは絶対に嫌いやだった。

「というか下着一枚残さずって」

「一糸纏まとわぬ生まれたままの姿になってこそ人はわかり合えるのです」

「何の話!?」

　このメイドさん、なんかおかしくないか!?

「俺達がゾンビになったら、遠えん慮りよ無くその散弾銃で撃うってくれればいいですから、ここで真っ裸とか勘弁してください」

「…………残念です」

　なにがだよ？

　と突っ込みたかったが、相手が散弾銃を持ったままなのでとりあえず我が慢まんする。眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで今にも舌打ちしそうな雰囲気である。美人なんだが――なんかこの人も尋じん常じようじゃないな。やっぱり乙羽の親戚か何かじゃないのか？

「この屋敷は頑がん丈じように作られているので、そうそう簡単には『死者』達に侵しん入にゆうされたりはいたしません。とりあえずは御ご安あん心しんを」

　といってＭ５００を下げるとメイドさんは一礼してきた。

　改めて見ると……長身痩そう躯くというか、背は高いのだけれど、細身で華きや奢しやな印象さえある。だからこそその手に散弾銃を提げているのを見ると不自然に見えるのだが――一方で俺達を助けてくれた時の連射の手て際ぎわは、明らかに使い慣れた者のそれだ。

　しかも――

（あの時、立て続けに四発撃ってたよな？）

　確か日本で狩猟用に認にん可かされる散弾銃は弾倉と薬室合わせて三発までしか装填出来ないから、俺達を助ける為に四発撃ったって事は――

（一瞬の事でちらっとしか確認出来なかったけど、あの時、このメイドさんコンバット・リロードしてたよな……？）

　散弾銃の場合に、指の股またとかに予備の弾薬シヨツトシエルを挟んでおいて、銃じゆう口こうを前に向けたまま、随ずい時じ、追加装填しながら撃つ手法をコンバット・リロードと呼ぶ。

　名前の通り、狩猟というより、戦せん闘とう用の射しや撃げき術だ。

「性別違ちがうけど、ひょっとして貴方あなたが、〈ジーノ〉か!?　俺のＦＰＳ仲間の――」

　戯体アバターを自分本来の性別とは違うものに設定するってのは別に珍めずらしくない。ＶＲ－ＦＰＳの場合、あんまり自分の身体と違う戯体を設定すると、身体感覚がおかしくなって酔よったり、転びやすくなったりするので、俺は女性型戯体をあつらえた事は未だ無いが――

「ＦＰＳ？」

　俺の言葉にしかし、メイドさんは首を傾かしげる。

「いや、だからゲームの……俺だよ！　〈ハウンド９〉！　何度か一いつ緒しよに戦って――」

「〈ハウンド９〉……？」

　それでもメイドさんは何か怪け訝げんそうにしていたが。

「ああ、なるほど、〈ジーノ〉、〈ハウンド９〉、なるほど」

　と何か一人で納なつ得とくしてしまったようで、彼女は何度も頷いている。

　まあ、ＶＲ－ＦＰＳでフレンド登録していた『戦友』とはいえ、実生活で付き合いがあった訳じゃなし、お互たがい、カスタマイズしたアバターを介かいしてしか会っていないのだから、顔を合わせても分からなくて当然だ。

「貴方が〈ハウンド９〉様ですか」

「様だとか、水くさい。いつもみたいに呼び捨てでいいぜ――〈ジーノ〉」

　と若じやつ干かん、ＶＲ－ＦＰＳのロールプレイモードに入りつつ俺は言った。お互いの力量を認め合った強者同士の邂かい逅こうなのだ。ちょっと位、雰ふん囲い気きに酔っても罰ばちはあたらないだろう。

「いえ、私は〈ジーノ〉ではありません」

　しかし――メイドさんは首を振った。

「私はこの屋敷のメイドを務めております、植うえ村むら鐵てつ子こと申します。そして〈ハウンド９〉様の仰おつしやられている〈ジーノ〉は、御お嬢じよう様さまのハンドルネームです」

「へ……？」

　御嬢様？　今このメイドさん『御嬢様』って言ったか!?

　御嬢様って言ったら、ええと、あれか、縦ロールの金きん髪ぱつで『ごきげんよう』とか挨あい拶さつしてくる――あれだ、想像上の生き物だよな!?　いや、こうしてメイドが実在している以上、御嬢様だって決して幻まぼろしの生物だとは言い切れないっていうか、いやそうじゃなくてこんな豪ごう邸ていがある訳だから（混乱中）。

「〈ハウンド９〉様の事はかねがね――御嬢様からお聞きしておりましたが、申し訳ございません、私はその種のゲームを嗜たしなみませんので、失念しておりました」

「は……はぁ……」

　混乱しつつも一気に気分が冷える俺。

　要するに俺は……ＦＰＳ仲間でもない相手に、どや顔で『俺の事は〈ハウンド９〉と呼んでくれ』とか言っちゃってた訳で。

　というか改めて我に返ると、〈ハウンド９〉とかリアルで連呼されるととても恥はずかしい。ああいうのはゲームの中のロールプレイだからこそ、イケてるのであって、実生活の中で何度も何度もその名で呼ばれると……ああ、なんていうか、すごく羞しゆう恥ちプレイっぽいというか……ああああああ。

「お友達の〈ハウンド９〉様がご存命と分かれば、御嬢様もお喜びになられるでしょう。ご案内しますので、こちらへ――〈ハウンド９〉様」

　わざとかどうか分からないが、〈ハウンド９〉の名を殊更に繰くり返しながらメイドさんは――鐵子さんは踵を返して屋敷の奥おくへと歩いて行く。

　俺と乙羽は一瞬、顔を見合わせてから、その後を追った。

「――あの、博明？」

　横から俺の顔を覗のぞき込んでくる乙羽。

「私も〈ハウンド９〉って呼んだ方がいい？」

「やめてくださいお願いします」

　真顔で尋ねてくる乙羽に俺は泣きそうになりながらそう答えた。




　　　　●




「こちらでございます」

　と鐵子さんは俺達に一枚の白い扉を示す。

　長い廊ろう下かの端はしにそれは在った。

　名札ネームプレートも何も無いただの扉である。ただし隣となりの部屋の扉とはかなり距きよ離りが空いているので、この向こう側に在る部屋がそれなりに大きいのは想像が出来る。さすがは御嬢様の部屋である。

「御嬢様はこちらにおられます」

「いや……あの……？」

「では私はこれで」

　そう言って恭うやうやしく一礼すると鐵子さんは踵を返し、すたすたと廊下を戻もどっていった。

　言うまでもなく、彼女が俺達を此処ここまで案内してきてくれた訳なのだが――

「入って良いって事だよな？」

「……多分」

　とその場に取り残された俺は乙羽と顔を見合わせる。

　いくらゲーム仲間だからって、いきなり御嬢様の部屋に案内するもんなのか？　こういうお屋敷なら来客用の応接間とか在るだろうに。何だか不自然な気が――

「――博明」

　ふと乙羽が声を掛けてくる。

「入ったら私は右に。博明は左に」

「了りよう解かい――って待て待て」

　さあ、突入しますよ、と言わんばかりにスコップを握りしめて身を屈かがめる乙羽に俺は慌あわてて言った。

「何をする積もりだ、お前は!?」

「こういう屋敷では、油断して扉を開けるとゾンビが待ち構えているのが定番」

「いや、そ、そうなの？」

「定番の罠トラツプ」

　無表情に、しかし何やら自信たっぷりといった様子で言う乙羽。

　しかし罠って――もしこれが何らかの罠だった場合、仕し掛かけたのは鐵子さんという事になるのだが。

「初対面の俺達を罠にはめる理由が彼女にあるか？」

　というか助けられてから俺達は彼女に案内されて此処に直行した訳だし、罠を仕掛けてる時間的余裕なんか無かった筈はずなのだが。まあ御嬢様の自室にいきなりご案内ってのは、確かに不自然なんだけども――

「ゾンビは人間が転化した怪かい物ぶつ」

　乙羽はスコップの柄えを握る右手の人差し指を立てて言った。

「……なんだよ今いま更さら？」

　そんな事説明されるまでもない。散々見てきたし経験もしてきた。

「仲の良い友人、恋こい人びと、家族……そんな近しい人々がある日突とつ然ぜんに怪物化する恐きよう怖ふがゾンビものの醍だい醐ご味みの一つ」

「それは――」

　まあ家族のゾンビ化は俺も見てきた訳だが。

「素人しろうとはゾンビと分かっていてもつぶせない。殺せない。生前の思い出が脳のう裏りを過よぎってつい手が止まってしまう」

「素人って何だよ素人って」

　と突っ込みを入れる俺。だが乙羽は構わず続けてこう言った。

「だからゾンビ化した家族や仲間を部屋や小屋に閉じ込めて匿かくまってしまう。これもまたゾンビものの定番パターン。特に長く続くＴＶシリーズとか」

「あー……」

　そこまで聞けば俺も大たい概がい察しがつく。

　実は御嬢様は既にゾンビ化してて、しかし忠誠心に篤あついメイドは彼女を殺して棄すてる訳にもいかず、部屋に閉じ込めたまま、まるで動物に餌えさをやるかの様に、たまたま迷い込んできた人間を………………っていかん、考え方が乙羽にかなり毒されてるな。

「それはちょっと考えすぎじゃないか？」

「想像力は武器。思考停止は生存努力の放ほう棄き」

「いやまあそれは――そうなんだけど」

　俺は改めて目の前の白い扉を眺ながめる。

　もし本当に、ゾンビ化した御嬢様を閉じ込めているのだとしたら、鍵が掛かってるだろうし、これを開けずに俺達をこの場において立ち去る意味が無い。いや、でもそもそもゾンビって扉開けられるんだっけ？　死んで知能も無くなってるならドアノブの使い方すら分からなくなってる可能性があるが。

　どうもあのメイドさん、普ふ通つうじゃないっぽいというか……乙羽とはちょっと変人っぷりの類型タイプが違うが、何考えてるのかよく分からない感じがする。乙羽の妄もう想そうに対して『あの人がそんな事する筈無いだろ』と笑い飛ばせないというか。

「うーん？」

　此処で延々考えていても始まらない。

　何だか不自然なのは確かだし、ここは乙羽が納得する様に行動させた方がいいだろう。

「じゃあ開けるぞ。ただし突入は俺が先だ」

「……どうして？」

「どうしても」

　強ごう引いんに決めて俺は扉のドアノブを握る。

　正直に言えば乙羽の場合、相手がゾンビかどうかきっちり確かく認にんせずに首チョンパしちゃう可能性が棄てきれなかったからだ。実際、初めて出会った時に俺がやられかけたし。

「――行くぞ」

　そう言ってから、俺は腰こしの後ろに挿さしていた〈サクラ〉に手を掛けつつ、扉を開いて部屋の中に入る。

「…………」

　広い。それが第一印象だった。

　恐おそらく二十畳じよう以上だろう――少なく見積もっても俺の部屋の三倍はある。しかも奥の方を見ると白い壁に俺達が入ってきた出入り口とは別に、扉が設けられているのが見える。どうやら二間続き……つまり更さらに別室が在るらしい。

　凄すごいなこれ。文字通りに深窓の令れい嬢じようそのものだよ。

　ただし内装はというと、予想外に普通だった。

　屋や敷しきがでかくて凝こった造りになっているから、部屋の中もこう、中世西せい欧おう風ふうの彫ちよう刻こく入り家具やら何やらで埋うめ尽つくされているのかとも思ったが……広いというだけで、置かれている家具は普通に簡素シンプルだ。白と黒を基調にしたモノクローム系のものが多い。シンプルモダン系家具とでも言うのだろうか。実に品が良いというかお洒落しやれな印象だ。

　だが……

「…………あれは」

　だからこそ、一度目に付くと、それはやたらに俺の気を引いた。

　部屋の奥に置かれた天てん蓋がい付きのベッド。

　デザイン自体はやはりシンプルモダン系なのだが……そもそも天蓋付きのベッドなんて俺は創作物の中でしかお目に掛かった事が無かった。まあ御嬢様が寝ねるのには相応ふさわしいのだろうけれども。

　見回しても人の姿は見当たらない。

　俺おれは――一つ深呼吸してからベッドに歩み寄った。

「…………〈ジーノ〉？」

　果たしてそこには一人の少女が眠ねむっていた。

　年としの頃ころは十六か七……俺と同じ位だろう。

　驚く程ほどに綺き麗れいな子だった。

　緩ゆるやかに波打つ長い亜あ麻ま色いろの髪かみや、くっきりした艶あでやかな目鼻立ちからして、ハーフかクォーターなのだろう。まるでお人形さんの様に整っていて隙すきが無く、眠っている状態ですら滲にじみ出でてくる様な気品というか、優ゆう雅がな雰囲気が在る。

　童話に語られる『眠れる森の美女』そのものだった。

（これがあの〈ジーノ〉なのか……？）

　だからこそ、そんな疑問も湧わいてきたりする。

『ストラグル・フィールド』における〈ジーノ〉は小こ柄がらで細身でこそあったが、大きく重い狙そ撃げき銃じゆうを己おのれの身の延長の様に扱あつかう、優ゆう秀しゆうな狙そ撃げき手しゆだった。勿もち論ろん、アバターの性別設定は男性になっていたし、顔は四角く髪も黒くろ髪かみを短く刈かり込んでいた。

　それが中身は、実はこんな綺麗な御嬢様だったとは。

　確かにしゃべり方なんかはかなり上品だった記き憶おくは在る。戦場で兵士になって戦うゲームである訳だから、ロールプレイの一いつ環かんである事も含ふくめて、乱暴な言こと葉ば遣づかいのプレイヤーが多かったが、そんな中で〈ジーノ〉はむしろ浮ういていた位だ。

（しかしこれ、どうすりゃいいんだ？）

　少女は俺がベッドの近くまで来ても眠ったままだ。

　眼めを閉じて微び動どうだにせず、まるで死んだ様に――

（……って）

　ふと脳裏にほんの数十秒前に乙羽とした会話が過ぎる。

　実は御嬢様は死んでいて…………？

「…………」

　俺は一瞬、躊躇したが彼女が息をしている事を確かめようと、僅わずかにベッドの上に身を乗り出だしてその顔に――口や鼻の辺りに手を翳かざす。

　そのまま数秒……しかし掌てのひらにも指先にも少女の吐と息いきが触ふれる事は無く。

　この少女は、息をしていない。

「そんな……」

　俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを漏らしながら手を引っ込める。さすがに彼女の身体に触れて体温だの脈みやく拍はくだのを確かめる勇気は無かった。この御嬢様があまりに綺麗過ぎて単純に俺が気き後おくれしたという事もある。

　だが――次の瞬間。
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「…………」

　ぱちり、とでもしそうな感じで、いきなり少女の瞼まぶたが開いた。

　俺をじろりと睨ねめ付つける、翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。

「――え？」

　死体かと思った相手が示した突然の反応に、俺は行動と思考が停止していた。

　いや。今この世界では死者は歩き回るし噛かみ付いてもくる。横たわる死者が突然、瞼を開いたからといって驚くには値あたいしない。だから思わず行動と思考を止めてしまったのは、完全に俺の失敗ミスだった。

「うわっ――」

　まずい……！　俺と少女の距離は一メートルもない。手を伸のばせば届く距離。このまま身を起こした少女に噛み付かれたり引っかかれたらそこで終わりだ。

「博明!!」

　俺の悲鳴じみた声を聞きつけたのだろう――背後で乙羽が俺の名を呼びながら駆け寄よってくる気配。続けて視界の端で横に回った乙羽のスコップが、ぶん、と音を立てて振りかぶられるのが見えた。

「博明、離はなれ――」

　だが次の瞬間。

　くるりとスコップが、いやそれを持つ乙羽ごと半回転していた。

「――え？」

　咄とつ嗟さに振り返った俺は、床ゆかに転がる乙羽と、その背後で身を沈しずめながら足を伸ばしているメイドさんの姿を見る事になった。これはあれか、後ろから駆け寄った鐵子さんが乙羽に足あし払ばらいを掛けたのか!?　立ち去った様に見せかけて俺達を監かん視ししていたのか!?

　どうする!?　俺はどうすれば良い!?

　目覚めたゾンビ少女か、それとも俺達を罠にはめたメイドか。

　先まず、どちらに対応すれば――

「あの……」

「くそっ、乙羽ッ……！」

「あのぅ。もしもし？」

「うるさいな、今忙し――」

　と言いかけて俺は気付いた。

　俺に話しかけてきているのが誰なのか。

「――ッ！　新タイプ!?」

　ベッドの上の少女に視線を戻しながら俺は思わずそう叫んでいた。

　かつて派出所で俺を見て乙羽が漏もらしたのと同様に。

　即ち――ベッドの上のゾンビ少女が上半身を起こして俺に話しかけているのだ。

　いや。これはもう明らかにゾンビじゃなくて……

「生きてるっ!?」

「……はい？」

　叫ぶ様に言う俺に少女は首を傾げた。

「生きてるのか!?　死んでない!?」

「はい……恥ずかしながら」

　と少女はおっとりした口調でそう言って微笑ほほえんだ。

　以前、何かの小説で『とろける様な』なんて言葉を笑え顔がおの表現に使うのを見た事が在るが……実の所、俺はそれが具体的にどんな笑顔なのかさっぱり想像が出来なかった。出来なかったのだが、今この少女の笑顔を前にしてようやく『ああこういう表情の事か』と頭の片かた隅すみで場ば違ちがいにも納得していた。

　白く柔やわらかな彼女の顔が、ほんわかと笑えみの形に緩んでいる。今にもあちこちがこぼれ落ちそうに見えて――しかしぎりぎりの一線で留とどまっているその顔は、見ているとこう、手を伸ばして思いっきり頭を撫なでまくりたい衝しよう動どうを俺の中に生み出していた。

　何この美しくて愛らしい生き物。同じ人間なのか？

　というか――

「いや、でもさっき息してなかった――」

「ああ。それは息を止めておりましたから……」

「なんで!?」

「キスの時は息を止めるものだと」

「……は？」

「〈ハウンド９〉が中々キスをしてくださいませんので……もう少しで窒ちつ息そくしてしまう所でした」

「……はぁ？」

　何言ってんだこの子は？

「そういえば……」

　ふと――少女は何か思いついた様に、人差し指を一本立てて見せた。

「『眠れる森の美女』の王子様が、眠っている姫ひめに躊ちゆう躇ちよ無くキスをしたのは、実は屍体性愛ネクロフイリア趣しゆ味みだったから……という説が在りますが」

「在るのか!?」

「何百年も前の王国のお姫ひめ様さまですよ……？　普通、生きてるとは思いませんし……」

「いやまあそりゃそうかもしれないけど」

「ですから……もしや〈ハウンド９〉も同様の性的倒とう錯さくが……？　と」

「ねえよ!?」

　叫ぶ様にそう訴うつたえる俺。

　何で俺が性的倒とう錯さく者しや疑ぎ惑わくを掛けられねばならないのか。

　少女はしかし何故なぜか不満そうに上うわ目め遣づかいで俺を見つめながら――

「私が死体ではないから、がっかりしたのかと……」

「……確かにがっかりした」

「それはお前だけだ！」

　と俺は――丁度、鐵子さんに手を差さし伸べられて身を起こしている乙羽に突っ込みを一つ入れてから、再び目の前の少女に向き直った。

「紛まぎらわしい事すんなよ!?　……って」

　この子、今、俺の事を〈ハウンド９〉と言ったよな。

　って事はやっぱりこの子が間ま違ちがいなく――

「〈ジーノ〉!?」

「そうですけれど……」

　何を今更？　といった感じでその少女は――我わが戦友〈ジーノ〉こと古茶花篠しのは言った。




　　　　●




「古茶花篠です。現実リアルでは初めまして」

　そう言って御嬢様はのんびりと微笑んだ。

　場所は先さき程ほどと同じ彼女の部屋である。彼女は自分のベッドに腰こし掛かけ、俺おれ達たちは勧すすめられるままに壁かべ際ぎわに幾いくつか並べてあった一人掛がけのスツールに、それぞれ座すわっている。

　妙みような初対面となったが、仕切り直しという事で、改めて今〈ジーノ〉が……篠が自己紹介してきた所だ。

　ちなみに篠の横には鐵子さんが立っており、俺達の手には彼かの女じよが運んできた紅茶のカップが在った。なんか妙な薬でも入ってるのではないかと疑ったが、同じポットから入れたものを御嬢様も手にして既すでに口をつけているので、大だい丈じよう夫ぶだろう、多分。どこぞの推理小説みたいにカップの方に薬が塗ぬられていたら駄目アウトだが、そこまで気にし始めるときりがない。

「お久しぶりです〈ハウンド９〉」

「ああ、いや、えと、それやめて」

　と思わず俺は隣の乙羽の、何か言いたげな視線を感じながらそう訴えていた。

「それはゲーム用のコールサインだから。リアルでは本名でいいです。というか本名は出庭博明といいます……って知ってるよね」

「はい。前にＳＲ25をお譲ゆずりした時に」

　ちなみにＳＲ25というのは――俺がＳＣＡＲ－Ｈの前に使っていた銃だ。

　まあそれはさておき――

「……ってそういえば。あの時の送り主、古茶花庄司って男の人の名前だったけど――」

　ＶＲ－ＦＰＳ『ストラグル・フィールド』内の〈ジーノ〉も男性の仮想戯体だったが、まあ、性別を偽いつわるのは別に珍しい事じゃない。しかし現実世界での宅配便の伝票にまでわざわざ性別を偽った名を使うのは、何か特別な理由でもない限り、おかしいだろう。

「古茶花さんは、なんでわざわざ……」

「ああ、それは……」

　一瞬――何か戸と惑まどう様に表情を曇くもらせ、眼を伏せる古茶花篠。

　それまでの、いかにも育ちの良い御嬢様って感じの、のんびりほんわかした様子が印象的だっただけに……彼女のそんな表情はやたら際きわ立だって見えた。

「古茶花さん……？」

　乙羽もどうやら気付いたらしくて怪訝そうに声を掛ける。

「旦だん那な様さまは商社を経営しておられまして」

　代わりに答えたのは鐵子さんだった。

「個人名義での郵便や宅配便の利用も頻ひん繁ぱんに行うものですから、旦那様名義の印刷済み伝票がこの屋敷にも常にストックされているのです。御嬢様が何かを送る際にはよく利用しておられました」

「ああ、なるほど……」

　会社なんかで大量に宅配便のやりとりをする場合には、業者から印刷済みの伝票をまとめて貰もらったりするらしいが。一いつ括かつ契けい約やく的なものなので、既に料金はまとめて支し払はらい済みで、それを流用すれば手軽に宅配便を送れるという訳だ。

　御嬢様の表情が曇ったり眼を伏ふせたりしたのは、父の仕事用の伝票を勝手に使ったので後ろめたいとかそういう事だろうか。

「では『博明さん』とお呼びすればよろしいですか？」

　伝票の名義の話題が終わったからか――御嬢様は先程までの、のんびりほんわかした表情を取とり戻してそう尋ねてきた。

「ああ。そっちの方が違い和わ感かんが無い」

「でしたら私の事もどうか、『篠』――と」

　と笑みを深めながら御嬢様は言った。

　癒いやし系けいとでもいうのだろうか、彼女の周りだけまるで別の時間が流れているのではないかと思う位に、緊きん張ちよう感を根ね刮こそぎ欠いた感じだ。対しているこちらまで何だか気が緩んできそうだった。

　さすがは正しよう真しん正しよう銘めいの御嬢様である。

　まあ、実際にはこの子の個性――というか古茶花篠だけの特とく徴ちようかもしれないが。

「し……篠さん」

　思わず『さん』付けしてしまう俺。さすがに出会ったばかりの女の子を下の名前で呼び捨てにするのは、馴なれ馴れしすぎるかと思った訳だが――

「…………」

　と何やら乙羽がこっちをじっと見つめているのに俺は気付いた。

　――あ。よく考えれば俺は乙羽の事を最初から下の名前で呼んでいるか。

　これは乙羽の方が先に、さも当然、といった感じで俺の姓せいではなく名で呼んできたので何となく俺も同じ様に応じていたからなのだが……

　これって乙羽にもさんづけした方が良いんだろうか？

　そんな風に俺が思っていると――

「どうか呼び捨てで」

　などととろける様な笑みはそのままに篠さん――篠がそう訴えてくる。

「いやでもそっちも『さん』付け――」

「私達たちの仲ですし他人行ぎよう儀ぎな呼び方は哀かなしいです」

　とわずかに眉まゆを寄せて唇くちびるを尖とがらせ、拗すねた様な表情を浮かべて篠は言った。

　基本――彫ほりの深い、目鼻立ちのくっきりした美人なので、こういう子供っぽい表情を浮かべると落差のせいかもの凄く可愛かわいくなる。殆ほとんど反則技だった。

「わ、私達の仲も何も……俺達、会ったばかりだろ？」

　何だかよく分からない動どう揺ようをしながら俺は喘あえぐ様にそう答える。

　すると篠は眼を瞬まばたかせながら首を傾げて――

「何度も……あんなに激しい夜を共に過ごしましたのに……」

「いやそれは単に徹てつ夜やでゲーム……」

　大体ゲーム内では篠は男のアバター使ってた訳で。

「――鐵子さん」

　ふと……篠は鐵子さんの方を向いて言った。

「はい。御嬢様」

「何だか話が違うような……先程もキスしてくださいませんでしたし」

「この期ごに及およんでこの反応の悪さには私も驚おどろいております」

　と鐵子さんは生き真ま面じ目めな表情でそう言った。

「昨日は念入りに身体を洗いましたし……無む駄だ毛の処理も万ばん全ぜんですのに……」

「御嬢様。勝負下着には何を？」

「以前より鐵子さんがお勧めの、新品のクリスティーズを……」

「完かん璧ぺきでございます、御嬢様」

　……って何の話!?

「なのにどうしてでしょう……？」

「据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじと申します。男は誰だれもが自意識過か剰じような性欲魔ま神じん、優やさしく対すれば自分に気があると思い込み、眠れる美女がいればまず唇を奪うばい、起きている美女も隙を見せれば、これ幸いと脊せき髄ずい反射の如く飢うえた獣けものの如く飛びかかるのが常でありますが――」

「いやちょっと待て」

　何なんだその偏へん見けんに充みち満みちた男性観は。

「察するに〈ハウンド９〉様は男性機能に何か問題を抱かかえていて」

「男性機能……ですか？」

「はい。俗に言うインポ――」

「だから何の話だよ!?」

　俺は思わず声に出して叫さけんでいた。

　というかやっぱり嫌いやがらせか!?　嫌がらせなのか!?　殊更に〈ハウンド９〉を連呼しやがってこのメイドさんめ！

「勿論……博明さんの話です」

　と篠は言った。

「でも博明さん……心配なさらないで……博明さんが男性機能に問題を抱えていても、死体に欲情する猟奇な性的嗜好でも、私は気にしませんから……」

「いやそこは気にしようよ!?」

「――博明の男性機能は正常。確認済み」

「お前も黙だまってろよ!?」

　横から余計な事を言ってくる乙羽に涙なみだ目めで怒鳴る俺。

　いやまあ確かに乙羽の前で息子むすこを元気にスタンダップさせたけどさ!?

「という事はやはり――」

「御嬢様。どうか御安心を。変態性欲は治る病です」

「そうなのですか……？」

「口ではなんと言おうと身体は正直なもの。御嬢様が全ぜん裸らで迫ればあっさりと宗旨替えするに違いありません」

「なるほど……！」

　と――全方位に突っ込みどころ満載で、何処どこから突っ込んで良いのか迷う鐵子さんの発言を、何処からか取り出したメモに書き付けている篠。

　というかあんたら、是が非でも俺が何か変態性欲の持ち主って事にしたいのか!?

　それ以前に――

「というかなんか俺と篠……さんが、その、なんだ、そういう関係になる事前提で喋しやべってないか？　ゲームではともかく、俺達、リアルでは初対面だよな？」

　実は子供の頃に出会っていて、大きな木の下で『大きくなったら結婚しよう』とか何とかベタな約束とかしてないよな!?

「…………」

「…………」

　ふと篠と鐵子さんは互いに顔を見合わせて――それから篠が微笑みながら言った。

「あの〈ハウンド９〉が……博明さんが、貴方が、私に会いに来てくれる」

　彼女の翡翠色の瞳は心なしか潤うるんでいる様にも見える。

　感極まった――という感じで篠は胸元に両手を添そえてこう続けた。

「歩く死者達の群れをかいくぐり、隣の街から移動する危険も顧みず……」

　いやまあそれはその通りだが……その通りなんだが……

「まるで白馬に乗った王子様の様に」

「い、いやそれは言い過ぎ――」

　そもそも俺は――俺達は童話の王子様の様に、囚われのお姫様を助ける為ために此処に来た訳じゃない。俺達の目的はもっと刹那的でもっと現実的でもっと――卑しいものだ。

「運命の人が、私の王子様が、会いに来てくださると知って……私、この胸が、心の臓が、高鳴りました。いえ。今もドキドキしています」

　そう言ってから――彼女はふと、何か『良い事思いついた』とでも言うかの様にふと真顔になって、こう問うてきた。

「あ。触さわって確かめてみます……？」

「…………」

「い、いや、遠えん慮りよします」

　横手から突き刺さる様な乙羽の視線を感じながら反射的に断ってしまうヘタレな俺。

「結構、自信がありますのに……」

　と少し拗ねた様な表情を浮かべて両手を自分の胸に添える篠。

　見れば、彼女の胸は割と大きくて柔らかそうで、服の上からでもその肌はだが描く綺麗な曲線が透けて見えるかの様だった。実に惜し――いやそうじゃなくて。

「いや、だから俺は――」

　俺は君に会いに来た訳じゃない――事も無いけど、それは恋愛感情とは全然関係の無い話で。極きよく端たんに言えば〈ジーノ〉に会えなくとも、銃じゆうだの車だのが手に入れば良いという、至極実利的な理由なのだが。

　しかしそれを今、篠に真正面から伝えるのは躊躇われた。

　それに――

「……ってちょっと待って」

　俺はある事に気付いて言った。

「そういえば、さっきも……昨日の晩は念入りに身体を洗ったとかどうとか」

「はい。あ……ひょっとして博明さんは匂においフェチでしたか？　でしたら……」

「誰が匂いフェチだ！　いやそうじゃなくて。今も『会いに来てくださると知って』って言ってたけど――なんでその事を？」

　篠の言葉が本当ならば、彼女は俺達が来るのを昨日の晩から知っていた事になる。

　俺が彼女のログインを知って此処に来る事を思いついたのが昨日の夕方。勿論、事前に篠の方に連絡など入れていなかった――というより思いつきもしなかった。考えてみればネットワークが未まだ生きている以上、電話も通じたかもしれないし、メールを打つという方法もあったが。

　いずれにせよ篠が俺達の来訪を知る手段など無かった筈なのだ。

「なんでと言われましても……博明さんが知らせてくださったのでしょう……？」

「は？　俺が？」

「はい。レイヴンにメールを『言付け』して……」

「…………！」

　レイヴン。ゲーム『ストラグル・フィールド』のアシスタント役を務めるＡＩキャラ。

　ゲーム中では確かに他のプレイヤーへのメールや音声メッセージを、事務職のレイヴンに『言付けする』という体裁で送る事が出来る。篠がレイヴンからそのメールを受け取ったのは恐らく、ゲームにログインした際だろう。

　やはりアレは――レイヴンは何か妙だ。

　ＡＩキャラと言ってもあくまでインターフェイスとして『受け答えがそれらしい』だけであってゲームの中でプレイヤーの便宜を図るだけの、アプリケーションに過ぎない。人間そっくりに思考して何か行動を『思いつく』様な人工知能は、未だ存在しない筈だ。

　以前の会話は俺の聞き間違いで済むかもしれないが、今回のこれは……明らかに不自然である。まるで俺が『ストラグル・フィールド』のサイトを開いた事、篠がＶＲ－ＦＰＳにログインした事、それらの事実を繋ぎ合わせて、俺の行動を類推し、篠に知らせた――いや、むしろ俺達が会う様に誘導していたかの様な印象すら在る。

　考えすぎか？　しかし……

「博明……？」

　思わず考えが顔に出たのか――若じやつ干かん、怪け訝げんそうに乙羽が俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「いや……とりあえずレイヴンの事は置いといて」

　俺は改めて篠の顔を見ながら言った。

　レイヴンの事は今此処ここで考えていても仕方ない。推測は出来るが、それを事実かどうか確認する手段が無い。それより俺達は先ず此処に来た目的を果たさねばならなかった。

「あのさ――古茶花さ……もとい、篠。そもそも俺が此処に来たのは、銃や車を貸してもらえないかと思ったからだよ。ほら、親御さんが猟と射しや撃げきが趣味で、普通の車とは別にでかい４ＷＤも持ってるって話、してただろ」

　出来るだけ落ち着いた口調を心がけて話しながら――しかし俺は内心で綱渡りをしているかの様な緊張感を覚えていた。

　相当な無む茶ちやを言っている自覚が在ったからだ。

　この極限状じよう況きよう下で、たかがネット上のゲーム仲間に、貴重な武器弾だん薬やくや、車を貸してくれるお人好しが何処どこにいるというのか。そもそも借りて返せるあてもないのは明白だ。以前、乙羽がゾンビ映画の定番ネタ――『暴徒化した生存者との闘争』についての話をしていたが、その手のいざこざはこうした貴重品の奪い合いで起こるものだろうし、貴重品の所有者たる篠にしてみれば、俺達は恥知らずな強ごう奪だつ者に見えても仕方ない。

　突然、彼女が怒いかり出しても不思議は無い――のだが。

「私達の目的は都市部からの脱だつ出しゆつ」

　ふと――篠が何か言う前に、乙羽が横から口を挟はさんできた。

「定番の展開であり今後の事を考えれば、妥当な選せん択たくと自負している」

「……脱出ですか？」

　篠が眼を瞬かせながら尋ねる。

　乙羽は大きく頷うなずきながら続けた。

「ゾンビ災害において、都市部に立てこもるのは悪手。元々人口密度の高い都市部はそのままゾンビ密度の高さにも繋がる。同時に暴徒化した生存者との闘争の問題がある。電気、水道、ガス等のライフラインが停止すれば、単純に、食料や飲料水の確保にも手間取る。都市部の利点はその時点で激減する」

「――正しい現状認にん識しきかと思います」

　と保証するかの様に言うのは鐵子さんだ。

　篠は不思議そうに乙羽の方を見ていたが――

「――すみません、貴女のお名前をお伺いしてよろしいですか？」

　と激しく今いま更さらな事を問うた。というか……この浮き世よ離ばなれしまくった御お嬢じよう様さまは、今の今まで下手をすると乙羽の存在を認識していなかったんじゃないか？

「乙羽。樹堂乙羽」

「なるほど、乙羽さん。それと――」

　篠は俺と乙羽に交互に眼を向けながら更にこう尋たずねてきた。

「博明さんとはどういうご関係なのでしょう？」

「博明の相棒」

　こちらを一いち瞥べつしてから乙羽はそう答えた。

「乙羽――」

　相棒。その言葉は何故か――妙に俺の心に響ひびいた。

　むしろ俺は乙羽にずっと助けてもらっていた印象なんだが、そんな風に思ってくれていたのだとすると、ちょっと嬉しい。

　そして乙羽は無表情にこう続けた。

「博明とは、一つ屋根の下で暮らして、お互たがいの裸を見せ合った仲」

「ちょっ……!?」

　この場で、いきなり何言い出しやがりますか、このゾンビマニアは!?

　確かに『傷が無いか確認』する為に、何度もお互いの裸――いや半はん裸らを見てはいるけれども！　未だに確認中につい息子が（省略）けども！

「なるほど……」

　と真顔で頷く篠。いやそこで納なつ得とくされても。

「裸を見せ合ったってのも、互いに傷が無いかの確認で――乙羽は確かに相棒だけど、まあ、それ以前に命の恩人っていうか」

「それはお互い様」

　と乙羽が言ってくる。

「私も博明に何度も助けてもらったし」

「そうだっけ？」

「そう。博明は命の恩人で、頼たよりになる、現実の、相棒」

　と大きく頷いて見せる乙羽。ううむ。なんか照れるな。

　…………『現実の』？

　相棒の一語を繰くり返かえすだけでなく、わざわざそんな一言を入れたのは、つまり、現実でない領域での相棒だった篠への対たい抗こう心……？

　考えすぎか？　自意識過剰か？　しかし――

「そして共に死線をかいくぐった二人の気持ちは燃え上がり、夜毎ごとに互いの命を確かめるかの様に激しく……？　まるで獣の様に貪り合って……!?」

「御ご安あん心しんください、御嬢様。極限状況下での男女の恋愛感情は、いわゆる吊り橋効果の一種であると考えられますが、その種の特とく殊しゆな状況下で生じた男女の関係は長続きしないと統計結果が――」

　対して――何やら拳こぶしを握にぎりしめて言う篠と、淡たん々たんと妙な知識を披露する鐵子さん。

　本当になんなんだよこの主従は。

（……吊り橋効果？）

　ふとその一言が引っかかった。

　吊り橋効果……自分が危機的状況にあると認識している人間は、恐きよう怖ふや緊張から来る心拍数及び体温の上昇、呼吸の乱れを、恋愛感情や性的興奮に由来するものだと錯覚するという。激しく揺れる吊り橋の上で、対岸に異性の姿を見ると、その異性の事が好きになってしまう――というアレだ。

　まさか…………

「私達の目的は博明が言った通り」

　と乙羽が珍めずらしくやや強い口調で話を進めに掛かった。

「物資や機材の調達。私達の興味は先ずそれが手に入るか否か」

「いや、乙羽その言い方は――」

　あまりにぶっちゃけ過ぎというか。

「……確かにうちには未だ何挺ちようかの銃とその弾薬がありますし……父の……車も残っています……」

　篠が再び眼を伏せて何やら表情を曇らせる。

　まずい。俺に会える、と喜んでくれていた相手に、『別にお前に会いに来た訳じゃない』と告げた様なものだ。気落ちするだけならともかく、気分を害されても仕方ない。

「ああ、その、無茶というか厚かましいというか、そういう申し入れだってのは分かってるんだ、けど――俺達もぎりぎり一杯だっていうか」

「……提案」

　と俺がしどろもどろになりながら説明していると――乙羽が片手を挙げて言った。

「都市部の危険性は先程、指し摘てきした通り。際限なく生存者の集団を大きくするのもやはり危険。けれど、充じゆう分ぶんに意思疎通がとれる相手、信頼関係が構築できる相手との、少人数規模の協力体制は、生存可能性を劇的に向上させる。これもゾンビものの定番。故に貴方あなた達たちも一いつ緒しよに脱出する事を提案」

　おお、ナイスフォローだ乙羽！

「植村さんは銃を扱える様子。篠さんも博明と同じゲームで慣れていて、やはり銃が使えると聞いた。貴重な技能スキル持ちの『仲間』は、物資以上に欲ほしい。博明としばらく行動していてそれが、よく分かった」

「乙羽……」

　出会った当初は今ひとつ、他人と行動する事に積極的じゃなかったのに、今回は俺おれの意見に従ってここまで来てくれたのは――そんな事を考えていたからか。先程の『命の恩人』発言もそうした考えが在っての事だったんだろう。

「…………」

　篠は――しばらく黙って何か考えている様だったが。

「銃と車は差し上げます」

　あっさりとそう言った――が。

「お誘さそいは有あり難がたいのですが、同行は出来ません」

「えっ!?　な、なんで――」

　乙羽の『都市部は危険』という説明に納得していたんじゃないのか。

　それとも、それを理解した上で、俺達に同行できない理由があるのか？

　まさか乙羽と俺の関係を誤解したままで、何か変な遠慮してるとか？

　篠が何を思って同行を拒きよ否ひしたのかは分からないが――

「貴方達だけで行ってください」

　と言うのは鐵子さんである。

　それはつまり――それはつまり自分達は此処に残るという事だ。

「だから何故……」

「それは……こちらの事情ですので……」

　と曖あい昧まいに言葉を濁す篠。

「篠――」

　そこで俺は彼女が、両手の拳を強く握りしめているのに気づいた。

　まるで何かに――耐えようとするかの様に。

　単に頑がん丈じようでゾンビの侵しん入にゆうを充分に防ぎきれるこの屋や敷しきから、離はなれたくない――という訳でもなさそうだ。

　彼女に何が在ったのか。

　気にはなるが――彼女はこれ以上、聞いてくれるなと言う。

「…………」

　俺と乙羽は顔を見合わせ――ただただ困こん惑わくするしかなかった。
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　死してなお歩く亡もう者じや達たちは、相変わらず屋敷の周りを徘はい徊かいしていた。

　まるで配置が決まっているかの様に、それぞれが同じ動きを繰り返している。

　既に本来の活動を停止している脳は、飽きるという事を知らない。彼かれ等らが別の行動を採るのは、暖かな血の流れる、生きた人間の存在を感知した時だけだ。むしろ生前に慣れ親しんでいた行動や、強く印象に残った行動を、死者達は執拗に繰り返し続ける。

　ある死者は、職場で陳ちん列れつ棚だなの商品を補ほ充じゆうし続ける。

　ある死者は、台所で腐くさった食材を用い朝食を作る。

　ある死者は、恋こい人びとを求めて街の中をうろつき回る。

　ある死者は、救急箱を片手に空のベッドを揺する。

　そして、ある死者は、守るべき我が子を探して――…………

「……シィ……ノォ……ォ……」

　途と切れ途切れの呼吸音が奇跡の様に言葉を――その『名』を紡ぐ。

　ライフルを持ちながら、その死者は延々と屋敷の周りを巡っていた。他の死者は屋敷から発せられる生活臭――生きた人間の気配を感じ取って集まってきたが、この死者を含めた数体は、元からこの辺りを徘徊していたのだ。

　日暮れが近づき、自動照明が辺りを照らす。その光に吸い寄せられる様に――まるで昆虫の様に他の死者達が、動きを変えても、その死者だけは執拗に同じ場所を徘徊していた。

　ライフルを引きずり……ある『名』をまるで祈りの様に唱えながら。

「シィィ……ノ……ォォ……」

　死してなお救われる事を許されぬ亡者達。

　ぞろぞろと歩き続ける彼等の姿は……救いを求め、遙か彼方かなたの聖地を目指して歩き続ける巡礼者達を想おもわせた。
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「ひゅぅーっ！　生き返った気分だぜぇっ！」

「…………」

「たまんねえっ！」

「…………」

　ざあざあとシャワーの音が響く。

　古茶花邸の風呂場は非常に大きい。さっきちらっと見ただけだが、銭湯か!?　それとも温泉か!?　――って位に広い。勿もち論ろん、樹脂製のユニットバスなんかじゃなくて、あちこち石のタイルが貼られた造りだ。なんか口からお湯吐はき出だすっぽい像とか在った。さすがに今は停まっていたが。

　とにかく――そういう豪華仕様なお風呂のお陰かげで、脱衣所に居ても中の音が幾いく重えにも反響して聞こえてくるのである。

　当然、中で入浴中の者が出す声もだ…………が。

「……いや、あの、乙羽？」

「なに？」

　湯気に曇る扉とびら越ごしに声を掛けると、返事が返ってきた。

　その声は淡々としたいつもの彼女のものだ。

「なんかキャラ違ちがってないか？」

　先程から『たまんねえ』だの『生き返った気分だぜ』だのと言ってるのは、実は、俺ではなくて乙羽である。かなり棒読みなのだが、いつもの彼女ならまず出てこない台詞せりふが先程から何度も何度も聞こえてくる。

　何なんだよ。これは。

　ちなみに俺はというと『見張りをお願い』と言われたので脱衣所で待機中である。

　お陰で扉とびら一枚向こうで、乙羽が裸になってシャワーを浴びているのだという事実をやたら意識させられて困る。頼たのんでもいないのに、脳内に勝手に彼女の裸体が描き出されてくるのである。前に下着姿は見たが、胸も腰こしもそう大きくはないものの、細身でこう柔やわらかそうな――いや、何言ってんだ俺は。

「久しぶりに風呂を堪能できたら、こう言うのがお約束」

「ゾンビ映画の？」

「ゾンビ映画の」

　どうも乙羽は……この非常事態に怯え戦おののくよりも、『大好きなゾンビ映画のシチュエーション』を堪能している節がある。何を考えてるのかと呆れる部分もある一方で、そういう彼女だからこそ生き残ってこられたのだろうし、俺を助ける事も出来たのだとも思う。

　それに――

（色々誤解されやすい奴やつなんだろうなあ）

　などとも改めて思ったりする。

　人間はどうしても表面的で分かり易やすい『記号』を手がかりに他人を理解しようとする。

　例えば俺が銃やＦＰＳを趣しゆ味みにしているというと、必ず『人殺しが好きなのか』とか『本物の戦争に行けよ』などと言って絡んでくる奴がいる――いたが、乙羽なんかも、あまり感情が表に出ない上に、ゾンビ好きを公言していた様なので、色々と極端な誤解をされていたのではないかと思う。

（家族とも……どうだったんだろうな……）

　乙羽がこの状況を堪能しているのは間違いないとは思うが、その一方で、彼女にも恐おそらく家族が居て――その家族を失っているのも間違いないのだ。俺と同様に。そしてその事実を前に、声を殺して泣いた事だってあるのだろう。初めて出会った日の夜に、俺に彼女が渡わたしてくれたのと同じヘルメットを、被かぶって。

　人間は誰しも複雑で……たった一つの一面しか無いなんて奴はいない。いないと思う。

　だから乙羽も色々と抱え込んでいるのかもしれない。それを俺には見せないだけで。

　篠が俺おれ達たちと一緒に行けない理由を、話そうとしないのと同じく。

「なあ、乙羽」

　扉越しに俺は乙羽に呼びかけた。

「――なに？」

「俺、割と家族と折り合い悪くてさ。父親と母親と、それから弟と」

「…………そうなの？」

「そう。悪いんだ。悪かった――んだ」

　過去形だ。彼等はもう俺の知っている家族ではない。なくなってしまった。

　母親はちゃんと『死ねた』のかもしれないが、父や弟をそのままにして、一人で俺は逃にげてきた。彼等は今もあの家で死に損ない続けているのだろうか。それは彼等にとって幸福な事なのか、不幸な事なのか、俺には分からない。多分、幸福とか不幸とか考える事も出来ないんだろうけれど。

「だから、なんていうか、ある日、あいつらが死んでも平気なんじゃないかって思ってたんだけどな。いざ、あいつらがゾンビになってみるとこう――きついな、やっぱ」

　ああしておけば良かったとか、もっとこう出来たのではとか、色々考えてしまう。

　悲しいというよりも――何か悔しい気持ちだった。

「そうだね」

　と乙羽は同意してくれた。

「私も、そうだった――よ。うちは父と母と、姉だったけれど」

「お姉さんが居たのか？」

「よく虐いじめられてたけど。ゾンビ好きの根暗な妹とか、キモいって」

「あー…………」

　やっぱりそうか。

　実際に一緒に行動してみて分かったが、乙羽は暗いのではなくて、単に感情表現が不器用なだけだ。むしろ自分の好きなゾンビの話になると、嬉き々きとしているのが分かる。
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　未だ出会って一ヶ月も経過していない俺が分かるのだから、恐らく、家族ならばいくらでも理解する機会は在った筈はずだ。

　だがそうはならなかった。

　多分、分かり易い記号だけを見て、理解しきった気になって、本当の乙羽を知る機会を手放してしまった。本当の彼かの女じよを知らないまま――乙羽の家族も、恐らく、死んだ。

　あるいは乙羽は、ゾンビ化した家族を……

「こんな話するの、初めて」

「まあそうだよな」

「突とつ然ぜん、どうしたの、博明？」

「あー……いや。なんとなくだけどさ」

　乙羽が『相棒』『命の恩人』と言ってくれたことが、嬉しいやらびっくりやらで、改めて自分が乙羽の事をあんまり分かっていなかったのだと思い知らされたから――なんてのは、さすがに恥はずかしくて言いにくい。

「まあ、ちょっと余よ裕ゆうがある状況だから、色々考えたりする余裕が出来たというか……」

「そうだね」

　そんな言葉と共にがらりと浴室の扉が開く――っておい!?

　俺は慌あわてて出てきた乙羽に背を向ける。一応、バスタオルは身体に巻いていた様だが、お湯に浸かって上気した彼女の肌は、何というか、非常になまめかしく見えて、俺としてはその、困ってしまう。

　女の子なんだから、もうちょい恥じらってくれよ。頼むから。

　どうも乙羽は、自分の肌を男の――俺の前に晒す事は頓着していないらしいのだが。これも何か理由が在るのだろうか。それともこれは単に彼女が羞しゆう恥ち心しんに乏とぼしいだけか。

「――博明」

　不意に少し口調を変えて乙羽が声を掛かけてくる。

「篠さんの事」

「え？　あ――ああ」

「この屋敷に突とつ入にゆうする前に見た、ライフルを引きずっていたゾンビ。覚えてる？」

「勿論、覚えて――」

　そこまで言って、俺は乙羽が何を言いたいか気づいた。

　ゾンビは生前の行動を――死の直前に行っていた事や、毎日繰り返して身体が覚え込んでいる様な行動を、死後もなぞり続ける事がある。以前見た、商品を補充しようとする店員のゾンビなんかがその典型だ。

　で――あのゾンビはライフルを持っていた。

　この日本においてライフルは稀少だ。

　そしてゾンビはライフルが武器だと理解して拾う様な知能を持っていない。

　つまりあのゾンビは日常的にライフルを持って行動する事が多かったか、もしくはライフルを持ちながら死んだ――と考えるのが妥当だろう。後者なら恐らくはあのライフルでゾンビと戦いながら。

　そんなゾンビが古茶花の屋敷の周りに居る。

「あれって……」

　古茶花庄司、即すなわち……

「多分、篠のお父さん」

　乙羽も同じ結論に達したらしかった。

「私は、ね」

　背中に何かの重みが加わった。

　いや。何かじゃない。乙羽に決まっている。彼女が――床ゆかに座すわり込んでいる俺の背中にもたれかかってきたのだ。おいおいおいおい!?　し、下着位は身につけたのか？　背中を向けたままの俺にはよく分からないが――

「ちょっ……乙羽？」

「お姉ちゃんを殺したよ」

「…………」

「あ、もう死んでたから殺したのは違うかな。でも家に在ったお父さんのゴルフクラブで殴なぐって頭、潰つぶした」

　淡々と、しかし壮絶な事を乙羽は告白し始めた。

「無む我が夢む中ちゆうだったけど。それからお母さんもゾンビになってたから、お母さんも殴って潰したよ。ゾンビ映画は本当に何回も見てたから、なんだか、映画の中に入った様な気分で、あんまり怖くもなくて。てきぱきやれた。本当、イメトレって大事」

「それは――」

　そうかもしれないが。そうでもなければ生き延びられなかっただろうが。

　しかしそれを今言うという事は……

「後悔はしてない。お姉ちゃんもお母さんもあんまり好きじゃなかったから、出来たのかも。お父さんは会社から戻もどってこなかったから、どうなったのか分からない」

　父とは折り合いが悪くなかったという事だろうか。

「でもお姉ちゃんもお母さんも……もし好きだったとしても、やっぱり私はゾンビになったら『終わらせて』たと思う。二人とも、ゾンビ大嫌きらいだったし、だから、ゾンビになりたくなんかなかっただろうなって」

「乙羽、お前――」

「お父さんも、多分、ゾンビになったんだと思う。お父さんがどこかで、ゾンビになってさまよっているのかと思うと……なんだかちょっと、違うっていうか、嫌だっていうか、そんなもやもやした気持ち。お姉ちゃんやお母さんの様に、してあげるべきなのかなって思ったりする時もあって、でも探しに行く余裕とかは、無くて。ゾンビになったお父さんを見たくないっていうか……」

「…………」

　分かる。俺も同じだ。

「ゾンビって不思議。自分のよく知ってる人が、その姿のまま、怪かい物ぶつになる」

　と乙羽は静かに言った。

「……そうだな」

　俺の両親も弟もそうだった。

　顔色や傷さえ無ければ彼等が死んでいると認識する事そのものが難しかったろう。そしてそれを認識したとしても、受け入れられなかったかもしれない。

　当たり前の様に存在し、当たり前の様に存続する筈だった、自分の日常。

　身近に居る人々は、好きか嫌いかはさておき、その象徴でもある訳で――

「脳死状態の人の生命維持装置を外すのを、嫌がる家族が居るんだって話、聞いた事がある。自分の家族が、変わらない姿のままだから、もうその人は死んだんだって受け入れられなくて――もう元に戻らないのは分かってるのに」

「…………」

「ゾンビもそれと似てるなって。上手うまく言えないけど――だからきっと、それは、引きずっちゃう。その人が死んだって受け入れられなくて、ひょっとしたら、昨日に戻れるんじゃないかって、思って、躊躇ためらっちゃう」

　その日から止まったまま前に進めず。そこに佇んだまま何処にも行けず。

　それは自分が生き残る機会すらも失う事になって――

「俺は自分でやった訳じゃないけど、母親が、目の前で本ほん棚だなの下で潰れてさ」

「……お母さんが？」

「そう。父親と弟は多分、まだゾンビとしてあの家に居るんだろうけど。っていうか最悪だよな、『今回の』ゾンビは」

　俺は敢あえて乙羽のよくやる言い方に乗っかった。

　二人して湿っぽい雰ふん囲い気きになるのは趣味じゃない。

「ゾンビならもっと単純に、あーうー言いながら適当に徘徊だけしてろっての。生前の行動をなぞるとか、悪趣味にも程ほどがあるよな。監かん督とくと脚本出てこいって感じで」

　生前と同じ姿で、生前と同じ行動を示す。だからそれを見た者は、割り切る事が難しい。

　俺も先に母親が潰れていなかったら――どうなっていた事か。

「多分、篠さんも――か」

「……うん、多分」

　乙羽が俺の背中で身じろぎするのを感じながら、俺はため息をついた。
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「ふぃーっ……」

　おっさん臭くさい感じで一息つきながら俺は古茶花邸の食堂に入った。

　いやあ、引きこもっていた時は、風呂にありがたみなんて感じなかったが、こんなにもいいもんだったとは。思わずじっくりたっぷり堪能して鼻歌まで歌ってしまった。

　ちなみにホームセンターでは、交代で見張りに立ちながら、携けい帯たいガスコンロで沸わかしたお湯にタオルを浸し、これで身体を拭くという方法で対処していたのだが――体臭を出来るだけ落とすのもゾンビ対策なのだそうだ――これだと作業っぽさが半はん端ぱなくて、身体を休めるなんて事とはほど遠かった。

「博明、遅おそい」

　と先に食堂に入っていた乙羽が文句を言ってくる。

「しょうがないだろ？　久々の風呂なんだし」

「お湯加減の方は、いかがでしたか？」

　そう言って食堂の奥おくの方から現れたのは、鐵子さんだった。彼女は配膳用のものらしいステンレスのワゴンを押おしている。メイド服姿の彼女がそうしているのは、散さん弾だん銃じゆうを片手に提さげている姿よりも余よ程ほど、しっくりくるものがあった。

「いや、もう最高でした。家を出てから、ずっと入ってなかったから」

「私も……ありがとうございます」

　と乙羽も素直にそう言った。

「それはようございました。食事の準備が出来ましたので、こちらへどうぞ」

　鐵子さんはそう言って頷いてから、食堂奥のテーブルに俺達を招いてくれた。

　これまた映画か何かでしか見た事が無い様な、長いテーブルを、背もたれの高い椅い子すが十脚ばかり囲んでいる。テーブルには白い布が掛けられ、スプーンやフォーク、ナイフといった食器が綺き麗れいに並べられているのが見えた。

「残念ながら料理人シエフが不在の為ため、私が作った物になりますが……お口に合えば幸いです」

　そう言って鐵子さんは、ワゴンの上から料理を並べていく。

　おお……おおおおおお……！

　ドレッシングの掛かったサラダ、湯気を揺らすスープ、付け合わせにニンジンとマッシュポテトが添えられたローストビーフ……あの黄色いケーキみたいなのはキッシュか？

「えっと、これ……食べても……？」

　乙羽も若干気圧された様に、テーブルの上に並べられた料理を見つめている。

「勿論です。お二人を手厚く歓迎するようにと、仰せつかっておりますので」

「なんか悪いですね……」

　元々、銃じゆうと車を借りに来たってのに、風呂ばかりかこんな食事まで。

　しかし――

「……篠は？」

　と乙羽が食堂を見回して尋ねる。

　いきなりお邪魔した身で、元の住人たる彼女より先に食べる訳にもいかないからだろう。こういう所は実に常識人の乙羽である。ついついフォークに手が伸びかけていた自分が恥ずかしい。

「御お嬢じよう様さまは……お部屋で」

　一いつ瞬しゆん、間が空いたのはこれは、言い淀んだのか？

「お部屋って……さっきの？」

「はい。あのお部屋――二間続きでして、奥には御嬢様のご趣味の部屋がございます」

　趣味……？　ああ、ＶＲ－ＦＰＳの事か。

　確かに俺が彼女と面会した部屋には、ＶＲプラットフォームやゴーグル、ガンコン、といった電子機器は見当たらなかった。恐らくそういう部屋の雰囲気というか、内装の統一感を壊こわすものは別室にまとめてあるのだろう。

「御嬢様は……そこからお出になりません」

「……えっと、引きこもってるって事ですか？」

「……はい。有あり体ていに言えばそうなります」

　そう答えながら鐵子さんはミネラルウォーターをグラスに注いでくれる。

　ああ。だから俺達を直接、彼女の自室に案内したのか。

「さ――冷めないうちにどうぞ。御嬢様の分は後で私が届けてきますので」

「はぁ……」

　俺が他人の引きこもりをどうこう言えた義理でもない。とりあえず勧すすめられるままに、俺はローストビーフをナイフとフォークで切り分けて一つ口に運んだ。

「うまっ!?」

　思わずそう声が出る。

　見れば乙羽も驚おどろいている様で――一口食べた時点で固まっている。

「やばい、この肉、すごく美味うまいですよ植村さん！　なあ、乙羽？」

「……うん」

　これなら、いくらでも食べられそうだ。

「焼きたてですからね」

　至極当然といった口調で鐵子さんが言う。

　ローストビーフは大たい抵ていが、既すでに作ってあるものを、食べる時に切り分けるスタイルが多い様に思うが……出来たてが美味いのは大抵の料理に共通する真理だ。未まだ中に熱がこもっているローストビーフは、まるで高級ステーキの様な美味しさだった。

　ああ、やっぱり食べ物ってこうだよな。家を出てから、ずっと乾かんパンとか冷えたものが多かったし――たまに暖かいものを食べられると思ったら、カップ麺だったし。

「そう言って頂けると、調達しがいがあるというものですね」

「調達？　調理ではなくて？」

　いや、よく考えれば確かに――こんな食材、何処どこからどうやって？

　まさか実はゾンビの、なんて事ないよな？　ちゃんと牛肉の味だったし。

「植村さんが食料の調達を？」

「はい、私が定期的に外で確保するようにしております。この屋敷には私と御嬢様の二人だけですので、三日に一度程度ですが」

　鐵子さんは特に気負いの無い平然たる口調でそう言った。

「不思議と『歩く死者』達は生前の行動を繰り返す事が多い様です。お陰である程度の保守作業が行われているのか、電気が未だ通っている倉庫も多く、流通業者の大型冷蔵庫や保管庫には食料が残っている事がままあります。普ふ通つうの店てん舗ぽは全ぜん滅めつ状態ですが」

　お客に『手に取りやすく』する為に密閉保管出来ない店舗と違って、倉庫の類たぐいはコスト重視で保温性や機密性を高めている所が多いのだろう。魔法瓶や真空パックと同じだ。そういう倉庫で保管されているものは、傷みにくい。建物自体の断熱効率が高い場合、太陽光発電パネルで保冷をまかなう事も可能かもしれないし。

　それにしても……

「ひょっとして植村さん……元自衛隊員か何かだったりします？」

　いくら銃を持っているといっても、一人でゾンビのうろつく街中に出かけ、食料を確保して帰ってくるとか……相当に危険な行こう為いだ。しかも長身とはいえどちらかといえば華きや奢しやな感じの女性ならば尚なお更さらである。

　しかもこの食材の充じゆう実じつぶりからすれば、ちょっとずつ缶かん詰づめをナップザックに詰つめて持ち帰るのとは根本的に困難さが異なる。

　そして最初に見せたあの――散弾銃捌き。

　コンバット・リロードなんて言葉からも分かる様に、あれは戦せん闘とう術の一つだ。

　自衛隊が散弾銃を正式採用しているなんて話は聞いた事が無いが、ある種の局地戦――限定用途、限定状じよう況きようでは、普通の小しよう銃じゆうよりも有効だという事で、アメリカ軍を初めとして散弾銃を装備の一つに加えている国は幾いくつも在る。あるいは自衛隊にも実験的にその種の散弾銃を配備している部隊があってもおかしくはなかった。

「軍に居たことは在りませんが、元軍人の指導員インストラクターに指導を受けた事は在ります。主に要人警護の目的なので、銃の扱あつかいについては拳けん銃じゆうと散弾銃、それに車内でも取り回しやすい短銃じゆう身しんの突とつ撃げき小しよう銃じゆうが主ですが」

　淡々とした口調で鐵子さんは結構とんでもない事を告白してきた。

「要人警護って……」

　それはつまり篠を守る為に？

　しかし……この日本でそんなレベルの要人警護技術が必要になるか？

「旦だん那な様さまは――御お嬢じよう様さまのお父上は貿易商を営んで居おられましたが、手広く商売を行っていると、様々な相手と付き合いが生じます。危険地帯で反政府ゲリラと取引をしたり、犯罪組織すれすれの業者と取引をする事も多々ありまして」

「へ……？」

　そういえば麻薬とかは国によっては政府が外貨獲かく得とくの為に保護してる重要産業だそうだし、その国では違法でも何でもないんだろう。

　いや。コーヒー豆だの何だのの合法的な品にしても……政情不安な国から輸入するとなると色々危険がつきまとう。結果として犯罪組織だの反政府組織だのと良くも悪くも――敵としてあるいは味方として接せつ触しよくする事だって有り得る訳だ。

　確かどこぞの海で海賊やってた連中に、日本の寿司チェーンの社長がマグロ漁を指導し買い取ることで、漁民に転職させた――なんて話もあったっけか。

「それと、既にお二方共にお気づきでしょうが……御嬢様はいわゆるハーフです。今は亡き奥様はイタリアのシチリア島の出で」

「シチリア……」

「コーザ・ノストラ……その幹部の係累にあたる方でして。旦那様も奥様も犯罪組織としてのコーザ・ノストラには関わっておられませんでしたが、血けつ縁えん関係があるというだけで狙われる事も在りまして」

　おいおいおいおい……

　コーザ・ノストラってのは確か『我々のもの』とかそういう意味で、マフィアを指す言葉の一つだったか。正確にはコーザ・ノストラ、カモッラだの何だのと共に四大マフィアの一つとか言われてるとか何とか……俺も詳くわしく知っている訳じゃないけれど、こうした名前は洋物の警察系ＦＰＳ、もしくはギャング系ＦＰＳでよく名前が出てくる。

「御嬢様も誘拐されかけた事が何度か……」

「…………」

　わざわざ日本に居る親しん戚せきまで狙われるのか。そういえば南米とかの麻薬組織は相当にえげつない脅迫の仕方をするという話を聞いた事があるけど――

「ですから御嬢様と同性で年ねん齢れいの近い侍従が護衛役として必要という事になりまして。私の父が生前、旦那様に大変お世話になった事、私も両親亡き後、生活費や学費を出していただいた事もあり、私がお願いしてその役目に」

「……そ……壮絶ですね」

「私達にとっては日常ですし――それすらも今では懐なつかしいとさえ言える訳ですが」

　と鐵子さんは平然と言った。

　まあ確かに……ほんの一ヶ月程ほど前の世界と、今の世界ではもう完全に状況が異なっている。今いま更さら犯罪組織の抗争も何も在ったものではないだろう。

「ともあれ……先さき程ほど申し上げた様な状況ですので、とりあえず御嬢様と私の二人でならばしばらくは暮らしていけるかと思います」

　まあ積極的にゾンビを狩りに行くとかならともかく、物資を調達するのに鐵子さん一人で行動している分には、そう危険は無いのかもしれない。なんだかんだで本物の戦闘訓練を受けていない俺や乙羽でも機転を利きかせて生き残ってこられた訳だし。

「でも流通が止まっているから、無くなるのも時間の問題」

　と乙羽がぼそりとした口調で言う。

　そう。それはもう個人の技能ではどうしようもない問題だ。

「……でしょうね」

　鐵子さんは頷うなずいた。

　俺達に同行するのを拒んだのは篠だが、鐵子さんも彼女の傍を離はなれる積もりは無い様だった。まあ今の話を聞く限り、鐵子さんが居なくなれば間ま違ちがいなく篠はここで生きていけなくなるだろうし……鐵子さんとしては、恩在る主人の娘むすめを見捨てる訳にはいかないという事だろう。

「でも、それが分かっているならどうして？」

「…………」

　乙羽の問いに、しかし鐵子さんは――答えない。

　だが俺おれと乙羽には大まかながらも想像が付いていた。

　ライフルを引きずって歩く死者。篠と鐵子さんしか居ない屋敷。

　恐らくは――

「……どうかお食事が冷めないうちに」

　この話は此処ここで終わりだとばかりに鐵子さんは俺達をそう促し――自分はワゴンの上に置いてあった林檎を手に取ると、ナイフでするすると皮をむいていく。

「デザートにはこちらを。私は失礼して御嬢様にお食事を届けに行って参ります」

　綺麗に皮をむき、切り分けた林檎を皿の上に並べると、俺達にそう言い残して彼女は食堂を出て行った。




　　　　●




　無理に急いで古茶花邸を出発する理由は無い。

　鐵子さんから、折角なので一泊していく様にと勧められた事もあり、俺と乙羽は別々の客室を宛がわれて、そこで休ませて貰う事になった。

　ちなみにこの屋敷……御多分に漏もれず太陽光発電システムも備えているが、それに加えて地下に非常用の発電機があるらしい。ガソリンもそれなりに備び蓄ちくがある様なので、電力供給にも不安は無い。

　そういう訳で俺は改めて――普ふ段だんは電源を切っているスマートフォンを立ち上げてみた。

　この文明崩ほう壊かい後の世界で、俺がこんな代しろ物ものを持ち歩いているのは、単純にＧＰＳが使えて便利という事も在るが、インターネットは未だ稼か働どうし続けている部分が多いからだ。電力さえ供給されていれば、各地のサーバーや各種ネットワーク機器は今後しばらくは問題なく動き続けるだろう。

「…………さて」

　俺はベッドに横になりながら見慣れたブラウザ画面を眺ながめる。

　基画面ホームに設定された『ストラグル・フィールド』のサイトは今も問題なく閲覧が出来る。画面の端はしにはレイヴンの立ち絵も変わらず配置されている。

　俺はしばらくその画面を睨んでいたが――

「レイヴン。お前――何者だ？」

　音声入力ソフトを起動してそんなメッセージをレイヴンに投げる。

　通常はゲームの運営に対して要望を伝えたり、違反者を報告したりする為の機能であって、レイヴンと直接会話が出来る訳ではない。レイヴンは基本的にメッセージを受け取った旨の反応をするだけだ。

　だが……

『私はレイヴン。ジーウッド社所属のオペレーティング・マネージャーです』

　そんな文字がフキダシの中に現れる。

　これはゲームの設定そのままだ。民間軍事会社の事務員。戦果報告の他に、法的処理や弾だん薬やくの補ほ充じゆう、報ほう酬しゆう額の告示などを行う便利な支援要員アシスタント。

　だが……

「俺が此処に来ると篠に告げたのはお前だろ」

　俺は構わずそう言った。変換ソフトが俺の言葉を画面の上に示していく。

　そして――

『申し訳ありません。お問い合わせ内容が理解出来ません』

　とレイヴンは答えてくる。これも定型通り。

「ひょっとして篠が――〈ジーノ〉がログインする様に仕向けたのもお前か？」

　篠がログインしたのを知って俺が此処に来た。

　俺が此処に来るのを篠は、ゲームのサイト越ごしに報されていた。

　俺達の現実での『再会』を仲ちゆう介かいしたのは恐らく『ストラグル・フィールド』というゲームであり、そのＳＮＳ機能を含め、いくつかの機能を統括するこのＡＩキャラクターだ。だが人工知能なんてのは名ばかりで、今の技術では自律的に――いや自発的に行動するＡＩキャラクターなんて作れる筈が無い。

　だから――

『申し訳ありません。お問い合わせ内容が』

「答えろレイヴン。いや、レイヴンの後ろに居る誰だれか。どうせこれも見てるんだろ？」

　とぼけるレイヴンに対して、俺の口調は若じやつ干かん、刺とげ々とげしいものになったが、勿論そんな付帯情報までは文字に示される筈も無い。淡たん々たんと無味乾燥とした問いかけの一文が音も無く画面に表示されていった。

　レイヴンは同じ文面をまた繰くり返かえし――

『リセットいたしますか？』

　唐とう突とつにそんな問いを表示してきた。

「リセット？」

　なんだいきなり？

『リセットをする為には新しいキャンペーンシナリオをクリアする必要があります』

　何を言ってるんだこいつは。

　リセットって――何をリセットするというのか。

　各種キャラデータを含め『ストラグル・フィールド』における俺のアカウントを消して新規に作り直すという事か？　だがそんな事を何故なぜ、今訊きいてくる？　俺がレイヴンに不信感を抱いたから、『疑うならさっさとこのゲームと縁を切れ』という事か？

　それとも――

『新しいキャンペーンシナリオをクリアしてください』

　とレイヴンは言う。

　だが今の俺にＶＲ－ＦＰＳシステムは無い。篠に借りる事は出来るかもしれないが、まあこの期ごに及およんでその『新しいキャンペーンシナリオ』をやってる余裕なんて精神的にも肉体的にもない。現実の方が余程にハードなゲーム状態で――

「…………まさか」

　新しいキャンペーンシナリオというのは。

　俺の動向を何らかの方法である程度まで把は握あくしているとしたら、レイヴンは――レイヴンの仮面を被った誰かは、俺が今『ストラグル・フィールド』をプレイする為の機材も無ければ余裕も無いのを知っている筈だ。

　なのに、こんなメッセージを送ってくるということは……

『新しいキャンペーンシナリオをクリアしてください』

　催さい促そくするかの様に繰り返される一文。

「『リセット』って――」

　最も根本的で汎用的な使い方はゲームそのものを『やり直し』する為に、現在の設定を全部消してしまう事、つまりは一種の初期化で。

　この場合に初期化されるのは……もしかして。

「いや、そんな馬ば鹿かな事が」

　あり得ない。

　俺は現実で生きている積もりで、未だＶＲゲームの中に居るとでも言うのか？　俺はＶＲゲームを延々と廃プレイする余りに、現実と虚きよ構こうの区別がつかなくなってしまった、哀れな引きこもりなのか？　そうでないとすれば――

『新しいキャンペーンではプレイヤー同士の協力がクリアの鍵かぎとなってきます。仲間を集め、仲間と協力して生き残りましょう！』

「何言って――」

『なお、キャンペーン連動プレゼント企画に応募する場合は、合い言葉を入力してください。合い言葉は――』

　画面の中でレイヴンの立ち絵が僅わずかにアニメーションするのが見えた。

　まるで俺の方を見ているかの様にまっすぐとその眼めを俺に向けて――

『生き延びろ。世界をやり直す為に』

　フキダシにそんな一言が描き出だされた。




　　　　●




　家から逃げ出したあの日から――俺はあまり深く物事を考えてはこなかった。

　生きるのに精せい一いつ杯ぱいで、その余裕が無かったという事もある。

　努めて、余計な事を考えない様にしていたという事もある。

　とにかく俺は、ただ状況に対して反応するだけだった。

　乙羽と一いつ緒しよにホームセンターで眠り、下水道を通って外に出て、色々なところで食料やら物資やらを調達して、時々、ゾンビと戦って。

　……正直に言おう。

　ちょっと楽しかった。

　まるで小学生の頃ころ、台風とか洪水とかが起きると聞いて、ドキドキしていた様に。

　あるいはやはり幼い頃に、キャンプや旅行に出かける際に、ワクワクしていた様に。

　親の事とか、世界の事とか、そういうものは全部忘れて――頭の片かた隅すみに棚たな上あげして、突とつ如じよとして放ほうり込まれた非日常的状況を俺は楽しんでいたのだ。

　……いや。勿もち論ろん、その事を悔いている訳じゃない。

　いちいち思い悩んでいたら俺は、今頃、ゾンビの一体となってその辺を徘はい徊かいしていた事だろう。そしてきっと乙羽に脳天をスコップでかち割られていたに違いない。

　馬鹿にならなきゃ、やってられない。

　前を向いて突っ走らなきゃ、やってられない。

　そうした判断自体は間違っていなかったと思う。

　ただ……そういう風に『後ろを見ない』で突っ走れる奴やつばかりじゃない。

　俺や乙羽の様に、昨日までの諸々を、自分が生きる為に棚上げできる奴ばかりじゃない。

　恐おそらく人間としては俺や乙羽の方がおかしいんだろう。篠や鐵子さんの方が随ずい分ぶんと真っ当だ。誰かを見捨てられない。誰かを忘れられない。それは人間として当然だ。

「――起きてる？」

　扉とびらを軽く叩たたきながらそう問うてみる。

　そろそろ日付が変わろうかという時間。

　俺は乙羽と少し話し合ってから……今度は一人で篠の部屋を再び訪れていた。

　篠がもう寝ねていて反応が無ければ、出直す積もりだったというか、むしろ寝ていてくれと思う気持ちが頭の片隅には在ったのだが――

「博明さん？」

　扉とびら越ごしに彼かの女じよの声が聞こえてきた。

　俺は短くため息をついてから、意識して静かな口調を取り繕った。

「ちょっと部屋に入れてもらえないかな」

「……え？　あ、はい――」

　夜中の――それも突然の訪問に篠は少し驚いた様だった。

　しかし本当にそれは少しだけで、彼女はすぐに扉を大きく開き、脇わきに退いて俺を自分の部屋に入れてくれた。

　改めて俺は彼女の部屋に足を踏ふみ入れる。

　シンプルモダンでモノトーンを基調とした広い部屋。奥には例の天てん蓋がい付きのベッドが在って、更さらにその脇の壁かべには『趣しゆ味みの部屋』に続くであろう扉が在るのが見えた。

（……開いてるな）

　扉が僅かに壁から浮ういているのが見える。

　今も『趣味の部屋』に居たのかどうかは分からないが、篠はよく出入りしている様だ。

「こんばんは」

「あ、はい、こんばんはです」

　と篠はおっとりとした声音こえと表情かおでそう言った。

　相変わらずの御嬢様っぷりである。深夜に男が自分の部屋に尋たずねてきたというのに、警けい戒かいする様子も無い。まあ今までは護衛役である鐵子さんが傍に居たから警戒する必要も無かったのかもしれないが。

「悪いね。夜中に」

「それは別に……未だ寝てはおりませんでしたし……あ」

　小鳥の様に無垢な仕草で少し首を傾かしげて篠は笑う。

「もしかして、夜這いですか？」

　やっぱり警戒心の欠片も無い緩ゆるい笑え顔がおでそう問うてくる篠。思わず突っ込みを入れそうになるのを堪えながら、俺はやっぱり静かな笑顔を取り繕って頷いて見せた。

「ああ。そうだな。夜這いに来た」

「……え？」

　自分で口に出しておきながら、俺がそう言ったのに驚いたのか、篠の表情がきょとんとしたものに変わる。俺はそんな彼女の顔を見ながら一歩更に前に出た。

「博明さん……？」

　まるで気圧されたかの様に――反射的な仕草で一歩下がる篠。

　だが俺は距きよ離りを開ける事を許さずに更に歩を重ねる。一歩。二歩。三歩。四歩。これに会わせるかの様に篠も下がる。五歩。六歩。七歩。八歩。俺と篠は一メートル弱の微び妙みような距離を維持したまま彼女の部屋を横切っていく。

　だが――いかに篠の部屋が広いとはいえ、十数歩も歩けば端から端に行き当たる。後ろに障害物があれば退ける歩数はもっと少なくなる道理だ。

「あっ……」

　かかとが自分のベッドの端に引っかかったのに気付いたんだろう。

　篠は反射的に背後を振ふり返って、微妙に姿勢を崩す。そこを俺は――

「…………」

　手を伸のばして、とん、と彼女の肩かたを軽く突いた。

　ぼふ、と大量の空気を孕んだ柔やわらかそうな音がして、仰あお向むけになる篠。長い彼女の亜あ麻ま色いろの髪かみがまるで花開くかの様にベッドの白いシーツの上に広がった。

「ひ、博明、さ、ん……!?　あ、あの」

　と少し慌てた様子で声を掛かけてくる篠の上に、覆い被さる様にして俺を身を屈かがめる。彼女の両脇に両手をついて、右にも左にも逃にげられないようにしながら。

「…………」

「博明さん……あの……えっと……」

「まあ植村さんの言う通りだな。男なんてのは女が隙すきを見せればこれ幸いって感じで襲おそいかかる生き物なんだよ。こんな状況じゃ尚更な」

「……あ……ああ……そうです……ね……？」

　動どう揺ようしているのか、篠の翡ひ翠すい色の眼が右に左にと泳いでいる。

　鐵子さん共々俺を下ネタで挑発していた時の、余よ裕ゆうの様なものが綺麗に消し飛んでいた。

（……やっぱりか）

　俺は確信しつつもにやりと獰猛な笑えみを作って見せた。

「いいよな？」

「え、いえ、あの、それは……」

「誘ったのはお前からだろ？」

「それはそう……なのですけれど……あの……」

　完全に篠はしどろもどろだ。顔も真っ赤で薄らと汗までかいている。予想外の事態に焦っているのは――心の準備が追い付いていないのは明らかだった。

「……ご、ごめんなさい、じ、実はその、わ、私、初めてで……」

　と篠は怯える様に俺から眼を反らしながらそう告白してきた。

　まあ、元々男性経験が有りそうには見えなかったけれども。

「ど、どうしたらいいか、よく、分からなくて、あの、て、鐵子さんと相談――」

「黙だまって俺の言う通りしてりゃいい」

「あ、え、あ、そ、そうです……か？」

　と篠は戸惑いながらもそう言って――何かを堪こらえるかの様に、ぎゅっと眼をつぶった。

　両手もまるで祈いのる様に何かに胸元に添そえて……

「…………」

「…………」

　俺と篠の間に緊きん張ちようを孕んだ沈ちん黙もくが横たわる。

　やがて――

「…………………………………………………………………………ひ、博明、さん？」

　俺が何もしてこない事を怪け訝げんに思ったのだろう。篠は片目を開けて俺の名を呼んだ。

「あの、な、何を？」

「――ああ。やっぱりプラットフォームはこっちに有ったのか」

　だが俺はその時既に篠のベッドから離れ隣となりの部屋の――『趣味の部屋』の扉を開いていた。こちらは少し小さめ、十畳じようばかりの部屋で、その真ん中に俺が使っていたのと同型のＶＲプラットフォームが置かれている。

　赤ん坊の歩行補助器を想おもわせる様な、円形の台の上にやはり円形の『柵』が設けられたＶＲプラットフォーム。ここにガンコンだのゴーグルだの何だのを装備して登り、コンピュータと接続してやれば、『ストラグル・フィールド』をはじめとする各種ＶＲ－ＦＰＳの世界に没入出来るという寸法だ。

　プラットフォームのすぐ横には架台ラツクも置かれていて、ゴーグルやグラブ、その他装備、そして〈ジーノ〉愛用の狙そ撃げき銃じゆうが掛けられていた。

　ボルトアクション形式の狙撃銃。レミントンＭ７００。

　六十年以上前に誕生して以来、ずっと狩しゆ猟りようや競技の第一線で使われ続けてきた名銃の一つだ。後にＭ24やＭ40といった軍用の派生型を生み出す基にもなった。

　そして――

「今時、Ｍ40でもなくＭ７００なんて、えらく渋い趣味だと思ったけど」

　Ｍ７００は――二挺ちよう在った。

　架台に掛けられているものとは別に、一挺のＭ７００が窓際の壁に立てかけられている。

　どちらもそっくりだが……俺はその片方が、実は東京●ルイ製のガンコンではないだろうと見当をつけていた。部品取り用も含ふくめて予備のガンコンを一挺か二挺持っているという事は在るだろうが、両方とも出しておく意味は無いだろう。

　ましてやその傍に実包の――３０８ウィンチェスター弾だんの紙箱を置いておく意味も。あくまでゲームのコントローラーに過ぎないガンコンに、実じつ弾だんは装そう填てんできない。

「使い慣れてるからか？」

「あっ……」

　俺が窓際の方のＭ７００を手にとるとベッドから降りて俺を追いかけてきた篠が、小さく、しかし驚きの声を上げた。

「それは……」

「うわ。すげえリアルな仕上げ。カスタムしたの？」

「…………」

「スコープはレプリカじゃなくて本物のリューポルドのＭ１か。渋いね」

　言いながら俺はボルトを操作する。

　よく手入れされているのだろう、殆ほとんど無粋な音も立てず、するりとボルトは後退して排莢口が解放される。予あらかじめ薬室に装填されていた黄金色の実包アモが一発、くるりと回転しながら俺の横に飛んだ。

　薬やつ莢きようについたままの弾頭は、先せん端たんの色が僅かに違ちがう。

　狩猟用のソフトポイント弾頭だ。軍用のフルメタルジャケット弾頭と異なり――ソフトポイント弾頭はその名の通り柔らかく、対象に命中後、その体内で大きく変形して潰れ、持っている運動エネルギーを全すべて対象にたたきつける。

　人間相手なら過か剰じような殺傷能力なのでジュネーブ条約で使用が禁止されているが、狩猟においては確実に一いち撃げきで獲え物ものを仕留める為によく使われる。恐らくこれならゾンビにも相当な効果が期待できるだろう。

「あ、あの、博明さん――」

「……二階の窓はバリケードしてないんだな」

　俺は窓に歩み寄りながら言った。

　古茶花邸は、一階の窓は全て家具やら何やらでバリケードが張られていて、ゾンビが窓を割っても入ってこられない様になっている。見事な要よう塞さい化である。

「え？　ええ、二階には『歩く死者』も上がってこられないみたいなので……」

「ここからは屋や敷しきの周りがよく見えるな」

　俺はカーテンを少し左手で開きながら言った。

「特にライフルを引きずって同じ所をぐるぐる回ってるあのゾンビがよく見える」

「――！」

　篠が息を呑む気配があった。

「ここから見てたのか？　親父おやじさんを」

「……博明……さん」

　喘あえぐ様に言う篠。

「どうして――」

「幾つかの事実からの想像。後は植村さんに確かく認にん」

　と言ったのは――俺おれ達たちの背後から『趣味の部屋』に入ってきた乙羽だ。

　彼女には予め、十分ばかり遅れて入ってくる様に告げてあった。まあこれは俺が当初の計画に反してこう――変に盛り上がっちゃって、本当に篠に手を出しそうになった場合の、保険の様なものだったが。

「鐵子さんに……鐵子さんが……？」

「俺達は、あのゾンビが篠の親父さんかどうか、確かめたけど――それ以上の事は、教えてくれなかったよ。自分が勝手に話して良い事ではないって言われた」

「…………」

　俺の言葉に篠が眼を伏ふせる。

「此処を離れないのは、親父さんがあそこに居るからなんだな」

　俺はＭ７００を再び壁に立てかけながら言った。

「…………」

　篠は答えないが肯定したも同然だ。




『お父さんも、多分、ゾンビになったんだと思う。お父さんがどこかで、ゾンビになってさまよっているのかと思うと……なんだかちょっと、違うっていうか、嫌いやだっていうか、そんなもやもやした気持ち。お姉ちゃんやお母さんの様に、してあげるべきなのかなって思ったりする時もあって、でも探しに行く余裕とかは、無くて。ゾンビになったお父さんを見たくないっていうか……』




　風呂場で乙羽はそう言っていた。

　また――




『素人しろうとはゾンビと分かっていてもつぶせない。殺せない。生前の思い出が脳のう裏りを過よぎってつい手が止まってしまう』




　彼女はこうも言っていた。

　それがまた――ゾンビものの定番なのだと。

　そう。定番だ。よくある演出。

　それはつまり誰もが『そうあるのが自然だ』と納なつ得とくしやすい、普遍的な人間心理に基づいているからに他ならない。

　実際にそんな現場に直面したら、誰もが同じ様な状態に陥おちいってしまいそうな。

　つまり――

「……父は」

　しばらくの沈黙を経て――ぽつりとこぼす様に篠は言った。

「母が亡くなってからは……仕事仕事で……世界中を飛び回っている事が多くて……家に帰ってくる日が年に一ヶ月も無い様な状態で……」

　そんな状態だからこそ護衛役であると同時に、親代わりに篠の傍に居られる人物を、と鐵子さんをメイドとして雇い入れたのかもしれない。単なる護衛というのならば厳つい男達たちの方が抑止効果だって期待できる筈はずである。

　篠の父親は決して彼女を蔑ろにしていた訳ではないのだろう。

「……これは」

　彼女は白く細い、とても銃じゆうを扱うとは思えない様な繊細な手で実銃の方のＭ７００の銃じゆう床しようを握にぎると、手慣れた仕草で開きっぱなしだったボルトを――閉鎖。弾だん倉そうに残っていた３０８ウィンチェスターの実包が薬室に装填された。

「父が……私に買い与えてくれたライフルです……勿論、日本での所有者登録の名義は父ですが……」

　家に戻もどってくる事が少ない古茶花庄司氏だったが、篠が夏休みや春休みといった長い休みに入ると、鐵子さんや何人かの使用人達と、カナダやオーストラリアへと出かけていたそうだ。家族サービスと使用人達の慰安旅行を兼かねたものだったのだろう。

「狩猟が趣味の父は、旅行先から更に、猟に出かける事も多くて……少しでも父と一緒に居たくて、連れて行ってとせがんで……いつの間にか私も銃を撃うつ様になって……」

「ＦＰＳで狙そ撃げきが上手かったのも、それで？」

「そうですね……あまり意識した事は無かったのですが……」

　そう言って篠はＭ７００を壁に向けて構えて見せた。

　装着したスコープを注意深く覗のぞき込み、息を整えていく。

　一度集中を始めると、微び動どうだにしないその姿勢は、まさに俺の知っている相棒の姿そのままだった。あの細ほそ腕うででよくも、スコープ等の付属品と合わせて五キロ、いや六キロ近くにもなる銃を、綺き麗れいに保持出来るものだと感心してしまう。

「こうしていると、博明さんと――〈ハウンド９〉と『ストラグル・フィールド』で一緒に駆かけ回った時の事を思い出します」

「ああ、そうだな。俺がアタッカーで、篠が……〈ジーノ〉がバックアップで。組んだのは五回かそこらだったけど、いいコンビネーションだったよな」

　俺は懐かしさに眼を細めながら言った。

「特に〈ジーノ〉は状況判断が素す早ばやくて、しかも撃てば必殺、殆どが眉み間けんをぶち抜くヘッドショットだった」

「ええ、そうでしたね……」

　篠はそのままするりと銃じゆう口こうを窓に向ける。

　しばらく彼女はそのままＭ７００を構えていたが――結局何もせずにこれを下ろした。

「父はここ二年程ほどは益ます々ます家に帰ってくる事が少なくなって……鐵子さんから聞いたかと思いますが……私は何度か誘拐され掛けた事がありますから……一緒に遊びに出かける友達も居なくて……」

　何処どこに行くにも護衛の鐵子さんがついてくるし、そうした事情を知っているなら、むしろ同じ年頃の少年少女は巻き込まれるのを恐れて距離をとるだろう。

『ストラグル・フィールド』を始めたのもそうした事情に関係なく出来る遊びであると同時に、戯体を使うネットワーク系のＶＲゲームは、自分が『古茶花篠』である事を忘れられて、かつ他人と繋がる事の出来る便利な道具ツールだったのだろう。

　男性の戯体にしたのも、多分この為ためだ。

「寂しかったんでしょうね……ずっと傍に居てくれた鐵子さんには悪いけれど……多分、私は寂しかったんだと思います……だからあんな事……」

「――あんな事？」

「お酒を……飲んでしまって」

　と言って篠は苦く笑しようした。

　未成年の飲酒位で大騒さわぎする様な事も無いかと一いつ瞬しゆん、俺は思ったが――篠の話によるとそういう可愛かわいい話ではなかったらしい。単にビールだのチューハイだのの缶を買ってきてそれを飲んだ、という事ではなく、どうやら学校の知り合いに誘われてバーだか何だかに出かけたらしいのだ。

　それも学校の正門にまで迎えに来ていた鐵子さんの目を、逃れて。

　先にも述べた様に、真っ当な感覚の――危機意識を持つ人間であれば、篠の身辺事情を知れば距離をとりたがる。だがそれでも近づいてくる人間は居たりするのだ。

　何しろ篠はお金持ちだし、その上かなりの美人、そして何より世間知らずだから……ある種の連中には『良いカモ』に見えるのだろう。

「……何処どこかに……私の事を待っていてくれる人が……白馬の王子様みたいな人が居るんじゃないかって……変な事まで考えちゃって……」

　当然、その手のバーには素行不良の女学生だけでなく、まあ、そういう女学生達を『お持ち帰り』するのを目当てに来ている連中もいる訳で。寂しがりの御お嬢じよう様さまを一人酔いつぶして、口当たりの良い事を囁きながら車に押おし込む程度の作業、彼かれ等らにとっては造作も無かったろう。実際には篠の『やんちゃ』に気付いた鐵子さんが店に乱入して、『お持ち帰り』は阻止されたらしいが。

「鐵子さんには凄く怒おこられました……自分を安売りしてはいけない、相手は行きずりではなく、性格や価値観を吟味した上、年収や学歴もチェック出来ればなおよしって……」

「……いやそれはそれでおかしい様な……」

　御嬢様が処女喪失する事自体は、いいのか!?

　やっぱりあのメイドさんも何処か変である。

　ともあれ……変だろうが何だろうが、当然、そうした『やんちゃ』を鐵子さんは雇い主たる古茶花庄司氏に報告せざるを得ない。

　今までずっと素行にも成績にも問題なく『良い子』だった篠の『やんちゃ』に、古茶花氏は相当驚おどろいたらしく……取引を一いつ旦たん中断して、徹てつ夜やで飛行機を乗り継ぎ、報告を受けたその翌日には日本に戻ってきたそうだ。

　勿論、篠を叱る為に。普ふ段だん一いつ緒しよにいてやれない事を申し訳無く思った上で――せめて父親としての最低限の責務を果たす為に。

　あるいはそれは篠の思惑通りだったのかもしれない。叱る為でもなんでも彼女は父親に戻ってきて欲ほしかったのではないか。あるいは父に叱られる事で自分達は未まだちゃんと親子であると確認したかったのか。

　だが……

「父が家に戻ってきた直後に……アレが起きたんです」

　言うまでもない。

　ゾンビの爆ばく発はつ的てき発生と――それに伴う社会の崩壊。

　次々と人々が噛かまれてゾンビ化していく中、古茶花氏は娘を護ろうと鐵子さんと共に銃を持ち出して奮戦したらしい。そして早々に門を閉ざした。高い塀へいと重い鋼鉄製の門は歩く死者達の侵入を防ぐ事が出来たそうだ。

　紛争地帯やら何やらにも仕事で出かける事のあった古茶花氏は、その辺の日本人よりも遙かに、危機管理の意識が高く、事態が深刻であると気付くのも早かった。恐らくゾンビにも適切に――割り切って対応出来たのだろう。

　だが……ゾンビに引ひっ掻かかれた使用人の一人が敷しき地ち内ないで転化、他の使用人を襲い始めた時、古茶花氏は娘むすめを庇ってゾンビに噛まれた。

　鐵子さんに娘と共に屋敷に立て籠こもる様に指示して、その後、彼かれは自ら門を開いて敷しき地ち外に出てゾンビ達を相手に戦って――そこで力尽つきた。

　翌日には、歩く死者となって屋敷の周りを徘徊する様になっていたという。

「私が馬鹿な事をしなければ……」

　そう言って篠は自分の顔を両手で覆おおった。

　自分が父に会いたさの余り、無む茶ちやをしなければ――父は帰ってくる事も無く、あるいはゾンビ惨さん禍かに巻き込まれる事は無かったのではないか。

　篠はそう思ったのだろう。思ってしまったのだろう。

「お父さんの事は気の毒」

　話を聞き終えた乙羽が――いつも通りの淡々とした口調でそう評した。

　彼女の声には嘲る様な響きも無ければ、哀れむ様な響きも無い。ただ思った事を素直に口にしただけといった感じだ。だからこそそれはその場しのぎの嘘うそや誤魔化しが入る余地が無い様に――誠実に聞こえる。

「でもこのままここに居ても何にもならない」

「…………」

　篠は眼を伏せて身を震わせた。

　人間は受け入れがたい現実は見ないようにしようとする。そうする事で自分の心を守ろうとする。俺おれや乙羽がそうした様に。

「一緒に行こう」

　俺は窓を背にして篠に向き直り言った。

「この屋敷を出るんだ」

「……で……でも私は……」

　篠の視線は俺に――いや俺の脇、窓を通り抜ぬけてそのむこうに注がれていた。

　恐らくはあのライフルを引きずって歩くゾンビの居る辺りに。

「父をあのまま……残していく訳には……」

「勿論だ」

　言って俺は改めてＭ７００を手に取ると篠に押しつけた。

「その積もりだったんだろ？」

「…………」

　束の間、篠は躊ちゆう躇ちよする様にそのＭ７００を見つめていたが。

「何度も父を撃とうとはしたんです……」

　俯く篠の頬ほおを、涙なみだの雫が伝い落ちていくのが見えた。

「でも……最後の最後で出来なくて……ＦＰＳならいくらでも撃てたのに……！」

　最後の方は叫さけぶ様な声だった。

　はき出せるものははき出しておいた方がいい。俺と乙羽がしばらく黙って聞いていると――やがて、篠は目元を手の甲で拭い、健気にも笑みを取り繕って見せた。

「あ……ご、ごめんなさい、取り乱してしまって……」

「いいさ。俺だってＦＰＳをあれだけやりこんでも、現実じゃこのザマだよ。乙羽に助けて貰わなかったら、多分、早々にゾンビの仲間入りしてた」

　上位ランクもチーム成績も、今の現実では何の役にも立たない過去の栄光だ。

「篠――なあ、古茶花篠」

　俺は少し語気を強めて言った。

「お父さんの頑張りを無む駄だにするな」

「…………」

「でないとあんたを守る為に死んだお父さんが――いや、死んでもなお、あそこでああしてるお父さんが、あまりに哀れだよ。守ってくれてありがとう、今まで育ててくれてありがとう、これからはお父さんに貰もらった命で頑張って生きていきます――って、親父さんに見せてやろうぜ？」

　震える篠を見ながら、俺はベルトに挟はさんでいた〈サクラ〉を取り出す。

「俺達で――な」

「……え？」

　予想外の一言に篠さんが眼を瞬まばたかせる。

　彼女が未だ混乱している内に、俺は畳み掛ける様に言った。

「銃と車はくれるって言ったよな。好きなのを選んで良いんだよな？」

「え、ええ、それは――そうですけど、あの」

「じゃあ決めた。俺はあのライフル貰う」

　と言って俺は窓の外を指さす。

「遠目じゃよく分からなかったけど、自動ライフルだよな、あれ」

「ま……待ってください、銃なら他の――」

「いや、俺はあの銃がいい。自動式なら連射効くしな」

　俺は〈サクラ〉の弾倉を確かめる。

　残り四発。予備の弾は無いが、そこはバールで補うとしよう。

「そんじゃちょっと行ってくる。ここからバックアップ頼たのむ」

　言って俺は篠に背を向けて歩き出す。

　片手を挙げてひらひらさせながら俺は務めて気楽な口調で付け加えた。

「俺が前衛で突とつ撃げき、お前は後衛で狙撃。何度もやったろ？」

「博明さん!?　待っ――」

　篠が慌あわてて俺の後を追ってくる足音が聞こえる。

「でも……私……私には無理です……！」

　俺が立ち止まって振り返かえると――篠が俺に体当たりする様にしてしがみついてきた。

　情けない話だが、不意を突かれた様な形で俺は篠を受け止めてその場に尻しり餅もちをついてしまう。彼女はそのまま俺の胸に顔を埋うずめながら――

「止めてください、これは私の――」

「俺の、俺達の問題でもあるんだよ」

　俺は篠の両肩を掴つかんで立ち上がり、彼女も立たせる。

　それから――一瞬、躊躇はしたが、意を決すると、改めて俺の方から彼女を抱きしめた。

「博明さ――」

「お父さんを死に損ないさせ続けるな。ちゃんと終わらせてあげよう」

　本当は自分の父や弟を放置して逃げた俺が言える事ではない。だが……今は彼女や鐵子さんを生かす為にも、嘘だろうがハッタリだろうが恥はじを忍んで使うべきだ。

「そんじゃな」

　俺は篠から身を離すと、彼女の部屋を出る。

　今度は篠は追って来なかったが――乙羽が途と中ちゆうまでついてきた。

「博明――」

「大だい丈じよう夫ぶだって。〈ジーノ〉は凄腕だ。百や二百で外す事はないよ」

　俺は努めて軽い口調で言ってやった。

「そうじゃなくて」

「打ち合わせ通り、お前はここで待機な」

　さすがに出入り口を開放しておく訳にはいかないので、俺が出た後すぐに扉は閉めねばならない。そして扉を閉めれば電子錠は自動で掛かってしまう。そうなると、事を終えて俺が戻ってきた際に閉めだしを食らってしまう。

　これを防ぐ為、乙羽は屋敷の内側に留とどまって貰う事になっていた。

「俺が戻ってきたら電子錠開けてくれ。それから――万が一の時は、よろしく頼むわ」

「――ずるい」

　とほんの少し唇くちびるを尖とがらせて乙羽が言う。

「私の、万が一の時は誰だれが？」

「いや、乙羽は――」

　万が一とかありそうに無いんだが。あるとしても俺より後だろうし。

「ええと、銃口をくわえて自決が、定番なんだっけ？」

「……絶対よろしくしない」

　乙羽は何処か不機嫌そうに言った。

「博明がゾンビになったら…………なったら…………」

　そこで何秒か黙考してから、乙羽は俺の顔に指を突つきつけてきた。

「指さして笑う」

「ひでえ」

　言いつつ、俺は笑った。

「分かったよ、無理はしない」

　そう乙羽に告げると――俺は、外に通じる扉の電子錠に手を伸ばした。




　　　　●




　窓を開いて銃を窓枠に載のせる。

　銃じゆう身しんではなく銃床の先を載せるのは、銃身に余計な力が掛かって銃身が――ひいては弾だん道どうが歪むのを防ぐ為だ。目に見えない程の微かな歪みでも、数百メートル先では何十センチという差として現れてしまう。そう教わった。父から。

「――博明さん」

　必死に呼吸を落ち着けながら、篠はスコープを覗き込む。

　丁度、博明が篠の父に近づいていく所が見えた。右手にはバール、腰こしには拳けん銃じゆう。

　彼はこれ見よがしに拳銃を取り出だして見せていたが、博明が父を撃つ事は無いだろう。あくまで篠に撃たせる積もりだ。そうする事で――篠に踏ん切りをつけさせようと考えているのだ。

　逆に言えば、篠がいつまでも躊躇していれば、それだけ、博明は危険にさらされる。

　怖こわい。自分の逡巡が、躊躇が、そして不作為が、友達を殺すのだ。

「お父さん――」

　屋敷に入ってきたゾンビを銃で撃ち、何度も噛まれながらも、自らの身体を使って外に押し出す父を、篠は間近で見ていた。見てしまった。自分は何も出来ずにただ震ふるえながら。

　多分、もう忘れる事は出来ない。多分、ずっとずっと夢に見るだろう。

　それが自分への――父を見殺しにした娘への罰ばつだと思っていた。

　勿もち論ろん、それも死ねば帳消しだ。楽になれる。

　だが……それでは楽になる為に、今度は、友人を見殺しにするのか。

「…………」

　篠は汗ばむ掌てのひらで何度もＭ７００の銃床を握り直す。

　力を入れすぎて震えたら狙ねらいがずれる。

　そっと、引き金は――撫なでるように引くべきだ。

　その為に大おお幅はばに軽くしてある引き金が、しかし今は溶接してあるかの様に重い気がした。

「……ごめんなさい」

　殆ど無意識に出た一言は誰に向けてのものか。

　そして――




　　　　●




　歩きながら深呼吸――それから俺は二階の篠の部屋の辺りを振り返った。

「頼むぞ〈ジーノ〉……そうでなきゃ」

　乙羽に指さして笑われるらしいから。

「とはいえ……」

　やばい、足がちょっと震えてるかも。

　でも、ここまで来て引き返したら、ダサイなんてもんじゃない。

　意識的に下半身に力を込めて、俺は足の震えを押さえ込むと、ゆっくりと目標のゾンビの周りを回る様にして近づいていく。

　問題のゾンビ――古茶花ゾンビは銃を手にしたまま、俺の方を見ようともしない。いや。そもそも視力があるのかどうかも疑問だったが。

　今まで出会ってきたゾンビを見る限り、連中は主に音と匂においでこっちを捉とらえている様だ。

　全く見えていないかどうかはさておき、恐おそらく視覚は――少なくとも俺達の様な普ふ通つうの人間と同様の視覚を使って、人間を捕捉しているのではないのだろう。『なりたて』で殆ど損壊の無い――普通の人間と見分けがつかないゾンビを、他のゾンビが襲わないのも、恐らく生命反応を外見ではなくて匂いや音で察知しているからだ。

（つっても……そもそもあいつら、どうやって歩いてるんだ？）

　それは以前から疑問だった。

　ＶＲ－ＦＰＳをやっていて、以前、ちょっとした電波障害でゴーグルの接続が切れてしまった事があった。その時、俺は丁度、ゲームの仮想空間で歩いていた訳だが、一瞬にして真っ暗闇になった為、そのまま姿勢を崩くずしてしまった。プラットフォームの柵があったので、転てん倒とうする様な事は無かったが。

　人間は、その平衡感覚のかなりの部分を視覚に頼っている。

　試ためしに眼めをつぶって片足を挙げ、残りの片足で軽くスクワットをやってみるといい。眼を開けていれば特に問題なくこなせるだろうが、眼をつぶっていると、途と端たんに難易度が何倍にも上がってしまう。

　ではゾンビはどうなのか？

　平らな床ゆかの上ならばともかく、殆ど目が見えないのにさして支障なく階段を上り下り出来るのは何故なぜか？　街の中でも全て完全にバリアフリーという訳でもないし、障害物が転がっているのも珍めずらしくないが、蹴躓いて転んでいるゾンビというのを俺は見た事が無い。

（イルカやコウモリのエコーロケーションってのは知ってるが――）

　音波――もしくは超音波を発してその反射で、レーダーの様に対象物を把は握あくする能力を、一部の生物が持っている事は確認されている。だが、それはあくまで一部の生物だけで、人間には備わっていない。

　なのに人間の死体であるゾンビがその能力を獲かく得とくしているのか？

　そんな事が有り得るのか？　だとすればそれは――

「…………まずいな」

　他のゾンビが俺に気づいたのか、壊こわれた門から入ってくるのが見えた。

　あまり時間は掛けていられない。俺は歩調を早めて目的のゾンビに近づいていく。

「シィィ……ノォォ……」

　古茶花ゾンビが喘ぐ様に言うのが聞こえた。

　驚いた。意味のある言葉を喋しやべるゾンビは初めて見た。今まで出会ったゾンビはどいつもこいつも『オゥ』だの『アー』だのしか言わなかった。

　なのにこいつは娘の名を――篠の名を呼んでいる。

　これはこのゾンビが特別なのか？

「古茶花さん」

　俺は敢あえて話しかけてみる事にした。

　もし会話が少しでも成立するなら、それだけでも足止めが出来るかもしれない。わざわざゾンビと殴なぐり合い、つかみ合いをしないで済むなら、それにこした事は無い。

　話せれば話せたで、それは人間としての自我が在るという事であり、そもそも撃って良いのかという疑問も生じてくるが――

「俺の言葉が分かりますか？」

「シィィ……ノォォ……」

「……貴方あなたの娘の篠さんの友達です」

「…………シィィ……ノォ……オ……オ……」

　ふむ。駄だ目めっぽい。

「まあいい。悪いけどそのライフル、貰いますよ」

　そう言って俺は古茶花ゾンビに近づいていく。

　動きが鈍にぶいとはいえ、歩き回られては格段に狙撃の難易度は上がる。本来の〈ジーノ〉の能力ならば百メートルやそこら、相手が走っていても問題なく当てられるだろうが、今の篠にそれを期待するのは無茶だろう。

　だから動きを止めなければならない。

　具体的には膝ひざにバールを叩たたき込んで、関節を壊し、歩けなくする。

「――っしゃ！」

　地面を蹴けって、一気に間合いを詰つめる俺。

　古茶花ゾンビの膝に向けてバールを――

「……シイイイイィ…………イイッ……」

「……え!?」

　古茶花ゾンビの引きずっていたライフルがいきなり跳ね上がったのは次の瞬しゆん間かんだった。

　３０８口径の銃口が俺の方を睨む。

「――っ!?」

　反射的に身を反らした俺の頬を、轟ごう音おんと共に焼けた射線がかすめていった。

　危なっ!?　っていうか、このゾンビ、銃を……撃った!?

　驚きと無む理り矢や理りに仰け反った体勢の為に、俺はその場に転んでしまう。

　まずい。こうなったらむしろ――

「……オオオゥ……」

　のしかかってくる古茶花ゾンビ。

　だが銃を使う様子は無く、がちがちと腐敗の始まった顎あごを噛み鳴らしている。俺を喰う積もりだ。その点だけは普通のゾンビと同じ様だった。

（どういう事だ!?）

　銃を撃ってきたのは、それこそ、生前の――死ぬ間際の記き憶おくをなぞっているだけか？

　だとしたら銃で俺にとどめを刺さしてこない事も納得がいく。納得がいったからって、俺の窮きゆう地ちが消える訳でもないのだが……！

「くそっ――!?」

　咄とつ嗟さに掲げたバールを、古茶花ゾンビが噛む。

　がちんがちんと音を立てて、歯が金属を叩き、こする。

「や、やべ――」

　押されてる。もの凄すごい力だ。しかもゾンビは右腕は銃を握ったままで、左腕も使っていない。ただ、胴どう体たいと首の力で噛み付きに来ているだけだというのに、じりじりと俺の両手で掲げたバールが、押し込まれていく。

　駄目だ。押し返せない。

　咄嗟に両手でバールを支えたせいで、もう腰の〈サクラ〉を抜く事すら出来ない。

　しかもこうしている間にも他のゾンビが迫せまってくる――

「〈ジーノ〉――古茶花篠ッ！」

　俺は無む我が夢む中ちゆうで『戦友』の名を呼んでいた。

　今だ。今ならこいつの動きはほぼ止まってる！

「撃てッ!!」
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　轟く銃じゆう声せいに鐵子は顔を上げた。

「御嬢様……」

　彼女は――地下のガレージで博明達に渡す予定の車に武器弾だん薬やくと幾らかの食料と燃料を積んでいた所である。

　鐵子は……銃声が、どの銃のものなのかを理解していた。

　古茶花庄司と篠の供を務めて狩りに出た事も何度か在る。

「旦だん那な様さま……」

　束の間、鐵子は手を止め、まるで祈りを捧げるかの様に眼を閉じていたが――やがて、僅わずかにずり落ちてきていた眼鏡を指先で押し上げると、積み込み作業を再開した。
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「――馬ば鹿か」

　電子錠が閉まる音を聞きながら俺と乙羽は並んで荒い息をついていた。

「博明は……馬鹿……」

「いや……馬鹿は……乙羽だろ……が……」

　二人供、床にぶっ倒たおれている状態である。

　篠は父親のゾンビの頭を見事に撃ち抜いた。

　彼かの女じよはやり遂げたのだ。延々と死に損なっている父を救った。

　まあ――そこまでは良かったのだが。

　色々と手間取ったせいで、俺のすぐ傍にまで別のゾンビが数体ばかり迫っていたのである。しかも俺は古茶花ゾンビの死体の下した敷じきになって仰あお向むけに転がっている状態で、即そく座ざに走り出せる状態ではなかった。

　これはもう駄目か――そう思った時。

　驚いた事に、乙羽が飛び出してきた。

　古茶花ゾンビごと俺を容赦なく踏ふんづけ、愛用のスコップで俺に迫るゾンビ二体をまず殴り倒し、続けて俺に覆い被さっている古茶花ゾンビを蹴り飛ばしてくれた。

　慌てて身を起こした俺は、すぐ脇わきに転がっていた古茶花ゾンビのライフルをひっつかみ、乙羽と二人して屋や敷しきへと駆ける。

　扉とびらは――開いたままだった。

　乙羽が食事の際にちょろまかしてきたフォークを噛ませて、閉まらないように細工していたのだ。

　俺と乙羽はすぐ後ろで虚こ空くうを掻くゾンビ達の指の感触を覚えながらも、フォークを蹴け飛とばして屋敷の中に滑すべり込んだ。その直後――俺おれ達たちを追いかけてきたゾンビ達の目の前で扉は閉まり、そして自動の電子錠が作動したのが、およそ十秒前の事である。

「お前は……ここで待機って……言っただろが……？」

「ゾンビの動きを……止めるだけ……なら……他に手があった筈」

「いや……今いま更さらそんな事言われてもな……」

　確かに乙羽の言う通り、ゾンビの動きを止めるだけなら、何か簡単な罠わなを仕し掛かけるなり何なりすれば良いだけだった。

　だが俺は、やはり篠に『けじめ』をつけさせてやりたかったのだ。

　一度は父親を撃とうとＭ７００を持ち出した彼女なのだから、俺の命が掛かっていると思えば、それを『言い訳』にして撃つ事が出来るのでは無いか――と思ったのである。父親だった存在を撃つ事の罪悪感は、俺にツケておいてくれればいい。それで彼女をこの場所から解き放てるのなら、安いものだと思った。

「とにかく、博明は、馬鹿」

「分かったよ。馬鹿でいいよ、もう」

　二人して倒れたままそんなやりとりをしていると――

「――馬鹿っ!!」

　奥おくの方からやっぱり俺を罵ば倒とうしながら走ってくる御嬢様が一人。

　俺の行動は、どうやら引きこもり少女を部屋から引っ張り出す効果もあった様だ。

「なんて事を、なんて危ない事をするんですか!!」

　そう言いながら俺達の所まで走ってくると、ぺたんとその場に膝をついてしまう篠。

　彼女は俺の顔に両手を添えると、頭突きをする様な勢いで頭を下げてきた。

　篠の綺麗な顔が十センチと離はなれていない場所に揺れている。両眼は涙に潤うるみ、唇は戦慄わなないて、酷ひどい有様だったが、それでも彼女は――本当に美人だった。

　ああ、このままキスとかしてくれないだろうか。

　そんな不謹慎な事を、俺はぼんやり考えていたが――

「私の為に……そんな事の為にあんな………！」

　ごつんごつんと本当に頭突きしながら篠はそう言った。

　結構、痛い。

「……支援、感謝する」

　だが俺は笑いながらそう言ってやった。

　篠の狙撃は――リアルでもやはり見事だった。

「これで俺達は優ゆう秀しゆうな狙そ撃げき手しゆを一人、手に入れた訳だ」

　俺の頭の片かた隅すみをレイヴンの台詞せりふが過よぎる。




『新しいキャンペーンではプレイヤー同士の協力がクリアの鍵かぎとなってきます。仲間を集め、仲間と協力して生き残りましょう！』




　あのキャラクターの言葉を本気で信じた訳でもないが、これでこのゾンビのはびこる世界で生き抜くという『新しいキャンペーン』をクリアする為の、仲間を俺は手に入れた事になる――




「博明さん……？」

　怪け訝げんそうに俺の顔を見つめてくる篠。

「全部損得ずくの行動だから、気にすんな」

　俺はそう言って握にぎり拳こぶしから親指を一本立てて見せる。

　篠は驚いた様な表情でそのまま固まっていたが――

「――博明様」

　地下にあるという駐ちゆう車しや場じよう――そこに繋がる階段から、鐵子さんが姿を現した。

「出発の準備が整いました」

「……あ……ども……」
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　やましい事は何もしてないのだが、篠とおでこをくっつけた状態なのをこの人に見られると妙みように気まずい。ある意味でこの人は篠の母親みたいなもんだろうし。

「それから御嬢様」

「あ、は、はい」

　やっぱり俺と同じく気まずいというか、恥ずかしかったのか――慌ててぴょこんと俺から身を離すと、床に正座して鐵子さんを見上げる篠。

「これから……どうなさいますか？」

「……行きます」

　即そく答とうだった。

　とりあえず俺に文句を言うだけ言って落ち着いた様で、口調や表情はいつもの御嬢様らしいおっとりしたものに戻もどっているが……これまでと違ちがって何処か声に積極性というか、明確な意思の響きが宿っている。

「私、博明さん達たちと一いつ緒しよに行きます……この屋敷ももう……必要ありません」

　父の思い出に縛られ、罪悪感に縛られ、どうして良いか分からずに部屋に閉じこもっていた哀れな御嬢様はもういない。

　後ろ髪がみを引く昨日までの思い出に決着をつけたのだ。

　だから彼女もまた前を見て――突っ走れる。俺達と共に。

　今やこの子は俺のリアルの『戦友』で、頼もしい仲間だ。

「全すべては、生きている者の為に使いましょう……」

「承知いたしました」

　と頷うなずく鐵子さんはどことなく満足げだった。
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　地下のガレージに用意されていたのは見るからに頑強そうな４ＷＤだった。

　メルセデスベンツＧクラス。

　コンテナを積み重ねたかの様な角張った車体はいかにも質実剛健といった印象である。

　確か……ＧクラスのＧはオフローダーを意味するゲレンデヴァーゲンの略で、元々は軍用車両だったものを民生用に仕様変へん更こうして売り出したものだ。軍用車両の方はＦＰＳゲームでも何度か見かけた事がある。

「凄いなこれ……」

「これでしたら、どんな悪路でも走破出来ます……」

　とＧクラスの横に立って言うのは篠である。

「多少の瓦が礫れきも平気な筈はずですし……」

「ゾンビの集団に囲まれて、車がゾンビを轢いて乗り上げて、横転して窮地――は定番」

　と乙羽も感心した様子で呟つぶやいている。

　しかし相変わらずヤな定番だな――と思ったが。

「でもこれは関係なさそう」

　軍用車両として見た場合、背が高い――被ひ弾だん率が高そうな印象があるが、外観を見ているだけで頑強さや走破性の高さが伝わってくる。それこそゾンビの群れに囲まれてもそのまま轢き潰つぶしながら走れそうだった。

（……被弾率……）

　ふと俺は古茶花ゾンビの事を思い出す。

　今は俺が貰って持っている自動ライフル――ブローニングＢＡＲ〈ライトウェイトストーカー〉――あのゾンビは俺に対して銃じゆうを撃うってきた。あれがあのゾンビ特有の反射的行動だったのか、それとも、違うのか。

　後者であった場合、俺達は今後、『銃を撃ってくる』ゾンビ相手に戦う可能性が出てくるのか……？　いや、それは果たしてゾンビなのか？

　一応、乙羽には相談したが『今回はそういう設定？』と首を傾かしげただけだった。まあ山ほど作られた映画の中には、走るゾンビや恋れん愛あいするゾンビまで居るらしいので、乙羽からしたら変わり種以上の印象が無いのかもしれないが。

「ところで、植村さんは……？」

　俺達を地下の駐車場に案内した後、彼女は姿を消していた。

「この屋敷を焼き払はらう準備をしてますけど……」

　とあっさりのんびり――しかしとんでもない事を言い出す篠。

「はっ!?　焼き払う!?　どうして!?」

　父親の事について踏ん切りがついたのは良いが、なんだかそれ、勢い付き過ぎてないだろうか。いや、踏ん切りつけさせたのは俺だけどもさ。

「もうこの街に、思い残す事はありませんから……」

　と篠は緩ゆるやかに微笑ほほえんでそう言った。

「それに、父は居なくなっても……この屋敷がある限り、また思い出を引きずってしまいそうですから……」

　篠の足あし下もとに置かれた細長い黒のハードケース。他の荷物は全て植村さんの手でＧクラスに積んであったのに、これだけは篠が手に持っていた。恐らく中身は父親に買って貰ったというＭ７００だ。

　形見はこれで充じゆう分ぶんという事か。

「格好いいなぁ、篠は」

「え？　あ、そ、そうですか？」

　と褒めた途端に頬を赤らめて照れる篠がまた可愛かわいくて。

　結局、この子は言う事とは裏腹に初心な乙女おとめなのだろう。

　当初は色々言っていた下ネタやら俺に対する妙な期待も、結局は、一種の自傷行こう為いというか――自分を罰したい気持ちも絡んでいたのかもしれない。後は『眠ねむれる森の美女』コンプレックスというか……罪悪感という檻に囚われた自分を助け出しに来てくれる『白馬の王子様』を待つ気持ちが絡んで、あんな風になっていたのかも。

　まあ心理学者でもない俺の想像は、所詮、邪推でしかないが――

「むらむらします？」

　と何か期待する様な眼で見てくる篠。

（前言撤回。何なんだよこの子は……？）

　などと俺が辟易していると――いきなり、頭上から非常ベルの激しい音が降ってきた。

「なっ、なんだ!?」

「心配ありません、植村が屋敷に火を放っただけです」

　と篠は落ち着いている。

　自動の火災報知器が、煙けむりを検知して騒いでいるのだろう。勿論、煙は上に上にと上っていくから、地下に火が回ってくるのは最後――いや、そもそも回ってこない可能性も高いが、それでもこの音はどうにも落ち着かない。

「…………博明」

　ふと――乙羽が俺おれの服の袖を引っ張ってきた。

「博明、この車は運転出来る？」

「運転って……オートマみたいだし、そりゃ出来るだろうけど」

　前述の通り、ベンツのＧクラスの基もとになった車は、ＶＲ－ＦＰＳでも見かけた代しろ物もので、一度か二度は乗って走らせた事がある。現実そっくりが売りのゲームだったから、恐らく操作に関しては殆ほとんど同じだろう。

「じゃあ植村さんが帰ってこなかった時も安心」

「ちょ……不吉な事を言うなよ!?」

「私も運転出来ますよ」

　と若じやつ干かん、得意げな表情を笑え顔がおに滲ませて言ってくるのは篠である。

「ライフルと一緒に、父に教えて貰いました」

「……中々スパルタンな親父おやじさんですね……」

　まあ運転免めん許きよ云うん々ぬんは公道上の話で、荒野でこの手の車を走らせるのに免めん許きよは要らない。手足がアクセルやブレーキに届くなら、子供に運転させても問題は無いのだが。

「でも大だい丈じよう夫ぶ。鐵子さんは必ず戻ってきます。何事にもそつの無い人なので……」

　そう言いながら篠は後部座席に乗り込み、乙羽もその後に続く。

　俺は万が一に備えて運転席にすぐ移れるよう、助手席に座すわった。

　それをまるで見計らったかの様に――

「お待たせしました」

　鐵子さんが姿を現した。

　メイド服は変わらず、しかし散さん弾だん銃じゆうを肩かたから提さげている上、今は眼鏡の代わりにサングラスを掛けているので……もう何が何だか。

「というかなんでメイド服!?」

「これは御お嬢じよう様さまの護衛役に任じていただいた際、特注で作っていただいたアラミド繊せん維い製のメイド服ですので」

　と鐵子さんはくい、と眼鏡を薬指で押おし上げながら言った。

　アラミド繊維って……防弾服ボデイアーマーとかに使われるアレか。

「下手な衣装よりも生存性サバイバビリテイは高いと自負しております」

「はぁ……」

　まあメイド服自体が、元々は作業服の一種なのだから、おかしくないといえばおかしくない……のか？　篠やこの人を見ていると色々こっちの感覚まで歪んでくる気がする。

　ともあれ――

「それでは、出発致しましょう」

　笑顔でそう告げてくる鐵子さん。

　その背後で――

「――植村さんっ!?」

　俺は思わず叫さけび声ごえを上げながら〈サクラ〉を抜ぬいていた。屋敷一階から地下駐車場に繋がる階段――そこを一体のゾンビが降りてきたのが見えたからである。

「後ろ！　ゾンビが――」

「はい――存じております」

　しかし鐵子さんは慌てず騒がず、運転席に滑り込むと、扉を閉める。

　のたのたと何処どこか間の抜けた動きで近づいてきたゾンビは、彼女に触ふれる事も出来ずに、Ｇクラスの車体を掻いた。

「屋敷の戸口、窓を、全解放しましたので」

「なんでまたそんな……」

「周囲を徘はい徊かいしていた『歩く死者』は粗方、屋敷の中に招き入れました」

　ああ、そういう事か。

　屋敷の周囲にはゾンビが多い。いかに頑がん丈じようで走破性が高いＧクラスとはいえ、何十人とゾンビに囲まれると立ち往生する危険性がある。これを避さける為ため、ゾンビを屋敷の中に招き入れ、その上で火をつけたのだ。

「またそんな危険な事を……」

　恐らく鐵子さんは、敢えて、自分の存在を――『生きた人間』の存在をゾンビ達に示しながら火を付けて回った。要するに罠の生き餌えに自分を使ったのである。

「博明さんが言えた筋合いではないと思います」

「とても同感」

　と篠と乙羽が言ってくる。

　いや。あの。それはそうかもしれないんですけどね？

「後々の危険を減らす為ですから」

　と鐵子さんはにこりともせずに言うと、軽くエンジンを吹かす。

　同時にリモコンを操作したのだろう、フロントガラスの向こうで電動式のシャッターがゆっくりと開いていくのが見えた。

　そしてその向こうには――死者の群れ。

「それでは皆みな様さま、シートベルトのご着用はお済みですか？」

　俺達が頷くのを確かく認にんし、鐵子さんは――アクセルを目一杯踏み込んだ。

「おおっ!?」

　全身にのしかかる強きよう烈れつな、加速感。

　未いまだ開ききっていないシャッターを、鼻面に装着したグリルガードで強ごう引いんにぶち破り、Ｇクラスは中庭に飛び出していた。車体は勢い余って一いつ瞬しゆん、宙に浮ういてから着地、横滑りしつつゾンビ達を蹴散らす。ごつんごつんと嫌いやな音と共に、人体が吹っ飛ぶのが見えた。

「しっかりと掴まっていてください。少々手荒い運転になりますので」

　と告げてくる鐵子さん。

　その時――屋敷の方から激しい破裂音が鳴り響ひびいた。

「――！」

　振ふり返かえった俺達の視線の先で、轟々と音を立てて炎上する古茶花邸。送り火というには少々派手なそれが、辺りを赤く赤く照らしている。

　熱で窓が次々と砕け散り、火だるまになったゾンビ達が這い出ては力尽つき、元の――本来そうあるべき屍へと戻っていった。

　その様子を見ながら……

「……さようなら」

　篠がハードケースを抱だきしめて呟いた。

　相当な数が屋敷の炎上に巻き込まれたと思ったが――やはり近きん隣りんを徘徊するゾンビの全てを処分する事は無理だったらしい。Ｇクラスが半壊した門から敷しき地ち外に出ると、あちこちからゆらゆらと不自然に近づいてくる人ひと影かげが見えた。

「思ったより多いな――」

「ご安心を。これ位ならば避けられます」

「――のわっ!?」

　右に左にと車の中で揺さぶられる俺達。

　近づいてくるゾンビ達を、鐵子さんは見事なハンドル捌きで次々と回避していく。道路のみならず歩道に乗り上げ、あるいは道路右側を逆走し――と、既すでに交通法規が無意味なのを良い事に、やりたい放題である。

「す、すげぇ……!?」

　速度はそれ程ほどでもないのだが、とにかく、普ふ段だんは車が通らない、通る筈の無い場所を、強引に走って行くので、恐ろしく危険な事をしている様に思える。しかも近づいてくるゾンビを紙一重で避けながら。下手な遊園地のアトラクションよりもスリリングだった。

（要人警護の訓練受けたって言ってたっけ……）

　その種の訓練は、銃の操作や格闘技の他に、危険な現場から迅速に保護対象人物を離脱させられる様にと、かなり極端な運転技術も含まれるという話を聞いた事がある。

「この先は、どういたしますか？」

　とアクロバティックな運転を披露しつつ、平然とそう問うてくる鐵子さん。

「お話にあったホームセンターに向かいますか？」

「不要。まずはこのまま郊こう外がいまで」

　と――鐵子さんの問いに乙羽が答えたのは驚おどろいた。

「いいのか、乙羽？　今まで集めた食料とか――」

「食料は既にこの車に沢たく山さん積まれてる。工具も武器も一杯。ホームセンターに戻っても、この車にはこれ以上積めないから意味がない。このまま郊外に出た方がいい」

　淡たん々たんとそう答える乙羽。

　確かに合理的な判断だ。苦労して集めた物資も状じよう況きようの変化によってあっさり切り捨てる事が出来る――この判断力は素晴らしい。これはゾンビマニアとしての知識どうこうとはまた別問題だ。

　ＦＰＳゲームでも、状況変化に対応できずに窮地に陥おちいる奴やつが一杯いたし、その辺の柔じゆう軟なん性せいがある奴は生き残ってトップランカーに名を連ねる事が多かったが……現実でも同じ事が出来るかと言えば、疑問だ。

　本当、この樹堂乙羽という少女は、色々と変だが、凄い奴である。

　さすがは俺の相棒だ。

「承知しました。それでは――向かいましょう、迅速に」

　と鐵子さんが言い――俺達を乗せた車はさらに加速。程なくして郊外へと向かう幅はば広い道路に出た。

　まずは街の外へ。

　そして――

「乙羽、これからどこに行けばいい？」

「――遠く」

　窓ガラスの向こう、遙か彼方かなたに眼を向けながら乙羽は言った。

「出来るだけ人のいない所が望ましい。街から離はなれれば離れるほど、ゾンビとの遭そう遇ぐう率も減るから。でも道路は在って、いざとなればすぐに移動できる場所」

　道理だが……そんな都合のいい場所が果たして在るのだろうか？

「…………」

　俺も乙羽に倣ならって窓の外を眺ながめる。

　サイドミラー越ごしに後方の景色が――遠のいていく街が見えた。

　古茶花邸の在る辺りから一本、黒々とした煙の柱が立ち上っているものの……それ以外はごくごく平へい凡ぼんな街の姿がそこには在った。遠目にはかつて俺達が暮らしていた日々と何ら変化が無い様にも思える。

（でも、もうあそこに俺達の知っている日常は存在しない……）

　俺達はそんな日常の残像と決別してきたのだ。

「キャンプ場なんかが、良いかも」

　ふと思い出だした様に乙羽が言う。

　言われてみれば食料だの何だのを車に満載して、都会を離れる――確かにそれはキャンプそのものだろう。

　終わった世界で、終わらない休みに、終わらないキャンプに出かける。

　それは長い長い冒険の、始まりだ。

「――ちょっと、ワクワクするかもな」

　車内に満ちる湿っぽい空気を払拭するように、軽い口調で俺が言う。

「…………」

　一瞬、乙羽と篠はきょとんとした顔をしていたが――やがて、彼かの女じよ達たちは顔を見合わせて笑ってくれた。







あとがき







　どうも小説屋の[image: ]です。

　ＨＪ文庫ではお久しぶり――というかこの二年位色々あってあちこち（他のレーベルでも）久しぶりになってしまった私ですが。

　勿論、さぼっていた訳ではなく。担当のＫさんと熱く綿密な打ち合わせをしていたのです。ええ。本当に。




「なんかこう、ゾンビな奴とか書きたいんですよね」

「ゾンビですか。ゾンビね。いいですけどゾンビものってこう、暗いんですよね」

「暗いと駄目ですか」

「駄目です。誰得です」

「分かりました、では主人公がニコニコ笑顔で何の躊躇も無くゾンビを次々と」

「主人公がサイコパスな奴も駄目です」

「サイコパスだと駄目ですか」

「駄目です。ドン引きです」

「じゃあどうしろっていうんですか！」

「知りませんよ！」

　……そんな会話の後に生まれたのが本作であります。

　明るく楽しく友達とキャンプ感覚でゾンビ惨禍で滅んだ世界を生き抜く話。

　そんなん可能か？　とか最初思ったんですが、割とのんびり緩いポストアポカリプスものって最近よく見るので、単に私が視野が狭かっただけみたいです。

　どんな感じになったかは本編を御覧あれ。




「活断層さんから上がってきたキャラデザインのラフ送りました。如何です？」

「いや、活断層さんの絵そのものは大変素晴らしいのですが、いいんですか、これ？」

「いいとは何が？」

「ヒロイン眼鏡掛けてるじゃないですか」

「掛けてますね」

「前作（「蒼鋼の冒涜者」）の時も、ヒロイン眼鏡だと売れないからって、表紙では眼鏡外させちゃったでしょう。だから今回、わざわざ――断腸の想いで、ヒロインの外見描写から眼鏡を削ったのに！　だから代わりに鐵子さん眼鏡にしたのに！」

「でもなんか本文読んでるとなんか眼鏡っぽいんですよね、乙羽。別の編集者にも読ませてみたんですが、ナチュラルに眼鏡っ娘を脳裏に思い描いていた様ですよ。なんか行間にサブリミナルでも仕込んでんですか」

「それはきっとあれです。心眼です。心の眼で見ればそこに眼鏡が見えるんですよ」

「なるほど」

　……という訳で眼鏡ヒロインであります。

　文学少女でも委員長でもないんですが。




　なお、本作は各巻で一応のまとまりはついていますが、それとは別に２～３冊でワンシーズンって感じで大筋そのものを小まめに区切っていく構造を予定しております。二巻の原稿もこの時点で既に書き上げておりますので、割と早めに出せるかと。

　出来れば第三、第四シーズンと続けていきたいので、読者の皆様方にはなにとぞ、御購読よろしくお願いいたします。
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